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ラトナチュリ峰登頂を遂げて

信州大学山岳会会長

信州大学学長

小川秋賓

信州大学山岳会・信州大学学士山岳会は、 30年間にわたって数年ごとに外国の高峰

への挑戦を続け、 大きな成果を挙げています。 大学の社会における使命の一つに未知

への挑戦があります。 未踏峰への挑戦は、 信州大学が山岳地帯にあるという立地条件

からもふさわしいものと思います。

今回、 岡山岳会はネパ ー ルと中国の国境稜線上にそびえるラトナチュリ峰（7035m)

の登山を企画しました。

ラトナチュリ峰は、 地球上に残された数少ない7000m以上の未踏峰の一つで、す。 信

州大学とネパ ー ル警察との合同登山隊が組織され、 1996年10月 14日、 同峰の初登頂に

成功しました。 モンス ー ンによる天候不順と降雪のため予定より遅れましたが、 信州

大学の学士会員6名、 学生2名の全員が頂上に達し、 遭難事故もなく、 全員無事帰国

できました。

この快挙は、 信州大学山岳会の歴史に新たな記録を加えたことになります。

全国の大学山岳部の活動をみると、 1995年の東京農業大学隊によるトゥインズ峰登

頂以外に目立ったものがありません。 今回の成功は、 信州大学山岳会・信州大学学士

山岳会の長年の実績と日頃の訓練に基づくものです。 また、 信州大学とネパ ー ル警察

との合同登山隊の結成は、 1994年のギヤジカン峰 （7038m）の初登頂に次ぐもので、

この相次ぐ成功は、 ネパ ー ルと日本の友好を深め、 学術文化交流の契機になるものと

思います。

未踏峰を初登頂した高度な技術を単に隊員だけのものとすることなく、 その詳細を

世界中に発信することが、 特に大学の山岳会にとって大切だと思います。 日頃の登山

訓練はもとより、 この面でも信州大学が評価されることを願っています。

最後になりましたが、 この登山隊結成に多大なご尽力をいただいたネパ ー ル警察登

山探検財団とネパ ー ル警察庁の方々に感謝申し上げると共に、 この遠征計画に物心両

面でご支援をいただいた横河工事株式会社、 信濃毎日新聞社、 信越放送株式会社、 そ

の他関係各位に心から御礼申し上げます。
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l はじめに

遠征開始式典を終え、 出発する登山隊を見送るネパ ー ル警察学校職員



1 はじめに

ラトナチュリ登頂を祝して

前信州大学学士山岳会会長

堀 勝彦

山に憧れ、 登山にのめり込んでいく人たちの究極の夢は、 遠いヒマラヤの高峰を自

分の手と足で登ることであろうか。 若き日、 私も熱い瞳をヒマラヤに送りつづけた一

人でした。

旧制松本高等学校のあとを継いで、 信州大学が発足しました。

当然、 山の都、 松本市を中心とした大学へ、 登山を目的に入学してくる人が多く、

戦後、 山岳部は大勢の学士会員（0 B）を輩出してきました。

1967年以降、 信州大学学士山岳会と信州大学山岳会は度々、 ヒマラヤへ遠征隊を送

り出しております。 ある時は遭難を起こして登頂を諦め、 ある時は天候に屈して敗退

し、 あるいはまた、 晴々とその頂を踏むこともありました。

ラトナチュリは、1994年に信州大学の遠征隊がネパー ル警察との合同で初登頂に成

功したギヤジカンの眼前に、 ネパー ル ・ 中国の国境線上にそびえる名峰で、 古くから

当山岳会のO Bの間で注目されておりました。

今回も幸運なことに、 ネパール警察との合同登山ということで許可を受けました。

遠征隊は慎重に行動し見事なチー ムワ ー クを展開して、 天候を見計らい初登頂の栄

誉をかち取りました。

遠征隊を組織し隊員をつのり、 計画を進めていくという事は、 忍耐強く、 かつ、

チー ムワ ー クが固くなければ不可能です。

実際に遠征隊員として出かける人も、 それらを送り出す側にも、 実に粘り強いもの

がありました。 それらの結集が良い成果をおさめたと確信しております。

信州大学の大学関係者、 学士山岳会会員、 登山に賛同された多くの企業の皆さん、

ネパー ルの政府関係者およびネパー ル警察登山探検財団、 ネパー ル在住の日本関係者

の皆様のご協力によって、 この遠征はなされました。

関係者各位に心より厚く御礼申し上げます。

この登山を新しい一歩として、 次なる目標へ向けて力を貯えていきたいものです。

信州大学・ネパール合同登山隊に与えられました皆様の御支援に対しまして、 心よ

り感謝申し上げます。
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ラトナチュリ遠征隊 ご挨拶

ラトナチュリ遠征隊 ご挨拶

信州大学・ネパール警察合同ヒマラヤ遠征隊

ラトナチュリ登山隊総隊長

野村昌男

この度、 ラトナチュリ峰（7035m）全員登頂の快挙を成し遂げることができ、 心よ

り感謝申し上げます。 これも一重に皆様方のご支援の賜物と深く感謝する次第であり

ます。

日本山岳協会や長野県山岳協会、 ご支援いただいた企業や報道関係、 信州大学関係

者、 信州大学O B、 実行委員会委員、 そして隊員家族等の方々の熱い応援のおかげで、

日本人隊員 8 名、 ネパー ル警察隊員 3 名、高所ポ ー タ ー 5 名の計16名が頂上を踏むこ

とカ宝できました。

ご承知のとおり、 ラトナチュリは、 1994年のギヤジカン遠征の際、 登り残した山で

あります。

中国（チベット）とネパー ルの国境に位置している関係で登山許可をいただくのに

ずいぶん骨を折りました。

ネパー ル政府の方々に度々お願いし、 ギヤジカン遠征の実績をもとに得たゆえの登

山許可でありました。 今回かぎりのワンチャンスを与えていただいたネパー ル政府関

係者にも深く感謝申し上げます。

ネパー ル警察登山隊の実力は良く知られたところで、 隊長のグプタ ・ パハドウ ー ル ・

ラナ氏の際立つた統率力の下、 ネパー ル隊員の献身的な活躍により我々全員の登頂を

果たすことができました。

現地警察学校での相包作業から出発式 ・ キャラパン ・ 登山活動・撤収 ・ 下山 ・ 復路

キャラパン ・ 祝賀パー ティと慌ただしい3カ月でしたが、 すべて順調に遂行できまし

たことは、 ネパー ル隊員のご協力の賜物と深く感謝申し上げます。

さて、 実際の登山活動は、 この報告書に書かれたとおりでありますので、 そちらを

参考にしていただき、 もう 一つの目的の、 ネパー ルの方々との親睦・友好を深め、 日

本とネパー ルの国際友好の一助となることが出来たと確信しています。

特にネパー ル警察隊員と日本人隊員の親睦 ・ 友好 ・ 協力については、 同じ釜の飯を

食べた仲間として十分に発揮され共通の目的に向かつて遁進することができました。

登頂後のカトマンズでの祝賀パー ティには内務大臣はじめ多くの方々にご出席いた
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1 はじめに

だきお祝いの言葉を頂きましたが、 今でもその時の感激を忘れません。

登山をやっていてよかった、 人生最高の出来事だなと思い返しております。

今回の遠征には大変多くの方々のご支援をいただき、 本当にありがとうございまし

た。
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ラトナチュリ峰登頂を祝して

ラトナチュリ峰登頂を祝して

ネパール警察学校・登山探検財団

ラトナチュリ登山隊ネパール側隊長

グプタ ・ パハドウ ー ル ・ ラナ

ネパール警察・信州大学合同でヒマラヤ登山を行う計画が始まったのは、 1992年12

月 1日に前信州大学山岳会ヒマラヤ委員会委員長、 理学部教授・山田哲雄先生からい

ただいた手紙からでした。 その内容は、1994年の信州大学創立 45周年記念として、 ネ

パールの未踏峰を登山したいとの趣旨でした。 また、この手紙にネパール警察と合同

登山を行い、 ネパールと日本の間の交流を深めてゆく方針も述べてありました。

このような素晴らしい機 会をきっかけに登山に関する手続き等が始まりました。

双方からそれぞれの提案を交わし、1994年にはネパールの西方近くにあるプ一村の

近くのギヤジカンヒマール（7038m）へ合同登山することを決定しました。 以後、 法

律、 規則に則り必要な手続きをネパール政府機関で行いました。 1994年 8 月 23日に

ギヤジカンヒマールの登山許可を得て同 年 9 月 7 日にカトマンズからキャラバンに出

発しました。 そして、 10月 7日に、 ネパール隊員4名、 日本隊員9 名、 シェルパ4名

の計17名全員がギヤジカンヒマールの初登頂に成功いたしました。

しかし、ギヤジカンヒマールの頂上に両国の国旗を立てた時も、15km北方の国境稜

線上にある未踏峰ラトナチュリ（7035m）の登頂を達成する気持ちは、 まだ心の底に

秘めたままでした。

未踏峰であるラトナチュリ（7035m）の登山許可については、 ネパール政府内での

承認に時間がかかりましたが、 最終的に許可を得ることが出来ました。 許可を出して

くれたネパール政府に心から感謝しています。

キャラパンにつきましては、前回のギヤジカン峰遠征同様、 9月 7日に出発し成功

を収めたので今回も同日に出発する予定でしたが、 カトマンズに来られた信州大学山

岳会ヒマラヤ委員会委員長の宮崎敏孝先生のご都合のため、 1日早く 9月 6日に出発

いたしました。

今回は悪天候のため川の水位が高く、 計画通りに自動車を利用することが出来ず、

デュムレからポ ー タ ーを依頼しなければならず、 そのためラムジ
、

ユングまで 1日のと

ころを 3 日聞かかり予算にも大きな負担がかかってしまいました。 その他、様々な苦

労の末、 15日目にやっとポ ー タ ー達のおかげでベースキャンプまで荷物を運搬する事
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1 はじめに

が出来ました。

ヒマラヤを登山することは大変危険で、難しい作業であり、 また、 恵まれなかった天

候と戦いながらも隊員達はラトナチュリ峰に登る勇気を持っていました。

日本側の隊員達は高山病防止のため十分、 高度順化を行い、 特に野村総隊長と渡部

隊長達はプ一村から高度順化を行いながら登山を遂行されました。

このように、両国の隊員達は情熱を持ち、体調気力共十分で登山を行い、遂に、1996

年10月14日、 ラトナチュリ峰（7035m）の第1次登頂に成功しました。 更に第2次、

第3次隊が登頂し、 16名の登山隊全メンバーの登頂に成功いたしました。

このように、 2度にわたり信州大学山面会の皆さんと未踏峰のネパールヒマールを

登山できた事を大変嬉しく思っています。 今後も我々の友情関係が永遠に継続してゆ

くことを信じております。

（訳：信州大学農学部 マドウ ・ スダン ・ シュレスタ）
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2 登山報告

ナル ・ コ ー ラ峡谷にて、 ボ ー タ ー の少年



2 登山報告

カトマンズの街角

ジャ（祈祷） を受ける。
9月6日 雨期の最中にすがすがしく晴れた朝、ポリスアカデミ ーに於いて警察庁

長官以下多くの将官臨席の中、合同隊の結団式と壮行式を行う。国旗の交換、長官、
警察学校長、宮崎実行委員長の各挨拶、お茶会と滞りなく式を済ませた後、多数の警
察官、生徒に見送られて、パス3台（内2 台はポー ター 用）、トラック2台で出発。今

年のモンスー ンは少々異常で、降水量が多く、各地で道路が寸断されているとの情報に
心配していたとおり、河の増水と道路決壊のため、車車両はテゃ ユムレ止まり。ギヤジカ
ン遠征時に泊まったというホテル ・ ムスタンに投宿。豚小屋の隣のトイレの壁にうご
めく巨大なゴキブリと悪臭に皆驚き、 コ ックロー チホテルと命名した。カトマンズか
ら1000mも下って標高450m気温34℃と大変蒸し暑く、加えてポカラに向かう幹線国
道に面しており、一晩中車のクラクションと、相部屋となったラナさんの軒で寝苦し
い夜となった。

7日 テマ ユムレ（450m）→トゥルトゥレ（485m)

本日より、ポー ター 178名によるキャラパン開始。向後利彦O Bが出発を見送って
くれる。夕食は向後O Bのお銭別をありがたく使って、ビ ール、ロキシー でキャラパ

ン出発を祝う。
8日 トゥルトゥレ→ボテオラ（625m)

亜熱帯の土地、モンスー ンの中、極めて暑く消耗。それでも、稲田と周囲の丘陵全
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行動記録

てが緑一色で、 自分の体までが緑に染まるよう。 モンスー ンの晴れ間、 田の草取りや、

畦を歩く女たちの赤や青の原色の着物が、 緑の中で揺れて、 まるで絵を見るように美

しく、 夜はホタルが舞う。 あらゆる生物が躍動している季節で、 やはりヒマラヤは生

命感溢れるモンスー ンの季節が最高だと再認識した。 雨の時は無論、 暑い日差しの中

も傘とショ ー ツで歩く。 汗だくで歩いた後は、 川で水牛のように水浴びを楽しんだ。

9日 ボテオラ→ベシ ・ サハ ール（820m)

内田が発熱（39℃）。 日本語の上手なメイルランナ ー のオンデイシェルパとキッチ

ンスタッフ1名付けて残留。 おかゆを炊き、 津田の母上からの梅干と、 扇能O B夫人

に贈っていただいたシソの実の塩漬けが早速役立つ。所々で道路の復旧工事が行われ

ており、 丁張り出しの測量をしているネパー ル人技師と出会い、 設計図を見せてもら

う。 いたるところ地すべりで、 土質の悪さと自然の力の大きさに、 彼等の悪戦苦闘が

偲ばれる。 谷を横断する暗渠による盛土はやはり被災著しく、 桁下のクリアランスを

十分とった橋梁が望まれる。 フトン龍工法も見受けられ、 施工中の薄い断面の玉石コ

ンクリ ー ト擁壁よりは有効だと話しておいた。 ベシ ・ サハ ー ルは、 ラムジ
、 ユン県の県

庁所在地で、 街は大きくホテルもピンからキリまでたくさんあるが、 小椅麗な並を選

ぶ。 冷蔵庫には冷たいツボルクビ ールが待っていた。

10日 ベシ ・ サハ ー ル→クデイ→ガデイ（930m)

花谷が発熱。 キッチンスタッフ1名付けて残留。 内田、 花谷と発病し、 カトマンズ

での疲れと風邪が完全に回復していないようだ。 ドクターに診てもらい投薬、 休養回

復後に本隊を追ってもらうことになり、 本人には焦りと心細い思いをさせたが、 他に
J乃内

出発式に臨む宮崎実行委員長とネパール警察庁幹部
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2 登山報告

方法がない。 クデイから先は23年前、 現役の時、 高橋と歩いた道。 4分の 1世紀近く

過ぎたのが夢のようだ。 クデイの吊橋を渡るとマルシャンデイ ・ コー ラもいよいよ峡

谷となり、 雲間にヒマー ルチュリが望める。 7000mの標高差は素晴らしく、 力がみな

ぎってくるのを感じる。

11日 ガデイ→サンジェ（1095m)

内田回復後、 ボテオラを出発し、 ベシ ・ サハー ルの花谷と合流したことを電話連絡。

花谷回復後、 一緒に本隊を追うように指示。 電話が使えるとは時代は変わった。

12日 サンジェ→タル（1650m)

ナル ・ コ ー ラの偵察のため、 田辺、 小林、 アレ、 ダンパルを先行させる。 彼等はタ

ルを経てダラパニまで。 サンジェから先は、 グレートヒマラヤを断ち切った屈曲部の

深い大峡谷を歩く。 タルは深い峡谷の中のオアシスのような開けた所。 昔は湖だ
、
った

のかもしれない。 岸辺の草原に馬が遊んで、いるのは、 23年前と同じ。 あの時は、 左

岸の岩小舎に仮寝したのだが、 現在は街道筋の宿が何軒もある。 夕刻、 無線によりベ

シ ・ サハー ルの内田と連絡がつく。 内田は13日、 本隊を追い、 花谷にはオンデイを付

き添わせ、 療養に努める。 必要経費と本隊の様子、 指示等の手紙をシヴァコティ隊員

に託して、 内田と合流するべくタルに残留させる。

13日 夕ル→ダラパニ（1920m)

うろこ雲あらわれ、 秋の空を感じる。 ダラパニの宿の電話で花谷回復、 今度はオン

デイが発病したことを知る。 内田はサンジ
、
ェ着。

14日 ダラパニ→パガルチャップ→コト（2590m)

一部ポ ー ターの入替えを行う。 今回はドゥ ー ド ・ コ ー ラのティリジェ村からの応援

体制がとれて、 休むことなくキャラパンを進めることができる。 途中のパガルチヤツ

ブは、 昨年11月の土石流で家屋、 耕地の被災著しい。 今後の防災に前途多難。 偵察隊

の田辺達と合流。 入口付近の崩壊地は固定ロ ー プのルート工作が必要だが、 何とかナ

ル ・ コ ー ラの道が通れることが判りほっとした。 偵察隊は朝から宿のツルハシ、 斧、

ククリ等を借りて、 崩壊地の道造りや仮橋設置に従事。 一部隊員の不調に加えて、 カ

ン ・ ラ越えとなると日数的にも金銭的にもちょっと厳しいことになると、頭の痛い毎日

た
、
った。 徒歩20分先のチャー メはマナン県の県庁所在地、 ラナ氏と一緒に県警本部に

挨拶に出向く。 チャー メの電話局でダラパニ到着の内田と交信して、 元気な様子に安

心する。 花谷と交信を試みるも、 宿の主人によると、 花谷は病気のオンディとともに、

今朝、 ベシ ・ サハー ルの宿を発ったとのことで、 その先は行方不明。 こちらに向かっ

たのか、 カトマンズに帰ったのか、 次々と情報が変化し、 対応に苦慮する。 連絡と花

谷の動向把握のため、 メイルランナー のアルジュンをタルへ走らせる。 宿では相部屋

のラナ氏が「リー ダー は頭が痛くなりますね」と慰めてくれる。
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砂コトから崩壊した河原を下り、 ナル ・ コー

ラへ降りる

Vナル ・ コーラの崩壊した川岸をへつって進

むキャラノtン

行動記録
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2 登山報告

「験なき物を思はずは一杯の濁れる酒を飲むべくあるらし」

（万葉集 巻三 三三八 大伴旅人）

ここ の宿にはうまいアップルロキシー がある。

15日 コト→チャチャ（2825m)

夜半からの強い雨は朝になっても止まず、 出発を 一時見合わせる。 その問、 隊員達

はコトのチェックポストの警官の助けも借りて、 昨日に引き続き崩壊地に固定ロー プ

を張り、 丸太で道造り。 ナル ・ コー ラ下部は深い廊下帯で、 峡谷、 入口は岩盤崩壊と

地滑りにより道が途絶えており、 落石の危険もあって、 緊張させられた。 最近、 入口

部の崩壊で地元の人が数人遭難したため、 ここで強行すればポーター の大半が引上げ

ともなり、 慎重な対応が必要で、あったが、 雨も上がり何とか全ポ ーター が出発できた。

本日からテント生活が始まったが、 やはり街道筋の旅龍泊まりと違って快適だ。 警察

無線が活躍し、 下方の様子が判る。 内田はコトに到着するも、 ボ ーター がナル ・ コー

ラ入りを承諾せず、 止むなく本日はコト止まり。 内田のためにガレをコトに向かわせる。

16日 チャチャ→メタ（3500m)

深い峡谷を歩き、 開けたカルカに到着。 高山植物が咲き、 古い砦跡のような石積み

の廃屋が残る美しい所。 北は荒涼としたチベット的世界が広がり、 南には一 瞬アンナ

プルナE峰の一 角が真白く望めた。 先輩達の夢の跡。 本日より露営地到着後、 付近の

斜面で高所順応のために標高差200m位の上下運動を始める。 内田が元気に合流。 に

ぎやかになった。

17日 メタ→キャン（3800m)

チェックポストとの無線連絡で花谷の行動が判明。 今朝7時ダラパニ通過を知って、

ほっとした。 ラナ氏と協議し、 花谷の応援のため薬、 設営具等を持たせて、 ツムルク

と人一倍強くて信頼のおけるポ ーター のゴパ ー ルの両名をコトに向かわせる。 また、

ベースキャンプ位置選定のため、 偵察隊として田辺、 アレ、 ドゥルガ、 ペ ンパ、 ポー

ター 1名が先行し、 プー着。 夕刻の交信で花谷、 オンデイ、 シヴァコティ ー行は無事

コト到着を知る。

18日 キャン→プー ・ ガオン（4000m)

夜半激しく雨が降ったが、 一夜明けると快晴。 背後にアンナプルナE峰の全貌が現

われる。 8000m近いジャイアンツに声も出ない。 頂稜から雪煙たなびき、 風の強さと

遥かな高みを想う。 プーまでの道程、 あの尾根の端を回って、 あの峡谷の先にどんな

世界が広がるのか、 わくわくするような道であった。 深い峡谷の周囲は凄まじい大岩

壁と荒涼とした斜面が続き、 その上を鷹が上昇気流にのって滑空している。 段丘にわ

ずかに植生が見られ、 濯木に赤く実が色づき、 秋が来たことを感じる。 プー の村では、

麦の刈入れの真っ最中。 ポ ーター達は隊荷を置くと、 早速刈入れの手伝いをして、 今
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砂ナル ・ コ ー ラ上流、 プー ・ ガオン入り

口の大岩峰

V馬を連れてベ ー スキャンプへ来た

プー ・ ガオンの女性ポ ー タ ー

ポ ー タ ー 遠の昼食

行動記録
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2 登山報告

宵、 一宿一飯に与るのだろうか、 村人と一緒に働いている。 集落は右岸の岬のように

張り出した尾根の末端部、 崖の上にあり、 城塞のような特異な風景に驚嘆する。 村の

対岸の高台にあるタシ ・ ゴンパに全員で参拝する。 ニ ンマ派の僧院で、 僧侶の一家は

ギヤジカン遠征を懐かしがり歓迎してくれ、 お守りまで、いただ
、
いた。 僧院内を案内し

てくれたが、 一室にはたくさんの種類の薬草が保管されていた。 その後、 迷路のよう

なプー の村を散策する。 チェックポストがある。 偵察隊はプー よりベースキャンプ予

定地を往復。 その結果、 当初予定地はかなり遠く、 標高も5500m以上のため、 ポ ー

ター による荷上げは不可。 標高5200mの位置にベースキャンプを置き、 プー より2日

かけて隊荷を運ぶことにする。日本側隊員の大半はプ一 村より、 ゆっくりと順応活動

を行い、 ベースキャンプ入りを図る事とする。
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行動記録

19日 プー・ガオン→パングリ ・ カルカ（4500m)

1983年秋期に弘前大隊により南東面のドゥード ・ コー ラ側から初登頂されたヒムル

ンヒマール主峰ネムジ
、
ユン（7139m）と、 ギヤジカンより流れ出るパングリ氷河末端

部を横断し、 左岸にある標高4500mのパングリ ・ カルカ着。野村、 渡部、 金子、 小林

の 4名は昼食後、 プーのキャンプに戻る。

20日 パングリ ・ カルカ→ベー スキャンプ（5200m)

パングリ ・ カルカから橋を右岸に渡り、 本流のサイドモレー ン跡や側谷を辿って

プー ・コー ラ左俣右岸の台地にベースキャンプ建設。隊荷はベー スキャンプに集結し

た。 3人のナイケのマネージメントは素晴らしく、 ベー スキャンプでポーターに賃金

の支払を済ませると、 キャラパンは無事終了した。津田、 ラナ隊長、 リエゾンオフイ

サーのジャヤ氏、無線技師のパウダル氏、ドクター のシュレスタ氏の 5名はパングリ・

カルカに戻る。プーの野村以下4名とラジ
、
ユマン、一部キッチンスタッフはパングリ・

カルカに移動。花谷、 オンデイはプーから順応のためパングリ・カルカ往復に上がっ

てきて、 懐かしい再会を喜ぶ。パングリ ・ カルカは風が強く、 テントの中は挨と砂だ

らけ。夜はテントの周りを犬が吠えまくって散々である。

21日 ベー スキャンプの整備。

パングリ ・ カルカ組はベー スキャンプ往復。左手の急峻な斜面上部をトラパー スし

ている、 野生のナウル（パー ラル、 ブルーシープ又はヒマラヤアオヒツジ）の群れに

何度か出会った。ベー スキャンプ付近でも時々見られた。花谷、 オンデイついに合流

する。初めてのヒマラヤで発病し、 ネパール側スタッフとの一人旅は随分心細い思い

をしたであろうが、 何だか一 回りたくましくなったようにも見える。それ故か、 マッ

スルブレイン花谷はネパール食に異常に適応しており驚く。

22日 昨日同様、 パングリ ・ カルカ組はベー スキャンプ往復。タシ ・ ゴンパの僧侶

（ロプサン ・ ドルジェ師）にベー スキャンプに来てもらい、 ラマ教によるプジャを行っ

た。たくさんのタルチョウを張り巡らし、 日 ・ ネ両国旗と両山岳会旗のポールの基部

に石を積んで祭壇を設けた。線香とシュッパ（高山性濯木の香木）の煙の中、 読経で

登山の安全を祈った。

23日 ベースキャンプ→前進ベー スキャンプ（5500m）→ベー スキャンプ（BC)

田辺、 ジョシ、 シヴァコテイ、 アレ、 ヌル、 フル、 ドゥルガ、 ダンパル、 ツルで前

進ベー スキャンプ（ABC）までの偵察と荷上げ。パングリ ・ カルカ組はレスト。

24日 内田、 金子、 ジョシ、 シヴァコテイ、 アレ、 ヌル、 フル、 ドゥルガ、 ダンパ

ル、 ツルでAB Cへ荷上げ。 田辺はBCレスト。パングリ ・ カルカ組はBC往復。

25日 田辺、 内田、 ジョシ、 シヴァコテイ、 アレ、 ヌル、 フル、 ドゥルガ、 ダンパ

ル、 ツル、 アルジュンでAB Cへ荷上げ。パングリ ・ カルカを引き払い、 全員が元気
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2 登山報告

にBCに集結した。 夕食前に日 ・ ネ全員でミ ー テイングを聞き、 田辺よりタクテイク

スの説明と各係からの報告をして、 明日からの登山活動に備えた。

2. 登山活動

ベー スキャンプ対岸真近に北大隊により初登頂されたヒムルンヒマー ルがそびえ、

ベー スキャンプ上部（5400m）のモレーンの頂に上がって、 初めて秀麗なラトナチュ

リの全容が望まれた。 我々の背後遥か南にはグレー トヒマラヤの主脈アンナプルナが

連なり、 前方北は中国国境であるチベットとの分水嶺山脈が真近に横たわっている。

ケニス ・ メイスン博士著『Abode of Snow .iの日本語版序文に「そこでは、 ガンジス

河が、 蓮の花のか細い糸のように、 ヴィシュヌの足元から流れ落ちている。 ………」

とあるが、 ここは正にそのとおりの地であった。

ラトナチュリに関しては、 技術的には難しくなく、 高所順応が鍵だと思われた。 左

俣氷河右岸のモレーンと側谷を辿り、 ラトナチュリ西峰の南稜鞍部からの支氷河出合

(55 00m）の地点を前進ベー スキャンプとした。 既に田辺、 ネパ ー ル側隊員達によっ

て、23日から25日までに前進ベー スキャンプ建設と大半の荷上げが完了している。 日 －

ネ隊員、 高所シェルパ計16名をA、 B、 Cの 3 パ ー ティに分け、 ルー ト工作、 荷上げ

と順応活動を各々協力しあって行動することとした。

Aパ ー ティ：L ・ 田辺、 内田、 アレ、 ヌル、 ドゥルガ、 ツル

Bパーティ：L ·津田、 金子、 小林、 ジョシ、 フル

Cパ ー ティ：L ・ 渡部、 野村、 花谷、 シヴァコティ、 ダンパル。（L：リー ダー ）

9月26日 Aパ ー ティ：高所キャンプ 1 ( C 1）のル ート偵察。 B、Cパ ー テイは前

進ベー スキャンプ（ABC）への順応活動。

27日より29日まで降雪が続いた。 ラジオのニュ ースでは「カトマンズでも27 mmの降

雨」と伝えており、 全国的に悪天のようだ。 この間もBCからAB Cへの順応活動を

続けたが、 上部（5400m）のモレーンの頂付近では化石がたくさん見っかり、Jl[ij応活

動を兼ねた化石採集（宝さがし？）が盛んで、 異常に熱心な隊員もいる。

29日 雪降りの日曜日の正しい過ごし方として、 カセットテ ー プでクラシックを聴

きながら、 渡部と津田はプラパ ー ルで百葉箱を作り、 なかなかの出来栄えと自画自賛

する。 BCでキッチンボ ーイのベンパ・ ツェリンが右半身不随の症状を訴え、 脳血栓

の疑いがあることから大事をとってヘリコプタ ー の救助要請をした。 取り敢えず酸素

吸入をさせ、 暖かくして安静に努めた。 悪天のため10月1日に飛来し搬送した。 大事

には至らなかったようで、 我々がカトマンズに戻ったときには元気に出迎えてくれた。

30日 1回目のアタックを開始した。 第1次アタック隊Aパーティは、 西峰南稜鞍部の

広い雪原のCl予定地（ 6000m）を経て南稜にルート工作後、 AB C帰着。 AB C～C 1 
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ギヤジカン（7038m）より望むラトナチュリ（7035m）南面、右手

後方はトランスヒマラヤ（チベット）のルンポカンリ（7095m)

行動記録

聞の氷河上に、 5ピッチ固定ロ ープを張る。B、 Cパ ー ティはAB C、 C lへの荷上げ。

10月1日 第1次アタック隊はC 1建設後、昨日に引続き南稜のル｝ ト工作。B、 C

パ ー ティは前日と同様。金子は足首捻挫のためBCで休養。

2日 第1次アタック隊は西峰（6600m） に登頂。南稜は19ピッチの固定ロ ープを

要した。西稜を主峰に向かつて3ピッチ固定ロ ー プを張って下り、 高所キャンプ2

( C 2）予定地に達した後、 C 1帰着。支点はすべてスノ ーパ ーを使用。Bパ ー テイ

はAB C入り。

3日 悪天のためアタックを中止し、 ClよりBCに戻る。5日まで悪天が続いた。

Bパ ー ティはCl往復。

4日 AB Cで好天待ちを粘ったBパ ー ティは、ついに諦め、AB CからBCに下山。

5日 B Cでも大雪で、 喜んだ内田が巨大な雪だるまを作った。夕食後、 日 ・ネ歌

合戦、 ネパ ール側の圧倒的な勝利。

6日 やっと天候は回復するも、 大雪の後なので大事をとって停滞する。

7日 前回のメンバ ーにより2回目のアタックを開始した。AB Cを経てC 1入り。

Bパー ティは、 C l 往復してAB C入り。Cパー ティはAB Cの上部までBCから往復。

8日 C2建設（6550m）。Bパ ー ティは、 C 1入り。Cパ ー ティは、 C 1往復して

AB C入り。
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2 登山報告

9日 快晴ではあるが強風のため様子待ちをして、7時 C2発。 主峰との鞍部（6400

m） までの降りは、 急峻な箇所に 3 ピッチ固定ロ ー プ
p

を張った。 鞍部は広いプラトー

で、 そこより主峰への登りは、 硬くクラストした雪壁に固定ロ ー プを延ばしていった。

しかしながら、 頂上直下100mの地点で、 内田隊員が不調を訴え、 固定ロ ー プが尽きた

ことから、 ネパ ー ル側メンバ ー はスタカットによ る登撃をきらって下山を主張し、 13

時2 0分、 やむなく引き返した。 内田、 アレ、 ヌルはC2泊。 田辺、 ツル、 ドゥルガは

一気にBCまで下山。 Bパ ー ティはC1 よりC2往復後、 BCに下山。 Cパーティは

AB CよりC1 の上部まで往復。

10日 C2 の内田以下 3名はBCに下山。 Cパ ー ティは、 C1入り。

11日 Cパ ー ティはC1 よりC2 往復後、 BCに下山。 天候は6 日以来晴天が続き、

C2 に於いて、 鶴の渡りに遭遇した。次々と編隊を組んで、、 頭上の光輝く群青の空を

飛期する渡り鳥の姿に感激した。

3回目のアタックについては、 残された登山可能日数も切迫し、 失敗は許されない

状況となった。 このため、 今まで 3 パ ーティに分けて各々行動していたメンバ ー を一

部入 れ替え、 第1次アタック隊はL ・ 田辺、 アレ、 ツルの3名にしぼり、 6名のサ

ポー トを配した。 この6名のサポー ト要員のうち、 津田、 ドゥルガの2 名はC2 から

上部のサポー トを担ってアタック隊と同行したが、 特に問題が生じなかったため、 第

1次アタック隊と一緒に登頂した。 この間に他のメンバ ー もすべてC2 まで達してお

り、 すかさず2 次、 3次の波状攻撃をかける全員登頂の態勢を整えた。

12日 第1次アタック隊とサポー ト隊、 BCを出発しC1入り。

13日 向、 C2 入り。

14日 田辺、 アレ、 ツルと津田、 ドゥルガの5 名が天候待ち後、 午前7時 、 強風の

中C2発。12時10分、 初登頂に成功。 前回引き返した地点、から更に 3 ピッチ固定ロ ー

プを延ばすと（ C2 ～頂上問、 計18ピッチ）、 そこは長い間憧れ続けてきた、 遥かな

る宝石の峰、 ラトナチュリの頂であった。 強風止まず地吹雪の中、 15時30分、 C2 帰

着。 第2 次アタック隊（L .渡 部、 野村、 花谷、 ジョシ、 ヌル、 フル）、 BCを出発

しC1入り。

15日 第1次アタック隊と津田、ドゥルガはC2 からBCに帰着。 第2 次アタック隊

C2入り。

16日 第2 次アタック隊登頂。 この日は快晴で風も穏やかであり、 遥か北にはトラ

ンスヒマラヤのルンポカンリが望まれ、南はプー ・コー ラの谷を隔ててヒムルンヒマー

ル山群の四山と、 その背後に一段と高くグレー トヒマラヤがマナスルからアンナプル

ナ、 ダウラギリまで遠く連なって聾えていた。 第3次アタック隊（L ・ 内田、 金子、

小林、 シヴァコテイ、 ダンノりレ）、 BCを出発しC1入り。
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行動記録

ベースキャンプから第三次登頂へ向かう小林、 内田、 金子

17日 第2次アタック隊C2からB Cに帰着。 ヌルはサポ ー トのため、 C2ステイ。

第3次アタック隊C2入り。

18日 第3次アタック隊登頂。 このことにより、16名全員登頂することができた。

19日 C2を撤収しB Cに集結。

20日 C 1及びAB Cの撤収と不要なロ ープ、 食料、 ゴミ等をB Cへ荷降ろしをし

て登山活動を終了した。

3. 帰路

10月22日 B C撤収。 高層を雲が速く流れて不安を感じる。 プー ・ ガオンのヤクと

馬（27頭）を主体にポ ーター 15名で帰路のキャラパン開始。 延々と半日近くの交渉の

末、 出発は午後4時近く。 出発するやいなや、 背の隊荷を散乱させてヤクが暴走し、

つられて馬も狂走し、 呆然となる。 散乱した荷物を拾い集めながら、 どうにか日暮れ

前にパングリカルカ着。

23日 恐れていた悪天、 降雪が始まり、 難渋することとなる。 雪化粧のプー着。 不

用の装備類と交換したチャンを痛飲する。 焚火用のヤクの糞の何と高価なこと。 おま

けに「畑にキャンプすると土壌が固くなる」 と言って場所代まで要求された。

24日 降雪の中、 キャンまで。 プー のポ ーター、 ヤク使いには連日の交渉にほとほ

と手を焼く。 ここでは警察という国家権力もまったく無力。 積雪でカン ・ ラの峠越え

は不可能となり、 ホンデから飛行機でひとつ飛びの計画はご破算、 往路下山となる。

下流のナル ・ コ ーラは廊下帯の道のため駄獣は使えず、 厳しい状況となるが、 それで

もこの頃流行った言葉「カン ・ ラの裁き」「何とかナル ・ ガオンJなどと呑気なことを

言っていた。
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2 登山報告

25日 ひどい降雪で、 ポータ一 、 ヤク使いは動かず、 やむなく停滞。 食糧が乏しく、

昼食は抜き。 口に出るのは腹一杯のダルパートの話ばかり。 こんな中で、 ヘー ゲルの

『歴史哲学講義Jを平然と読む隊員がいる。 圧倒的な食欲を誇るー青少年は、何とプー

のポーターから食糧を恵んでもらったとか、「プー に人質に出してやるから、文化人類

学専攻なんだし越冬して調査しろ。 大丈夫、 生きていけるよ」等、 残りの隊員はかま

びすしい。

26日 今日も降雪。 ストライキにより食料と燃料が切れ、 隊荷は後発することとし、

隊員の大半は個人装備を持って、 コトに向かう。 出発直後、 ドクター のシュレスタ氏

（警察病院医師）は雪道で転んで足首を複雑骨折。 苦痛にうめくドクター 自身の指示

で降雪の中、 ギプスで固定し、 雪の中担いで、下ろす。 田辺を除く日本側隊員とナワン、

オンデイの9名は、 口減らしのため、 3日行程を1日で コトまで駆け下る。 悪天の中、

昼食なし、 夜まで、かかってそれでも無事 コトにたどり着く。 ヘトヘトになりアタック

以上に疲れた。 隊荷は動きだし、 ダラムサラまで。 マルシャンデイの街道筋までほと

んど脱出行の有様となった。

27日 渡部は朝一番にチャー メの県警本部に出かけ、署長に事情を話し、レスキュー

ヘリ コプターの依頼と、 未だにナル ・ コー ラにいる本隊のラナ氏と無線連絡をお願い

する。 渡部は直接警察無線を使うことは出来ないが、 無線技師の背後から勝手にしゃ

べることによって、 ラナ氏と打合せることが出来た。 ここの署長は、 過去に慶応大の

スリンギヒマー ル遠征隊のリエゾンオフィサー を務めた由、 大変親切に対応して下

さった。 署長の話だと、 プー ・ コ ー ラ奥の国境（ コンギュー ・ ラ？）を越境してきた

チベット難民の保護で、 チャー メの刑務所は満員とか。 夕刻、 ドクター は背負われて、

コト着。 隊荷の一部は相変わらずプーのポーターのストライキにあって山の中。 ダン
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行動記録

ノくル、 ラジマンカ吋寸いてピノf ーク。

28日 ドクターはオンデイに付き添われ、 チャー メより救助要請したヘリコプター

でカトマンズに搬送。残りの隊荷もすべてコトに到着。ポー ター への賃金の支払は、

もめにもめたが、 ここは既に常識の通用する街道筋、 ヌルの奮闘もあって終了。

29日 ポ ーター 替えをし、 ロパ（25頭）によるキャラパンに再編成。うって変わっ

た快適な旅を続けることになった。ダラパニ泊。

30日 ジャガット泊。夜はダンスショ ーをする地元の母親クラブから、 道普請や学

校整備のための寄付金を求められ快諾したが、 ショ ーの最後はネパールポリス舞踏団

に変身した。

31日 ガディ泊。 往路と同じ宿の若主人（テジ
、

ユ ・ グルン氏）は、 ハルカ ・ グルン

博士の甥。グルン博士の長兄の息子で、 博士の父親が1955年に創設した小学校の教師

をしている。1962年、 パンジャブヒマラヤのインドラサンに初登頂した京大山岳部の

宮木靖雅氏が遠征終了後ネパール入りし、 当時外務省の研修生としてカトマンズ在住

の神原達氏夫妻とグルン博士に同行し、「アルグン」というグルン族の珍しい祭を見物

するため、 博士の故郷に出かけた記録（「京大山岳部 報告11」）を記憶していた。そ

の事を話したら、 宿の女将さんは覚えていて、 び
、

っくりしていた。翌日宿を辞すると

き、 彼はグルン博士著『Vignettes of Nepal Jという本に記念の署名をして、 プレゼ

ントしてくれた。ネパール寸描とでもいうのであろうか、 ナルやプー も記載されてい

るが、 経済地理学者である博士がネパール全土を歩いた各地の地誌で、 興味深くあり

がたく頂戴した。

11月1日 ベシ ・ サハール着。キャラパン終了。街が大きく見える。

2日 これより、パス、トラックをチャーターし、7時間近くかかってデュムレ着。往

路のコックロー チホテルは敬遠して、 国道反対側の小締麗なホテルに泊。ホットシャ

ワ ーが快適だ。スンタラが甘く、 うまい。 ビ ールを痛飲したいのだが、 渡部はスピ ー

ベースキャンプ撤収前夜のキャンプ

ファイアで踊るパウダル隊員
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2 登山報告

チをネパール語でやるべく、 リエゾンオフイサ ーのジャヤさんから指導を受けねばな

らず、 我慢して明日のスピ ー チ作りに奮闘する。

3日 カトマンズ盆地の入口の峠、ナー グドゥンガでは音楽隊が演奏する中、 警察

学校長の出迎えを受ける。 音楽隊を先導に市内パレー ドの後、 マヘンドラ ・ ポリスク

ラ ブ講堂で歓迎会が開催された。 入口では津田の山の神が、 チベッタンドレスを着て

微笑んでいた。 ラナ氏の遠征報告の後、 渡部、 野村、 カレル警察庁副長官、 パンタワ

警察学校長、 運動局長とスピ ー チが続いた。 長官は海外主張中で未だ帰国されていな

い。 宿泊先は全員の希望もあり、 タ ー メルのホテル ・ テンキに格上げ。 マネージャ ー

の津田は「金がない 」 と言いながら渋々承諾。 パスタブにお湯、 ファクシミリもあり、

金子、 渡部、 津田には早速職場から帰国の催促が届く。

隊荷の整理相包に御礼と報告、礼状出し、 支払い、 挨拶回り、 ドクタ ー のお見舞い

とあわただしい日々の中、 7日、 ホテルシャンカー ルで祝賀ディナー パ ーテイを開催

したところ、内務大臣、警察庁長官はじめ約150名の方々がご出席下さり、盛会であっ

た。 すべての行事を終え、 9 日、 野村、 津田、 小林、 10日、 金子、 渡部、 内田、 花谷、

13日、 入国時通関の際のデボジットマネー 受け取りのため残った田辺をしんがりに、

各々帰国の途についた。

＜略語、 他＞

B C：ベー スキャンプ（5200m)

AB C：前進ベー スキャンプ（5500m)

C 1：高所キャンプ1 (6000m) 

C 2：高所キャンプ2 (6550m) 

L：パ ーティリー ダ ー

コ ーラ：ネパ ール語で「川」

カルカ：ネパ ール語で「放牧地、 放牧小屋」

＜外部報告＞

1 ）『山と渓谷J 1997年2月号

2 ）『岳人J 1997年2月号

3 ）日山協第35回海外登山技術研究会資料集(1997)

4）日本山岳会「山岳」第九十二号（1997)

5 ) The Himalayan Club 「The Himalayan Journal」（投稿中）
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カングルー（6981m）北西面ーナル ・ コーラ左岸のチャコの廃村付近より［Mt. Kang Guru] 

パングリ氷河末端からのネムジ
．

ユン（7140m) [Mt. Nemjung] 

出発式での見送り風祭
（ネパールのポリス ・ アカデミ ーにて）
[Send-off ceremony] 

雨期のキャラパン
[Carav叩］

ソパ畑（コトにて）
[Buckwheat at Karo] 

ウスパシロチョウ（ベースキャンブ付
近にて） [Butterfly at B.C.] 

事j

ウスユキソウ（タルにて）
[Edelweiss at Tall] 
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ベースキャンブ上部サイドモレーンか5望むラトナチユリ（7035m）と西峰（6600m、 写真左側のピーク）
[Mt. Ratna Ch叫i and west peak] 

ベースキャンブ（5200m）とギヤジ
。

力ン（7038m)
[Base C訓p 阻d Mt. GyajiK組副



西峰へのルート工作
[ Climbing to the west peak] 

頂上直下の霊準
[ Climbing to the top] 
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ゾ ム場雷鳥己主
荷錫げを終えてClで休息する隊員
[Rest at CI] Clかう望むラトナチユリ西峰（6600m）と霊筆中の5名の隊員［The west peak] 
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C2への急霊［Climbing to C2] 
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C2(6550m）とラトナチュリ本峰（7035m)
[C2 四d top of Mt. Ratna Chuli] 
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第三次登頂隊（左よりシパコティ、ダンパル、小林、内田）
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第一次登頂隊（左よりアレ、津田）
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第二次登頂隊（左より渡部ジョシ、ヌル、フル、野村）

第二次登頂隊（左よりジ
ー

ョシ、花谷、フル）

第三次登頂隊（左より金子、シパコティ、ダンパル、小林）



ラトナチユリ西蜂（6600m）から ー 左よりヒムルンヒマール（7126m）、マナスル（8163m）、無名峰（7098m） 、 ネムジュン
(7140m) [Mt. Himlung Himal, Mt. Manaslu, Unnamed peak, Mt. Nemjung] 
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ラトナチユリ西峰（6600m）から ー ニルギリ北峰（7061m）、ダウラギリ I 峰（8167m）、 ダウラギリ E 峰（7751m)

[Mt. Nil Giri North, Mt. Dhaulagili I, Mt. Dhaulagili II] 

ラトナチユリ西峰（6600m）か5 ー チベット高原とトランスヒマラヤ ・ルンポカンリ（7095m)
[Tibet plate叩，T即時Himalaya阻d Mt. Loinbo K四gri]
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ラトナチユリ西峰（6600m）から東～南
～西方面の展望（ネパール側）
Panorama of Nepal Himaraya from 
the Ratna Chuli West Peak 

ラトナチユリ西峰（6600m）かう西～北
方面の展望（ネJ'i.-Jレ～チベット側）
Panorama of Nepal Himaraya and 
Tibet Plateau from the Ratna Chuli
West Peak



C2(6550m）上空をインドに向けて飛翻するアネハヅル［Flying 口組e co India above C2] 

すべての霊祭を終了し、 ベースキャンブを撤収した遠征隊員（10月22日） [Expedition members at Base camp] 



渉 外

渉 外

渡部光則

許可申請、 合同遠征に関する交渉等の渉外は、 実行委員会報告に委ね、 本稿では隊

のネパー ル滞在中に限って報告する。

1 . 現地工 ー ジ
、

エン卜について

今回は合同隊であり、 相手先のネパー ル警察登山探検財団（NPMAF）と取り交

わした議定書に基づき、 現地エ ー ジェント業務はNPMA Fが行った。 即ち通開業務、

高所シェルパ等現地スタッフ及びポ ーター並びに輸送車輔等の手配、 ネパー ル側隊員、

スタッフ等の保険、 あらかじめリストを提出して依頼をしておいた装備類、 ガスボン

ベ等の購入である。 また、 隊到着後の装備、 食糧の購入手配と、 宿泊先のホテルの交

渉を依頼した。 こちらの希望どおり進めてくれ、 満足している。

実行委員会あて報告のファクシミリ転送、 及び信濃毎日新聞社あてフィルムのD H 

L送付、 各隊員の郵便物の引き受けに関しては、 コスモ ・ トレックにお願いし、 帰国

前に実費清算させていただいた。 ここに厚く御礼申し上げる。

2. カ卜マンズにて（出発時）

当初計画では、 後発の渡部、 津田を除く本隊6名の先発予定であったが、 各自の都

合から4名となり、 先発の負担が大きくなってしまった。特に合同隊のような場合、

総隊長か隊長のどちらか1人は先発したほうが、 挨拶等の面からも望ましく、 以後の

活動がスムー ズに行われると思う。 ネパール警察幹部への訪問は、 宮崎実行委員長が

ネパールに出張中であり、 後発隊到着後一緒に出かけた。 お世話になった方々への挨

拶、 ブリー フィング等は野村、 渡部であたった。 日本と同様に訪問は、 アポイントメ

ントを取る必要があり、 時間がかかる。 雨期の最中、 スー ツを着て一 日中タクシー を

使い、 街中を走り回るのは、 気ばかりあせって疲れるが、 何とか出発までの短期間に

終えることができた。 ネ側隊員、 スタッフの装備代、 日給等、 渡部がラナ氏と協議し

決定した。 こちらの懐具合を理解してくれたのか、 まずまずの線で妥結した。
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2 登山報告

3. キャラパン、 登山中

遠征期間中は必要に応じて、 経験豊富な田辺の考えを基に、 日 ・ ネ隊員全員でミ ー

ティングをもち意思の疎通を図った。 今回の日本人隊員はある程度英会話ができ、 不

自由することはなかったが、 一部ネ側隊員に英語がしゃべれない者がいて、 ベー ス

キャンプより上では、 渡部、 田辺がいない場合、 日本側隊員は少々不自由した。 ある

程度の簡単なネパー ル語会話は日本で勉強したほうが良い。 渡部は、 ラナ氏との日常

会話はネパー ル語で可能で、あり、 上部キャンフ
。
に上がっていた際も、 毎日トランシー

パー で報告しあっていたので、 お互い隊長どうしの意思疎通は十分に為されていたと

考える。 往路のキャラパンでは、 日本側隊員2名が途中で発病し、 本隊から遅れた。

各地の警察無線と電話をフルに活用して情報収集に努め、 連絡、 サポー トにスタッフ

を派遣し、 出来うる限りの対策を施した。 往路のポー ター に関しては、 3人の優れた

ナイケにより、 問題となるようなトラブルはなかった。

ベースキャンプではキッチンスタッフのペンパシェルパが右半身不随を訴え、 その

処置に関して日本側は今後の万 一の後遺症を心配し、 ヘリコプターでカトマンズへ搬

送する事を主張した。

しかし、 ネパー ル側隊長ラナ氏の意見は、 ベースキャンプで養生すれば大丈夫であ

るとして意見の食い違いを見た。 いろいろ協議したが平行線のまま結論が出ず、 議定

書の覚え書きに則して総隊長の野村氏の決断によりヘ リコプターで搬送する事になっ

た。

帰路のポー ター トラブルに関しては、 豊かな街道筋から数日奥に入っているだけな

のに、 トレッキングに開放されていないことからくるマルシャンディ筋との著しい経

済格差や差別を考えれば、 我々遠征隊は彼等にとって千載一遇のチャンスであったろ

う。 このような特殊性を考えても、 ひどく消耗させられたが、 我々日本側には交渉の

術もなく、 ネパー ル側に任せるよりほかはなかった。

ドクター の骨折事故に対しては、 地元県警本部にヘリコプター の要請等協力を求め

たが、 同じ警察メンバーということもあって、 大変、 親切に対応して下さった。

4. カトマンズにて（帰着後）

帰路のキャラバンが遅れたため、 カトマンズでの仕事は多忙を極めた。 隊荷の整理、

梱包と並行して、 各関係機関等への挨拶、 連絡、 デイ ・ ブリー フイング、 祝賀パー

テイの準備と実行、 ご支援下さった方々への礼状作成と投函、 各種請求元への支払い、

ネパー ル側隊員とスタッフへの給与とボー ナスの支払い、 日 ・ ネ遠征隊員のみの打ち

上げ、 ドクター のお見舞いと、 全員協力しあって短期間で終えることが出来た。 祝賀

42 



渉 外

パー テイについては、 大津氏にいろいろお手伝いをしていただいたが、 最終的に会場

をホテルシャンカー ルに決定した。 英文招待状の印刷依頼、 ネパー ル人及び報道機関

100名、 在ネパー ル日本人50名への配布については、 ネパー ル警察と日本人会、 コス

モ ・ トレックに協力して頂いた。 心より御礼申し上げる。 旧ラナ家の宮殿を改造した、

格調高い古くからのホテルシャンカー ルのパーティ会場は豪華で、 多数の方々が御出

席下さり、 成功したと思う。 アルコー ル類の持ち込みを交渉したところ認めてくれ、

料理も大変美味で、あった。 このようなパー テイのホスト役を務めるのは、 慣れておら

ず難しいが、 若い隊員たちには、 パー ティ前に腹一杯夕食を食べさせ、 パーテイでは
一人ずつ分かれて散らばるように指示した。 挨拶は簡単にし、 日 ・ ネお互いの隊員紹

介にとどめた。 下山に合わせてカトマンズに来られた津田夫人が盛装して、 唯一人、

我々のパーテイのホステス役を務めてくれた事に感謝し、たします。

5. 蛇足的あとが
、
き

松本における出発前の隊荷梱包作業のミ ー テイングで私は隊の行動規範として以下

の如くありたいと話した。

即ち「スマー トで目先が利いて凡帳面Jをモットーに行動したいと。

この後に、「負けじ魂、 これぞ船乗り」と続けば旧海軍士官心得になるのだろうが、

ネパ ー ル警察学校パンタワ校長に挨拶する宮崎実行委員長と野村総隊長

Mr.R.Bantwa (D.I.G of Nepal Police), Mr.T. Miyazaki (Chairman of Shinshu univ. Himalyan 

Committee) and Mr.M.Nomura (Genral Leader of the Expedition party) 
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2 登山報告

前半部は外国に出かける遠征隊員の心得として必要と考えた。

今回の遠征は、 1994年のギャジカン遠征の続きであり、 ネパ ー ル側隊員とは気心も

知れており大変友好的であった。

彼らは現地での準備、 キャラパン、 登山と好意的に接してくれたが、 礼を失しない

よう配慮する事も必要と考える。

私的な旅ならば、 どんなに自由に振る舞おうと個人の勝手だが、 一国の公的機関と

の合同ならば相手側の立場を理解する必要があろう。

服装にしても、 いくら準備中とはいえ、 警察学校でのショ ー ツに素足のサンダル履

きは反省すべきであろう。

少なくとも彼の国では、 外固まで登山に出かけるような人聞が、 ショ ー ツにむき出

しのすねで外出するような習慣はない。

出かける国の文化や習慣に対して謙虚でありたいと思う。
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タクティクス

1 . 計画段階

タクティクス

田辺
二ム
J同

今回のラトナチュリ登山隊は、 ネパール隊員が毎年ヒマラヤ登山の経験がある者が

多い反面、 日本メンバーは年齢構成が19歳から5 5歳におよび、 ヒマラヤ登山の経験者

も少なく総合的にみて強力な隊とは言えなかった。

そして、 より多くの隊員の登頂をめざすため、 オー ソドックスな極地法のタクティ

クスをとることにした。

ルー ト工作は、 1パーティにしぼり、 大多数のメンバー は高所順応と荷上げのみに

終始することと、 全員登頂を絶対的な目標としないため、 登頂できない隊員もあり得

る事を全員で意思統ーした。

ルー トはギヤジカンからの写真資料により、 西峰経由とした。 この一帯の精密な地

図が入手できなかったため、 ラフなトレッキングマップから推察して、 ベースキャン

プ（BC) 5 000m、 高所キャンプ 1 ( C 1) 5 600m、 高所キャンプ2 ( C 2 ) 6300m （西

峰頂上）、 高所キャンプ3 ( C 3 )  6400m （主峰登り口） とした。

しかし実際は大幅に異なっていたため、 現地でキャンプ展開を考え直すことになっ

た。 未踏峰の登山では、 ある程度やむを得ないことであろう。

2. 実施段階

1） 高所順応

B Cの標高が5200mと高かったため、 9月20日のBC建設には、 ネパール側隊員と

田辺、 内田のみが同行し、 他のメンバーは標高4000mのプー ・ ガオンと、 4600mのパ

ング・ リカルカに高所順応用キャンプを設けて順化運動を行った。 全員がBCに集結

したのは、 9月25 日となったが、 これにより適切な初期高所順応が得られた。

ただ、内田にはAパーテイの他の隊員（田辺、アレ、ツル、ドルガ、ヌル）が毎年高所登

山を行っている者ばかりだ
、
つため、負担が大きく、苦労させることになってしまった。

2 ） キャンプ展開

計画段階では、 前進キャンプを3つ出す予定で、あったが、 現地の状況により仮キャ
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2 登山報告

ンプとしてAB Cを 5500mに作り、西峰の登り口6000mにC 1、西峰（ 6600m）を越え

て主峰側に少し下った 6550mにC2を建設した。 C2よりアタックを行ったが、 プラ

ト ーへ下って、 主峰に登り返すため、 やや距離が長くなった。

3) 1回目のアタック失敗について

AB Cより山頂まで、 標高差が1500mしかないことと、 技術的な問題がないため、

1次アタック隊はル ート工作を含め、 5日で登れると考えた。 そして、 10月2日、 C

2までのルー ト工作を終え、 4日に 1次アタックをかける予定であったが、 3日に悪

天がきたため、 B Cへ撤退した。 この段階では、 まだアタック隊員の順応が充分では

なかったため、 仮に晴天であったとしても、 一部の隊員によるアタックになっていた

と思われる。

4) 2回目のアタック失敗について

10月9日に、 Aパ ー テイ6名にて、 2回目のアタックをかけたが、 山頂下100mの

地点で、 内田が不調を訴え、 ネパ ール隊員も、 フィックスロ ープ不足を理由に下山を

主張した。 田辺、 ツルの2名だけによる登頂が考えられたが、 ネパ ール側隊員（アレ）

のいない初登頂は無意味で
、あるとして引き返すことにした。 この失敗には多くの原

因がひそんでいる。

まず、 内田の高所順応について、 10月2日にC2までル ー ト工作した際、 彼だけが

不調のため、 途中で引き返していた。 そのためアタック前夜の10月8日は、 初めての

高度で泊ることになり、 負担を強いることになってしまった。

次にフィックスロ ー プの運用について、 以下のような事情があった。 まず、 10月2

日のC2までのル ート工作時、 後続するネパ ール側隊員に、 途中にデポしである食料、

装備の荷上げを依頼した。

しかし、 実際には、 荷上げしてくれなかったため、 10月8日のC2への移動の荷物

が膨大になった。 そしてその日こともあろうにネパ ール側隊員が、 C2手前でアタッ

ク用のE p Iガスを落下させてしまい、 ひとつ残らず
、

失ってしまったのである。

EP Iガスなしに翌日のアタックは不可能だ
、

。 この時点で田辺はアタックを諦め、

C 1にとって返してE p Iガスを運び上げた。 翌日月9目、 田辺の疲労がある程度回

復したため、 アタックに同行したが、 フィックスロ ープの運用については、 すべてネ

パ ー ル側にまかせ、 後ろからただついていくだけであった。 その結果、 9本用意した

フィックスロ ー プのうち、 3本をプラト ーへの下降で消費してしまい、 また本峰への

登りにも、 わざわざ急なル ー トをとったため、 フィックスロ ー プの不足をまねくこと

になった。

日本側より、 フィックスロ ー プの運用について質問すると、「足りなくなったら、ス

タカットクライミングで登るから大丈夫」とのことであったが、 実際には登高を拒否
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ナル・コ ー ラ峡谷にて、 左よりジョン、 金子、 田辺、 渡部、 津田

されてしまった。 また、 10月8日、 田辺がC lまで引き返している問、 ネパ ール側隊

員にC2から先、 プラトー への偵察を依頼したが、 これもやってはもらえなかった。

これらの情況について、 田辺がもっと、 強力なリ ー ダーシップを発揮してアタック隊

を引っ張っていれば、 また違った結果が出ただろうと悔やまれる。

5) 3回目のアタックについて

もはや失敗は許されないため、 1次アタックは、田辺、アレ、 ツルの3名にしぼった。

そしてフィックスロ ー プの荷上げのため、 B CからC 1まで小林とジョシもサポ ー

トしてもらい、 C 1からC2まで、 金子とフルにサポ ー トしてもらった。 また、 津田

とドゥルガには、 C2から上部のサポ ートをお願いしたが、 特にトラブツレがなかった

ため、 1次アタック隊と同時に登頂できた。

また、 これによって、 山頂まで、 フィックスロ ー プのベ夕張り状態が完成し、 すか

さず2次3次の波状攻撃をかけて、 全員登頂を果たせた。 このタクティクスでは隊員

に危機感を持たせ、 特にサポ ー ト隊に負担がかかるものであったが、 かえって結束力

が強くなり、 良い結果を生んだと思う。 みなさん、 御苦労様でした。

3. 反省

タクティクスの反省点としてCl以上のフィックスロ ー プを回収できなかった事が

あげられる。 これについては環境保全の項にゆずる。
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ラトナチュリ (7035m)

東稜

k、 Jae,，。4
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タクティクス

4. 感想

ギヤジカン遠征の時、 田辺が1人ですべてを決めて指令を出したため、 全員登頂は

果たしたものの、 チ ー ムワ ー クに重大な問題を生じた。

その反省をもとに、 今回は、 すべてに於いて、 全員でミ ー ティングを行い、 意思統

ーを行うようにした。 ラナ隊長から「あなたが一番良くヒマラヤのことを知っている

のだから、 あなたが1人で決めて命令したらいいじゃないですか」と助言されたが、

今回は全員ミ ー ティングに固執した。

その結果、 田辺と他のメンバ ーのコミュニケ ー ションは、 ギヤジカンの時と比べも

のにならないほど良好だ
、

った。 また、 経験の少ないメンバ ーにも、 今、 隊がどのよう

な問題をかかえ、 どういう方向に進もうとしているかが分かり、 人を育てる面からも

有効であったと思う。

実際には、 ミ ー テイングの際、 問題提起と同時に、 田辺が解決案を出すことが多

かったため、 結局、 田辺の提案する方向にもってゆかれるという印象があったかもし

れない。 一方、 全員ミ ー テイングを繰り返した弊害として、 ネパール側から軽く見ら

れるようになったことを少し感じる。

すでに、 ネパール側との信頼関係は、 ギヤジカンの時にできあがっていたのだから、

やはりヒマラヤ登山の現場では、 ここ一番のときには、 強力なリ ーダ ー シップでチ ー

ムを引っ張っていくことが必要であろう。
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梱包、 輸送

1 . 囲内

田辺
ごム
／口

国内の梱包作業は、 ギヤジカンの時と同様、 松本の百瀬斐敏先生の別邸を使わせて

いただいた。

7 月18日（土）から21日（日）まで、かかって、 37個口、 1025.5kgの別送品を梱包した。

22日にパッキングリストとインボイスを作成して、 23日、 日通航空に引き渡した。 荷

姿は、 大半が30cm×50cm×90cmのブ
ρ
ラパ ー ルボックスで、 内部にクッション材として

ペフマットと、 防水のビニ ー ル袋を入れた。

また、 カトマンズで再梱包しないものは、 キャラパンに合わせて、 30kgにした。 こ

れらの作業は連日、百瀬別邸に泊りこみで行い、さながら合宿所での生活のようであっ

たが、 反面、 ミ ー テイングを重ねることにより、 参加メンバーの意思統ー がで、きたこ

とカ叫又手蔓であった。

また、 テー クイン作業として、 無駄な外装をとりはらった結果、 90kgのゴミを出す

ことカtできた。

日本からカトマンズへの輸送は、 日通航空名古屋支店の横地氏と小松氏に手配をお

願いした。 シンガポ ー ル経由のシ ー アンドエア ーを使い、 7月31日、 船で名古屋港を

出発した。

8月 9 日シンガポ ー ル港に到着。 カトマンズ
、

へは、 シンガポ ー ル航空を使って、 8

月16日着の予定であった。 運賃は、4.5USドル／kg。 諸費用のみで、全体で612,069円

かかった。

ところが、 8月10日、 ラナ隊長より「カトマンズでの通関は、 8月16日の荷物到着

後、 3 日以内にやらなくてはならない」とのファクシミリがあり、「8月21日の本隊

カトマンズ入りでは遅すぎるため、 田辺を早くカトマンズへ送ってほしい」との依頼

であった。 田辺の都合もあるため、 やむなく、 8月16日の荷物のフライトをキャンセ

ルし、 強引に 8月22日のフライトをとってもらった。 しかし、実際には、「 3 日以内の

通関」は、 まったくの誤報で、 ふりまわされただけだ
、

った。

このほか、 ロイヤルネパ ー ル航空の協力を得て、 機内預けの超過料金を 8人で500
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キャラパン開始時荷数174箱の内訳（30kg／個）

個人装備21箱（12%)

雑装備、 薬品11箱（6%)

ロ ー プ・登はん具6箱
(3%) 

無線機（燃料）6箱
(3.4%) 

高所食9個（5%)

炊事用具14箱（5%)

kgまでフリー にしていただいた。

今回、 協力していただいた多くの方々に、 感謝申し上げます。

2. カ卜マンズ

梱包、 輸送

BC食他74箱（43%)

8月22日にカトマンズへ到着した別送品は、 翌23日に通関することができた。 すべ

て消費物品として申告し、 32,072ルビ ー の税金と1, 1 10ルピ ー のポー タ 一代を支払っ

た（申告額5,082.4ドルF.O.B）。

また、 7台のトランシ ー パー は、 8月 1日にカトマンズへ到着した際、 空港の税関

にデポジットした。 8月23日、 ラストラパンクへ445 ドルのデポジットマネ ー を払っ

た後、 通信省と税関本部へ行って、 通関書類を作り、 空港カスタムへ、 税金18,0 50ル

ピー を支払って、 トランシー パー を引き出した。

そして、 その足で、 通信省にて使用許可証を発行してもらった。 これらの仕事が 1

日で終わってしまったのは、 ラナ隊長の手際によるものである。

カトマンズでの梱包作業により、 隊荷は17 4個口、 5220kgとなった。

3. キャラパン（往路）

ポー ター 賃は、 17 5ルビー ／日で、 別に600ルビー ／人のリター ンマネ ー を支払った。

199 4年のギヤジカン遠征の時は、 ボテオラまで、車が入ったが、 今回はドゥムレまで

しか入らなかった。 そのため、 2 日間キャラパンが延び、 ベー スキャンプまで2週間

を要した。 キャラパン初期に、 内田と花谷があいついで体調を崩してしまった。 この

51 



2 登山報告

ため、 ネパール側スタッフのサポ ー トをつけて、 別々にキャラパンしてもらうことに

なった。 内田はともかく、 若い花谷には、一人旅は精神的にきびじかっただろうが、

よくがんばってくれた。 プー・ ガオンで追いついた時は、一段とたくましくなったよう

に見えた。

また、 ポ ーターのうち35人が、 ナル ・ コ ー ラのゴルジ
、

エ帝に入ることを拒否し、 コ

トで逃げてしまった。 しかし、 ギヤジカンの時の友人、 マンガル ・ グルン氏が、 即座

にテイリジェ村のポ ータ ー を率いてかけつけてくれたため、 問題は生じなかった。
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砂乾季の晴天の下、 カトマンズ
、
へとロパとと

もに帰路を歩む。 後方はヒマー ルチュリ

梱包、 輸送

ポ ー タ ー 賃は、 200ルビ ー ／日だが、 帰りの旅費支給が不要になったため、 カトマン

ズからつれてきたポーターより、 トー タルでは安くなった。

4. キャラバン（帰路）

パックキャラパンについては、 ホンデから空路ポカラへ帰る計画を立てた。

そして、 ベースキャンプからホンデまでは、 プー ・ ガオンのヤクと馬をf吏って4日

間でカン ・ ラを越える予定であった。

しかし実際には、 大雪のため、 カン ・ ラ越えの道を閉ざされ、 ナル ・ コーラ沿いの

道を下ることになった。 その際、プ｝・ガオンの村人によるストライキとサボター ジ
、
ユ

により、 ベースキャンプからコトまで、 8日間もかかってしまった。 日当も、 200ル

ピ ー ／個・ 日の約束だったのが、 最終的には500）レピ ー ／個・ 日に跳ね上がった。 こ

の季節はずれの大雪は、 人の弱みにつけこむことが得意なプー ・ ガオンの村人にとっ

ては、 天の恵みであったといえよう。 コトからは、 ロパをf吏ってキャラパンを行い、

問題なかった。
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装 備

金子鉄男

キャラパン開始時の装備品の数量は、医薬品、個人装備を含め79個、2370kgあり、

隊荷の45%を占めている。 このうち団体装備は58個、1740kgで、内訳は園内（日本） 調

達品590kg、現地（カトマンズ） 調達品1150kgとなっている。

前回のギヤジカン隊と大きく異なるのは、前回は群馬県山岳連盟のご厚意により大

半の装備が現地で借用できたが、今回は若干の寄贈品、借用品を除き、金額にして国

内120万円、国外80万円、合計200万円を超える装備類を購入した（国内調達装備リス

ト表参照）。

国内調達品は、寄贈品、借用品、購入品で構成される。 寄贈品は、ロ ー プ類、マッ

ト、電池、大型カメラ、パソコンなどである。 借用品は、トランシ ー パ ー 、高度計、

デジタルビデオ、双眼鏡、 G p Sなどの高額製品があげられる。 購入品としては、高

所テント、E p Iヘッド、E p Iランタン、ヘッドランプ（リチウム電池使用） など

カトマンズでは新品、数そろえの調達が困難と思われる装備品を調達したが、正解で

あった（国内調達装備リスト表参照）。

カトマンズでの調達品は、①日本製より仕様性能が勝る旧ソビエト連邦製の酸素吸

入器、ボンベ（22万円）、②中古品であるが安価なカラピナ、ハ ーケン、スノ ー パーの

ような登翠具（18万円）、③E p Iガスカートリッジのように日本からの輸送コストが

高くつくもの（20万円）、④圧倒的に安いB Cでの炊事用品（10万円）及び雑品（10万円）

を購入した。 カトマンズでの借用品は、警察学校からB Cテント用品類、発電器

( 2 KVA）、無線機器類があげられる（国外調達装備リスト表参照）。

以下の装備品についての記載は反省会の意見も含め、次のとおりである。

1 . ロ ー プ類

ギヤジカン隊同様、（株）テザック杜のご厚意により、 3種類のロ ープの寄贈をうけ、

松本で必要数を切断加工した。 フィックスロ ープとして、 8 mmのPPロ ーフ
。
を2500m

(50本） 用意し、 ル ート上に、2100m使用した。 ギヤジカンからの遠望写真でフィッ

クス区間の長さを推定した田辺隊員のタクティクスは正確だ
、
ったといえる。
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スノ ー パー とフィックス聞の接続具としてカラピナを使わず、 6 mmダイニー マー

ロープを使用した。 被覆が黄色で、雪上でもアンカー 箇所がよく認識できた。 ただ、 外

層の被覆のロープと内層のダイニーマー がすり抜ける性状があるので瞬間接着剤で端

末処理を行う必要があった。

その他、 コンテニアス用に8 mmナイロン ・ ローフ
。
を200m ( 4本）用意した。

2. テント

高所テントとして新品のエスパー スと警察学校のダンロップテントを使用した。 エ

スパー ス（4人用）は新品で居住性もよく好評であった。 日本隊のベー スキャンプ用

テントとしてネパール警察に寄贈してあったモンベルテントと一般キャンプ用の格安

テントを使用した。 モンベルテントは居住性がよかったが、 長年の使用による外張り

の紫外線劣化、 チャック部の破損と修理が多かった。 帰国後、 補修不能となった外張

りは日本から購入し後送した。 また、 格安テントは上部が一部メッシュとなっていた

ため、 気密性がなく砂塵の侵入、 耐寒上問題があり、 5200mの寒冷地の長期滞在には

不適であった。 それでも格安テントに泊まっていた津田君、 花谷君、 小林君は楽しそ

うであった。

3. トランシ ー パ ー

トランシー パー は、 乾電池仕様のケンウッド製を日本隊が用い、 警察側は充電仕様

のモトロー ラ社製を用いた。 日本隊の機種は軽量な反面、 出力が弱く実用的でないと

の意見もあり、 ベー スキャンプでの大型アンテナの設置など、 機種の選定を含めて今

後の課題である。 また、再充電電池は1. 25V ／本が最高値であり、基本的にトランシー

ノtー で、は電圧が低くて不適で、ある。

4. ヘッドランプ

ナショナル製の強弱切り替えができるヘッドランプと東芝（株）より寄贈された多量

のリチウム電池を使用したが、 明るさ、 寿命、 信頼性に富み、 いずれも大好評であっ

た。 ただし交換球は特殊品であるので予備球は海外調達はできない。

5. ロ ー ルペ ー パ ー

余裕をみて、 カトマンズ滞在期間を含め 1 巻きを 1人が 2日で使うとして、 25 0巻

き用意した、 梱包時の緩衝剤としても使えるし軽くて安いものなので日本製が最良で

ある。 特に痔病の人には薬品以前の処置かもしれない。

55 



2 登山報告

6. E P Iガス

日本で 1 缶450円のカ トリッジが、 ネパールでは再充填品で800円と足元をみられ

た価格であるが、 危険物で日本から輸送できず、 やむをえない。 高所キャンプでは、

150缶使用しており、 残り100缶はベ ー スキャンプのケロシン欠乏時に使用した。 結果

論だが、 100缶相当の予備品はプロパンボンべからベ ー スキャンプで充填する方法も

検討に値する。

7. J'iソコン

バッテリー の持続時聞が短い。 消耗の大半は待ち時間であり、 日本国内でソフトを

作っておき現地ではデー タ一 入力に徹するなり、 機器に十分、 習熟しておき手短に操

作できることが大切である。 これはあらゆる電子機械類にいえる。 小型発電機なり、

ソーラ ー 充電器なり、 日本で充電対策を対処しておく必要がある。 今回は警察側の無

線、 照明用の電力が使用できたので大きな問題はなかった。 タクティクス、 会計、 記

録に活用した。 機能的には、 最近売り出されているパソコンより、 より小型で乾電池

でも動作するモパイル ・ パソコンで十分と考える。

但し、 カトマンズでは変圧器（ZZOVを100V に）を介して、 電源をとり、 会計計算

などに重宝した。

東芝よりノ ートパソコン一式（ 2台）の供与を受け、 1台はベ ー スキャンプで使用

した。

8. ハンディタイプのG p s

高度のデー ター はあてにならないが、 平面座標（緯度、 経度）は正確であった。 B

Cは地図の空白地帯でありレスキューのヘリコプターを呼び寄せるときに存在を発揮

した。 ただし計測を 1秒間隔で頻繁に行うため8時間で単3電池を 4本消耗する。 自

動車ラリー のように速度まで知る必要はないので、 登山者向きに電池の消耗の少ない

機種の開発が望まれる。 1. 25Vの充電可能電池で作動したのでトランシーパー と異な

り小型のソー ラ ー 充電器との組み合わせ使用は可能で、ある。 樹林帯、 ゴルジ ュ帯、

リュックサックの中のように受信状況の悪いところは使用はできない。

9. ネパー ル隊員の装備

ネパール隊に装備の不足から、 凍傷気味の人がいた事から、 隊員に装備代を渡すよ

り、 現物支給した方がよいのではとの意見もあった。

特にネパール隊員のアイゼンバンドの劣化が目についた。
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装 備

1 o. 梱包箱

プラパ ールとドッコと称する竹の網篭が梱包材の主体であった。 頻繁に出し入れす

る物品を入れた通称「お助け箱」は、ガムテー プの世話にならない開閉自在な金属

ケ ースやプラスチックの樽が若干あればよかった。

11. ぺフマット

いつも寄贈をいただいているが、手違いで 1ロール（50m）しか調達できなかった。

キャラバン中はプラパ ールの緩衝材になるし、ベー スキャンプでは各テントの下敷に

なるので150m程度あったほうがよい。

12. 装備品の圏内調達に対する御援助

今回の隊は、初めてのヒマラヤの人も多く、個人装備の購入も多く、不足の団体装

備を含め、（株）モンベル杜から遠征隊価格として安価に提供してもらい、団体装備10

万円、個人装備30万円分を購入した。

ロー プは（株）テザック社が卒業生の関係もあり、前回同様にこちらの希望に添って

全量寄贈いただき登山費の縮減に大きく役立つた。 松本での高価な装備の調達にあた

り、信大卒業生の経営される佐山スポ ー ツが利益度外視の御協力をいただいた。 その

他、（株）マミヤより中型カメラ、東芝（株）よりコンピュ ー タ ー、東芝電池（株）よりリ

チウム電池などを多数寄贈していただいた。

13. ネパ ー ル残置装備品

遠征終了後、エスパーステント 1張り、 E p Iコンロ、ヘッド、スノ ーバ一等をネ

パ ール警察側に寄贈したほか、今後の遠征のためコスモトレック社に エスパ ース2張

りほかダッフルパック 1袋分の装備類をデポした。
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2. 登山報告

圏内調達装備リスト表

Nu I使用
l場所

8. 75 

10 
11 Iキ
12 
13 
14 Iャ
15 
16 

18 
19 

21 
22 

24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 

34 
35 

ヤ

40 I ン

41 
42 
43 Iべ
44 
45 I I 
46 
47 ＇ ス

48 キ
49 
50 ヤ

51 
52 ン

53 
54 
55 用

56 
57 
58 
59 
60 

高

所

5
6
7
8
 

登はん具｜スリング I o. 07 I 125本
登はん具｜ロー プ（8.5mm吋5m)（メイン） 45m I 3. oo I 2本
登はん具｜ロー プ（ナイロンSmn *40m) （コンテ） 2〔im I 4.oo I 4本
塁まはん具｜ロー プ（ナイロン8mm *50m) (FTX) 200m I 5. 00 I 5本
登はん具lロー プ（ PP 8加m キ58m)(FIX) 2, 500m J 2 目50 J 50本｜ 125. 00 
露 営 具｜テント（工スパース4～5人用） 内張付 I 5. oo I B張｜ 40. 00 
露 営 具｜ツエル卜 I 1. oo I 3張
露 営 具｜マット（ ベ7) 含む B.C用 I o. 20 I lC 8枚｜ 20. 00 
露 営 具｜スッコブ（アルミ） I 1. oo I 3本
露 営 具｜雪袋 コンパイン袋 I o. 05 I 50枚
火気 ・ 燃料I EPIヘッド I o. 50 I 8台
火気 ・ 燃料 l ランタンCEPI) I o. 30 I B台
火気 燃料 I EPIボンベ、カトマンズで購入 170 ( g / day) ＊人数 I o.4o I 160函
食器 ・ 炊事｜コッフ工ル（中） I 1. oo I B組
食器 ・ 炊事｜食器 I o. 20 I 20組
食器 炊事lプス板 I o. 05 I 8片
通信 ・ 記録｜ トランシー パー I o. 50 I 7台
通信・記録｜トランシー パ ー ・ アン テナ I o. 20 I 7本
通信 記録l電池（単3 トランシー パ用） 単3 6本＊6台＊6回 I o 目02 I 1, 100本
予 備 具｜ヘッドライト ナショナル υ チウム兼用 I o. 20 I 7個購入
予 備 具｜電池（単3 リチウム） 単3 4本＊9台＊4回 I o. 02 I 150本
予 備 具 l 予備テントポール 工スパース I o. 50 I 1組
そ の 他｜赤布 I o. 02 I 100片
そ の 他｜国旗（日本） I I 1旗
そ の 他1旗（信大） ｜ ｜ 2旗
そ の 他｜

高

度計 I 0.10 I 1個
そ の 他｜

高

度計（腕時計型） エンベツクス I o. 05 I 2個
露 営 具｜ テ ント 2 ～3人用 I 5. oo I 3張
露 営 具lター プ I 4. oo I 3張
露 営 具｜ブルー シー ト（キッチン用） I 1. oo I 5枚
火気 ・ 燃料I EPIヘッド B.C用 I o. 50 I 2台
火気 ・ 燃料｜ランタン（EPI) I o. 30 I 3台
火気 燃料｜ポー タブル電源（交直兼用） I 11 I l台
火気 ・ 燃料｜ランタン（EPI)用マントル I o. 30 I 3台
火気 ・ 燃料 I EPIボンベ _B，＜：用、カトマンズで購入 I �－｝＿3 I 90函
火気・燃料｜ポリタンク（ケロシン） iii I o. 50 -, 5c個
火気 ・ 燃料｜ポリタンク（ガソリン） 発電機用 lOL I o. 50 I 12個
火気 ・ 燃料｜ベットボトル ｜ ｜ 
火気 ・ 燃料｜ハンドポンプ（ケロ シン） I o I 2個
梱 包｜カー トンBOX （大） I 1. oo I 100個I 100. oo 
梱 包｜カー トンBOX （中） I o. 75 I 3:i個
梱 包｜カー トンBOX （小） I o. 50 I O個
梱 包I P. Pバンド I o. 01 I 2, oom I 20. oo 
梱 包I P. P ストッパ ー I o. oo I 1, ooo個｜ 1. 00 
梱 包｜パネ秤 50Kg I 2. 00 I 2台｜ 4. 00 
梱 包｜番号札（ ポー ター 用） I I 600枚｜ 1. 95 

梱 包｜番号札用細紐 I .\ 6_00本｜ 1, 10 
梱 包｜コンパ イ ン袋 I o. 01 I 5C枚｜ 0. 50 
梱 包｜カッターナイフ I o I 5個｜ o. 25 
梱 包｜背負子 I 1. 50 I 5個l 7. 50 
修理 具｜工具セット I 2. oo I 1組｜ 2. 00 
修理 具｜コンロパ ツセット I o. 50 I 1組｜ o. 50 
修理具 l ランタン用（EPI）部晶 掃除針 I o 目2i I 1組 1 0. 20 
修理 具｜ランタン予備マントル 10台＊4回分 I o. 10 I 1組1 o. 10 

修理具｜裁縫セット ｜ ｜ 1組
修理具｜鳩目セット I I 1組
修理 具｜針金 I I 10m 
修理 具｜ビニ ー Jレテー プ I I 10個
修理具｜リペア テー プ I I 3個
修理具 l 接着剤（瞬間 ・ ボンド） I I 3組

用 途
口

口口

数 量 重 量
(kg) 

6. 00 
16. 00 
25. 00 

3. 00 

3. 00 
2. 50 
4. 00 
2. 40 

8. 00 
4. 00 
0. 40 
3. 50 
1. 40 

19. 25 

2. 63 
o. 50 

1. 67 

0.10 
o. 09 

15. 00 
12. 00 
5. 00 
1. 00 
o. 90 

11. 00 
0. 90 

25. 00 
6. 00 

o. 20 

26. 25 

5. 00 
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装 備

No 
使用

用 途
品 目 重 量

数 量
重 量

場所 品 名 仕 様 kg／単位 (kg) 

61 通信・記録 ビデオカメラ 5. 00 I台 5. C8 

62 通信・記録 ビデオ・ テ ー プ 0.10 10本 1. Cl 

63 通信・記録 ラジカセ 1. 00 2台 2.00 

64 通信・記録 短波ラジオ 0. 20 1台 0. 20 

65 キ 通信・記録 電池（ピデオ用） o. 33 3個 1. 00 

66 ヤ 通信・記録 電池（ラジカセ用） 0.14 7個 1. 00 

67 
ラ

通信・記録 双眼鏡 2. 00 1台 2. 00 

68 通信・記録 単眼鏡 4. 00 1台 4. 00 

69 
ノ〈

通信・記録 雪温計 0.10 1個 0.10 

70 ン 通信・記録 最高最低温度計 0.10 1個 0.10 

71 通信・記録 プリントゴッコ 1. 00 1台 1. 00 

72 
J、＝

ポーター支給 靴下 o. 01 140足 1. 40 

73 ポーター支給 軍手 。 200組 2. 00 

74 そ の 他 ノ ート 5冊 0. 50 

75 ス そ の 他 マジックインキ 0. 05 10本 0. 50 

76 キ そ の 他 ロ ー ルベー パ ー 0. 05 250巻 12. 50 

77 
ヤ

そ の 他 巻き尺 0.10 1個 0.10 

78 そ の 他 ビニー ル袋（大） 2C8枚

79 
ン

そ の 他 ビニ ー ル袋（中） 100枚 2.00 

80 プ そ の 他 ビニー ル袋（小） 800枚

81 用 そ の 他 遊戯具（バドミントン等） 5. 00 1組 5. 00 

82 そ の 他 各種ゲー ム 5組

83 そ の 他 花札 5組

84 そ の 他 トランプ 5組

85 そ の 他 ダニア ー ス 10本 o. 50 

合計重量 586. 44 

ベースキャンプに並べられた装備類
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2. 登山報告

Nu 
使用

用 途
場所

1 登はん具

2 登はん具

3 
高

登はん具

4 登はん具

5 
所

露 営 具

6 露 営 具

7 
キ

露 営 具

8 医 療

9 医 療

10 医 療

11 医 療
ン

予 備 具12 

13 予 備 具

14 
ブ

予 備 具

15 
用

予 備 具

16 予 備 具

17 そ の 他

18 そ の 他

19 露 営 具

20 露 営 具

21 露 営 具

22 露 営 具

23 露 営 具

24 露 営 具

25 キ 露 営 具

26 露 営 具

27 ヤ 露 営 具

28 露 営 具

29 フ 火気 ・ 燃料

30 火気 ・ 燃料

31 p、 火気・燃料

32 火気 燃料

33 、／ 火気・燃料

34 火気・燃料

35 火気 燃料

36 火気 ・ 燃料

37 ♂く 食器・炊事

38 食器 炊事

39 食器・炊事

40 食器・炊事

41 ス 食器・炊事

42 食器 ・ 炊事

43 キ 食器・炊事

44 食器・炊事

45 ヤ 食器 炊事

46 食器・炊事

47 ン 食器・炊事

48 食器 炊事

49 プ 食器 ・ 炊事

50 食器・炊事

51 用 食器・炊事

52 食器 ・ 炊事

53 食器・炊事

54 食器・炊事

55 食器 ・ 炊事

56 食器・炊事

57 食器・炊事
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圏外調達装備リスト表（力トマンズにて購入）
ロ
ロ

口

口
ロ

口 名
カラピナ

スノーパ ー

ハーケン（アイス）

ハーケン（ロック）

テント（エスパース内張付）

竹ベグ

雪ブラシ

酸素ボンベ 41 280Kg /err! 

酸素ボンベ 31 280Kg /err! 

レギュレーター

マスク

予備アイゼン

予備ピッケル

予備サングラス

予備オーハ一 手袋

予備スパッツ

赤布竹ポー ル

国旗（ネパーjレ）

テント 4～5エスパー ス

テント 4～ 5モンベル

テント ダイニング用

ネパール隊員用テント

予備テント

ブルーシー ト（キッチン用）

3段ボール（ブルーシート用）

ブルー シート（ポー ター用）

スコップ

ズタ袋

発電機 ・ 無線機

EPIボンベ BC用

ケロシン（メン0.41 /day*) 

ケロシン（ポー 0.41 / day) 

ガソリン（発電機用）

ケロシンコンロ（大）

ケロシンコンロ（小）

ランタン（ケロシン）

圧力鍋

鍋（大）

鍋（中）

鍋（小）

フライパン（大・中）

やかん

コッフェル（中）

マホ ー ピン

ポリタンク（水） 101 

ウォ ー ターカップ（大）

皿（深）

皿（平）

ティカップ

カップ

トレイ

洗い桶 大

まな板

包丁

フライ返し

じようご

木ベラ

日 重 量
仕 様 kg／単位

0. 10 

。 目 30

0.15 

0.10 

4. 50 

0. 05 

0.10 

5. 00 

4. 00 

1. 00 

。

1. 00 

1. 00 

0.10 

o. 20 

0. 30 

o. 20 

5. 00 

5. 00 

30. 00 

5. 00 

5. 00 

1. 00 

5. 00 

5. 00 

1. 00 

0.10 

25. 00 

o. 23 

1. 00 

o. 90 

2. 00 

1. 50 

3. 00 

2. 00 

2. 00 

1. 50 

1. 00 

1. 50 

0. 30 

o. 20 

o. 50 

0. 60

0. 01 

0.10 

0.10 

0.10 

o. 20 

1. OD 

o. 20 

o. 25 

0. 20 

o. 05 

o. 75 

数 量
重 量

(kg) 

10中文 1. 00 

100本 30. 00 

40個 6. 00 

15個 1. 50 

35ft 13. 50 

80本 4. 00 

8個 o. 80 

5本 25. CJ 

2組 2. 00 

2組 0. 50

2個 2. 00 

1本 1. 00 

2個 o. 20

3組 o. 60 

3組 0. 90 

140本 28. 00 

2旗 I. CJ 

H長 5. 00 

25.長 10. 00 

25.長 60. 00 

6張 30. 00 

Ol.長 o. 00 

2枚 2. 00 

2本 10. 00 

3枚 15. 00 

2本 2. 00 

50;/Ji: 5. 00 

l式 25. 00 

250函 57. 50 

500 1 425. 0 

OL 0. 00 

1001 76. 50 

6台 12. co

10台 15. 00 

3台 9. 00 

7個 14. CJ 

9個 18. 00 

9個 13. 50 

9個 9. CJ 

5個 7. 50 

7個 2.10 

8個 1. 60 

3個 1. 50 

10個 6. CJ 

4個 o. 04 

30個 3. 00 

30個 3. CJ 

30個 3. 00 

4個 0. 20 

5個 1. CJ 

7個 7. 00 

4個 o. 80 

4個 1. CJ 

5個 1. 00 

3個 o. 15 

4個 3. 00 



Nu 
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59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

装 備

使用
用 途

日
口

目 日 重 量
数 量

重 量
場所 品 名 仕 様 kg／単位 (kg) 

食器 炊事 皮むき おろし金 0.10 2個 0. 20 

食器・炊事 お玉 o. 01 4個 0.04 

食器・炊事 茶こし 0. 01 6個 0. 06 
キ 食器 ・ 炊事 箸 0. 01 30個 0.15 
ヤ 食器・炊事 フォ ーク ・ ナイフ o. 10 30個 3. 00 

フ 食器 ・ 炊事 スプー ン 0. 05 30個 1. 50 

ノミ 食器 ・ 炊事 缶切り 0. 05 10個 o. 50 

ン 食器・炊事 クレンザー o. 20 25個 5.00 

食器・炊事 チャパテイセット 2. 50 2個 5.00 

J、主
修 理 具 コンロノ〈ー ツセット o. 50 1組 o. 50 

修 理 具 針金 10m 5. 00 

そ の 他 石鹸 20個 2. 00 
ス

そ の 他 マッチ 1. 00 1箱 1. 00 
キ そ の 他 ロ ー ソク 0. 02 50本 1. C 0 
ヤ

ン
そ の 他 細紐 0. 05 300本 15. 00 

背負い篭（ドッコ）そ の 他 0. 50 100篭 50. 00 
フ ポーター支給 タノくコ 。 360箱 7. 20 
用 ポーター支給 サングラス 。 100個 5.00 

ポータ｝支給 合羽用ビニ ー ルシ ー ト 0.10 300中文 30.00 
ポーター支給 ポー タ一 周靴 。 140足 42.00 

合計重量 1147. 54 

キッチンスタッフの旅姿。左よりツムルク、 ラジュマン、 ナワン。 ボテオラ付近にて

Kitchen sta妊Mr.D.P.Tumbruk.Mr.R.Khabas, Mr.N.Gyalzen Sherpa 
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2 登山報告

食 料

内田健 一

1 . 計画

1 ） キャラパン

基本的に現地食中心とし、 日書好品のみ日本食を用意する。 食料係の立場からパッ

ティ（宿屋）も積極的に利用したい。

2） ベー スキャンプ

日本隊は現地の材料を用い、 日本の味付材料によって日本食を食べられるようにす

る。 ネパ ール隊には彼らの好み にあった現地食を用意してもらう。

3） ハイキャンプ

日本隊、 ネパール両隊員分の高所用食料（アルファ米やインスタント麺類）を日本か

ら持ち込む。 ハイキャンプ食料全体の半分程度を 3人×5泊分で＇ 15kgのカー トンとし、

残りはパー テイにより自由に選択できるものとする。

2. 準備

1 ）日本で

松本での準備期間中に食料リストに基づいて買い出し、 キャラパン、 ベースキャン

プ、 高所キャンプに分けて梱包した。 キャラパン、 ベー スキャンプ用については、 そ

のまま出発できる30kg詰めとした。 佐山スポ ー ツ購入分（アルファ米、 ジフィーズ等）

については、 あらかじめ注文を依頼した。

2） ネパールで

カトマンズで日本側計画とネパ ール側計画の調整を行い、 業者に来てもらって注文

する形で購入となった。 梱包場所の警察学校まで業者が運んできてくれた。 市場をま

わるのに比べて、 かなり手間は省けたと思う。 梱包作業は相変わらず頭（語学力か？）

と体力を必要とし、 重労働である。

3. キャラバン

今回、 コトまでのアンナフ
。
ルナ街道沿で、の宿泊はすべてパッティ泊まりとなった。
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食 料

食事に対する不満は聞かれなかったように思う。 昼食代は現金で、支給され、 各自好き

な食べ物を食べた。 コト以降はパックランチを用意した。 チャパティ、 卵、 チー ズ、

クラッカー 、 ジャガイモ等であるが、 適当であったと思う。 パッティ泊まりの利点は

食料輸送費の節約である。

4. ベ ー スキャンプ

今回はコック2名、 キッチンスタッフ5名を雇用した。 彼らが作るネパール食は非

常においしく、 日本側隊員にも好評であったため、 結果としてネパール食の比率が多

くなってしまった。 日本食材料はカー トンを半分に切った箱に入れて並べ、 手の空い

た隊員が材料を探し出して調理を指示できるようにはしていたが、 調理にかかわる隊

員は限られていた。 日本食ではうどん、 もち、 しるこ等や、 あられ、 さきイカ等のつ

まみ類が好評であった。

また、 コックのナワンは日本食に詳しく、 おいしい日本食を作ってくれた。 ベース

キャンプ近くのプー ・ ガオンやパングリ ・ カルカにて、 ヤギ ・ ヤクの肉、 ジャガイモ、

ロキシ ー 、 チャン等が購入可能で、あった。

水については近くの水場が2週間ほどで枯れてしまい、 500m程離れた沢筋まで悪

路を下って水汲みが必要となった。

5. 高所キャンプ

前進ベースキャンプでは、15人日分になったカー トンを数個荷上げし、あとは各パー

ティが各キャンプの在庫を確認してベー スキャンプ、 または前進ベー スキャンプより

好みの食料をネパー ル側、 日本側それぞれ荷上げした。 各キャンプでは基本的にネ

パール側隊員と日本側隊員は別々に食事をとった。

ネパール側隊員は必要に応じて圧力鍋等を荷上げし、 使っていたようだ。飲み物や

野菜の種類と量はたっぷりあったと思う。

なお、 アルファ米を20分ほど炊くと、 高所でもうまく炊きあがり、 おいしくいただ

ける。

6. 総括と反省

日本から持ち込んだ食料は、 質、 量ともおおむね適当であったと思っている。

高所食については一部計算間違いもあり、 余った物もあった。 キャラパン時のパッ

ティの有効利用は良かったと思う。

パッティ泊まりについてはポーター代、 食料代、 時聞が節約でき、 良かったと考え

る。
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今回の一番の反省点は、 パックキャラパンの食料計画の甘さにつきると思う。 最低

限の食料しか手元に残さずあとは売ってしまったために、 結果として食料危機を招い

てしまったことを反省したい。

これは本隊の計画・方針とも深くかかわっている問題であり、 このあたりがヒマラ

ヤ登山のむずかしくおもしろい所だと言えるかも知れないが、 とにかく食料係として

計画の甘さを反省している。 人間やはり最後は食料と水が命で
、

すね。

松本にて物資の山に囲まれ準備に奮闘する内田と花谷
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食 料

ラトナチユリ遠征 食料数量一覧表

No 口口口 名
単位重量 購入先 キ ャラノ〈ン ベ ースキャンプ 局所キャンプ lロ為 計

(g ) 日 本 ネパール 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg)
1 ラー メン 100 。 。 60 6 60 6 36 3. 6 156 15. 6 

2 焼きそば 100 。 。 30 3 36 3. 6 66 6. 6 

3 天そば 100 。 。 30 3 36 3. 6 66 6. 6 

4 カレ ーうどん 10) 。 30 3 36 3. 6 66 6. 6 
5 アルファ米 140 。 。 。 180 25. 2 180 25. 2 

6 乾燥（FD）餅 250 。 。 8 2 12 3 20 5 

7 7ッシュポテト 200 。 。 10 2 。 10 2 

8 ジフイ ー ズ 120 。 。 50 6 。 50 6 

9 スパゲッティ 500 。 。 20 10 。 20 10 
10 乾素麺 250 。 。 40 10 。 40 10 

11 乾うどん 250 。 。 40 10 。 40 10 

12 乾そば 250 。 。 40 10 。 40 10 

13 乾冷や麦 250 。 。 40 10 。 40 10 

14 冷やし中華 100 。 。 50 5 。 50 5 

15 ビーフン 300 。 。 。 5 1. 5 。 5 1. 5 

16 餅 500 。 。 10 5 。 10 5 

17 1，ン 300 。 。 。 10 3 。 10 3 

18 マカロニ 300 。 。 。 20 6 。 20 6 

19 オ ー トミ ー ル 150 。 。 。 10 1. 5 。 10 1. 5 
20 FD野菜 20 。 。 。 96 1. 92 96 1. 92 

21 FD焼き豚 1C8 。 。 。 24 2. 4 24 2.4 

22 ソ ー セ ー ジ 1C8 。 。 100 10 100 10 72 7. 2 272 27. 2 

23 ベ ー コン 2C8 。 100 20 100 20 。 200 40 

24 FD味噌汁 20 。 100 2 250 5 108 2. 16 458 9.16 

25 カレ ー 1レー 200 。 10 2 10 2 12 2. 4 32 6. 4 

26 シチュー ル ー 200 。 10 2 10 2 12 2. 4 32 6. 4 

27 釜飯の素 120 。 10 1. 2 10 1. 2 12 1. 44 32 3. 84 

28 マー ボの素 100 。 。 10 1 12 1. 2 22 2. 2 

29 干し椎茸 50 。 5 0. 25 10 o. 5 12 0. 6 27 1. 35 

30 春雨 50 。 。 10 o. 5 12 0. 6 22 1. 1 

31 五日寿司の素 100 。 。 50 5 12 1. 2 62 6. 2 

32 FD卵 30 。 。 50 1. 5 36 1. 08 86 2. 58 

33 大旦空揚げの素 150 。 。 20 3 。 20 3 

34 ノ、ャシの素 150 。 。 20 3 。 20 3 

35 ビスケット 150 。 300 45 30 4. 5 24 3. 6 354 53.1 

36 ドライフル ー ツ 50 。 。 。 。 48 2. 4 48 2.4 

37 自由 100 。 。 60 6 20 2 60 6 140 14 

38 チョコレ ー ト 100 。 50 5 40 4 12 1. 2 102 10. 2 

39 胡麻煎餅 100 。 。 20 2 36 3. 6 56 5. 6 

40 ベピ ー チー ズ 30 。 。 。 。 36 1. 08 36 1. 08 

41 ミニゼリ ー 60 。 。 。 12 0. 72 12 o. 72 

42 ピ ー ナッツ揚げ lCD 。 。 20 2 36 3. 6 56 5.6 

43 みすず飴 150 。 。 5 0. 75 24 3. 6 29 4. 35 

44 揚げ煎餅 100 。 。 20 2 36 3. 6 56 5. 6 

45 カシュ ー ナッツ 150 。 。 10 1. 5 20 3 12 1. 8 42 6. 3 

46 芋ケンピ 100 。 。 。 36 3. 6 36 3. 6 

47 ピ ー ナッツ 150 。 。 。 20 3 10 1. 5 30 4. 5 

48 アー モンド 150 。 10 1. 5 20 3 。 30 4. 5 

49 かりん糖 100 。 。 20 2 。 20 2 

50 煮干 100 。 10 1 20 2 。 30 3 

51 サラミ 200 。 。 10 2 20 4 。 30 6 

52 ミニサラミ 150 。 。 20 3 。 20 3 

53 甘納旦 150 。 。 20 3 。 20 3 

54 チー ズ 300 。 。 30 9 30 9 。 60 18 

55 インスタントコー ヒー 200 。 。 10 2 10 2 12 2. 4 32 6.4 

56 紅茶 2 。 750 1. 5 750 1. 5 360 0. 72 1860 3. 72 

57 緑茶 2 。 300 o. 6 300 0. 6 360 0. 72 960 1. 92 

58 ポカリスエット 50 。 60 3 60 3 60 3 180 9 

59 ココア 200 。 。 15 3 15 3 12 2. 4 42 8.4 
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Nu 口口口 名
単位重量 購入先 キ ャ ラノfン ベースキャンプ 高所キャンプ 品口 計

( g )  日 本 不パール 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg)

60 カップスープ 10 。 200 2 300 3 180 1. 8 680 6. 8 

61 粉末ミルク 500 。 。 20 10 20 10 12 6 52 26 

62 粉末レモンテイ zoo 。 15 3 15 3 12 2. 4 42 8. 4 

63 レギュラーコーヒー 4CJ 。 6 2. 4 6 2. 4 。 12 4. 8 

64 麦茶 12 。 100 1. 2 100 1. 2 。 20日 2. 4 

65 昆布茶 120 。 。 3 o. 36 。 3 0. 36 

66 カルピス 400 。 3 1. 2 3 1. 2 。 6 2. 4 

67 j酉 JSCO 。 。 20 36 20 36 。 40 72 

68 ウーロン茶 lCl 。 10 1 10 。 20 2 

69 ジャスミン茶 100 。 。 10 1 10 。 20 2 

70 ボンピタ 500 。 。 4 2 4 2 。 8 4 

71 粉末ジュース 2C8 。 。 。 10 2 。 10 2 

72 さけフレーク 150 。 。 10 1. 5 。 10 1. 5 

73 つまみ類（乾物） 500 。 10 5 20 10 。 30 15 

74 わらぴ餅 150 。 10 1. 5 20 3 。 30 4. 5 

75 プリンの素 2C8 。 10 2 20 4 12 2. 4 42 8. 4 

76 7ルーツ缶 400 。 50 20 50 20 24 9. 6 124 49. 6 

77 寒天パパ 200 。 10 2 20 4 24 4. 8 54 10. 8 

78 7 Iレーチェ 200 。 10 2 20 4 12 2. 4 42 8. 4 

79 ノミームクーへン 150 。 。 20 3 12 1. 8 32 4. 8 

80 羊糞 50 。 80 4 60 3 72 3. 6 212 10. 6 

81 FD汁粉 50 。 。 20 1 。 20 

82 ポップコーンの素 100 。 。 。 20 2 。 20 2 

83 海苔煎餅 JC8 。 。 20 2 。 20 2 

84 カロリ ー メイト 100 。 。 50 5 。 50 5 

85 瓶ウニ 150 。 。 10 1. 5 。 10 1. 5 

86 イカの塩辛 150 。 。 10 1. 5 。 10 1. 5 

87 するめイカ 100 。 。 10 1 。 10 1 

88 乾燥ホタテ 100 。 。 10 。 10 

89 ジャム 150 。 。 50 7. 5 50 7. 5 。 100 15 

90 海苔 50 。 。 10 0. 5 。 10 0. 5 

91 砂糖 1000 。 。 12 12 12 12 9. 6 9. 6 33 目 6 33. 6 

92 塩 500 。 。 2 1 2 1 0. 72 0. 36 4. 72 2. 36 

93 コンソメ 5 。 200 200 I 180 0. 9 580 2. 9 

94 ふりかけ 100 。 20 2 30 3 36 3. 6 86 8. 6 

95 お茶漬けの素 10 。 2Cl 2 200 2 108 1. 08 508 5. 08 

96 味付け海苔 2 。 10 o. 02 10 。目 02 12 0. 024 32 o. 064 

97 ふえるワカメ 50 。 10 o. 5 10 0. 5 12 o. 6 32 1. 6 

98 削り節 50 。 60 3 JCO 5 120 6 280 14 

99 粉末醤油 10 。 。 。 12 0.12 12 0. 12 

1C8 コンテ．ンスミルク 150 。 50 7 目 5 50 7. 5 36 5. 4 136 20. 4 

101 吸物の素 10 。 30 0. 3 30 o. 3 108 1. 08 168 1. 68 

102 だしの素 50 。 20 1 20 1 12 。. 6 52 2. 6 

103 胡麻 50 。 10 0. 5 10 o. 5 4. 8 0. 24 24. 8 1. 24 

JC4 漬物類 200 。 25 5 25 5 12 2. 4 62 12. 4 

105 七味 25 。 5 o. 125 5 0.125 12 o. 3 22 0. 55 

106 コショウ 25 。 5 o. 125 5 0.125 12 o. 3 22 0. 55 

107 とろろ昆布 50 。 10 o. 5 10 0. 5 12 o. 6 32 1. 6 

108 切り干し大根 50 。 。 。 12 o. 6 12 0. 6 

109 FD惣菜 200 。 10 2 10 2 12 2. 4 32 6. 4 

llO きくらげ 50 。 10 0. 5 10 0. 5 12 o. 6 32 1. 6 

lll 練りニンニク 50 。 10 0. 5 10 o. 5 12 0. 6 32 1. 6 

ll2 繰りわさび 50 。 5 0. 25 5 o. 25 。 10 o. 5 

ll3 練りショウガ 50 。 10 0. 5 10 o. 5 。 20 1 

114 繰りカラシ 50 。 5 o. 25 5 o. 25 。 10 o. 5 

115 練り明太子 50 。 15 o. 75 20 。 35 1. 75 

116 蜂蜜 500 。 。 5 2. 5 5 2 目 5 。 10 5 

117 ノ、ター 250 。 。 20 5 20 5 。 40 10 

ll8 醤油 1000 。 。 5 5 5 5 。 10 10 
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No 品 名
単位重量 購入先 キ ャラノ〈ン ベースキャンプ 高所キャンプ dロ,. 言十

(g ) 日 本 午、パール 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg) 数 量 重量（kg)
119 味噌 1000 。 5 5 5 5 。 10 10 

120 片栗粉 500 。 。 2 1 5 2. 5 。 7 3. 5 

121 酢 500 。 2 1 3 1. 5 。 5 2. 5 

122 ケチャップ 500 。 。 2 1 4 2 。 6 3 

123 マヨネーズ 500 。 。 6 3 6 3 。 12 6 

124 ソ ース 500 。 。 2 1 3 1. 5 。 5 2. 5 

125 ドレッシング 3CD 。 。 5 1. 5 5 1. 5 。 10 3 

126 カレー粉 50 。 。 10 o. 5 10 0. 5 。 20 1 

127 胡麻油 300 。 5 1. 5 5 1. 5 。 10 3 

128 食用油 1000 。 。 10 10 12 12 。 22 22 

129 ラー泊 30 。 5 0.15 5 0.15 。 10 o. 3 

130 山根 25 。 5 0.125 5 0.125 。 10 0. 25 

131 イ ースト 20 。 5 0.1 5 0.1 。 10 0. 2 

132 乾物 200 。 10 2 15 3 。 25 5 

133 見布 50 。 4 o. 2 4 o. 2 。 8 0.4 

134 生卵 60 。 60J 36 500 30 。 1100 66 

135 桜海老 30 。 20 o. 6 20 0. 6 。 40 1. 2 

136 高野豆腐 50 。 10 o. 5 10 0. 5 。 20 

137 白玉粉 100 。 5 o. 5 5 0. 5 。 10 

138 梅干し 100 。 25 2. 5 25 2. 5 。 50 5 

139 キムチの素 100 。 。 6 0. 6 。 6 0. 6 

140 小豆缶 300 。 。 15 4.5 。 15 4. 5 

141 ピミサン 1000 。 。 5 5 。 5 5 

142 粉末醤油だし 50 。 。 。 10 0. 5 10 0. 5 

143 中華だし 50 。 10 o. 5 10 o. 5 。 20 1 

144 つくる豆腐 100 。 。 5 0. 5 。 5 0. 5 

145 米 1000 。 300 300 300 300 。 600 600 

146 小麦粉 1000 。 300 300 300 300 。 600 600 

147 ダル旦 1000 。 100 100 100 100 。 200 200 

148 スパイス類 1000 。 30 30 30 30 。 60 60 

149 野菜類 1000 。 100 100 100 100 。 200 200 

150 肉類 1000 。 40 40 40 40 。 80 80 

151 缶詰類 1000 。 40 40 40 40 。 80 80 

152 フルー ツ類 1000 。 40 40 40 40 。 80 80 

153 野菜の種 20 。 10 o. 2 。 10 0. 2 

総 数 量 （kg) 1300. 8 1436. 8 185. 44 2923. 04 
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4 早朝4時、ナン生地を練り朝食の準備を

するガレ（Mr.A.Ghale)

プー ・ガオン村からベースキャ

ンプまで度々、 野菜の行商に来

た、 たくましき三婦人



ネパールの食物

ネパールの食物

；豊田克彦

ネパ ールでは何を食べていたのかとよく質問される。高所キャンプ以外はすべてネ

パ ール食であったので、 その一部を紹介したい。

但しこれは、 都市の話ではなくキャラパン中の山村の話が主体である。

キャラパンの往復は毎日の歩行と米、 麦粉、 ソパ粉を基本にした簡素な食事により、

かなり健康的な生活が送れたと思う。

山奥へ行くほど動物性蛋白質の摂取が乏しい。 人々の体つきは細くしなやかで、 子

どもの体格は日本より一回り小さい印象である。

帰国後、 国内の食事に戻った時には、 日本の高カロリ ー 、 低繊維、 添加物高含有の

食品に体が敏感に反応したのか、 1カ月程、 腹具合が悪かった。

日本で食べようと思い、 白、 黒ダル豆をカトマンズの雑貨屋で買って帰ったが、 し

ばらくするとコクゾウ虫がたくさんでてきた。 日本ではコクゾウ虫など最近、 見たこ

ともなく改めてネパ ールの生活をなつかしく思った。

1 . モモ

鮫子のような食べ物でキャラパン中は、 あちこちで食べた。 形も中身も色々だが、

奥地へ入るほど肉はなく、 野菜、 ポテトのモモであった。

初めて肉入りのモモを食べたのはパックキャラバンで、 カトマンズにあと1日と

迫った町デュムレであった。

直径 2 ～ 3 cm位の肉入りモモを屋台でオヤジとオフクロが作りながら売っていた。

1皿10ルビー、 おいしく何回も食べる。 なんの肉だか、 もうどうでもよい。

ナワンとラジユマンがやってきて笑いながら「道端でモモを食うとは余り行儀良く

ない」と言った。

2. キル

砂糖で甘く味付けしたミルク粥。 キャラパンの朝食によく食べた。 あまり体調の良

くないときでも甘味につられてよく食べた。
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3. ヌ ー ドルス ー プ（即席ラ ー メン）

ネパー ル製（？）の「ワイワイ」というインスタントラー メン。 ベースキャンプで食

料係の内田君がしきりに「ワイワイ」、「今日はワイワイ」などと騒いで、いるので新し

いギャグかと不審に思っていたのだが、 何の事はないラー メンの名前だ
、
った。

4. ニワトリ

ヒンズー教徒は牛を食べないので鶏をよく食べた。 しかし、 注意して見ていると肉

屋ではヤギ、 ヤクなども売っているようである。 特に仏教徒が多くチベット色が濃く

なってくる北部へゆくと午もかなり食されているようだ。

ところで肉屋といっても土間に肉の塊が並べてあるだけのものだ。

食堂で、 ダルパー トのおかずにと頼むと、 煮込んで、堅くなった骨ごとぶつ切りにし

た鶏肉の小片が出る。 これが高い（今にして思えば30円くらいだが）。

キャラパン中は鶏を1 ～ 2羽程買い、 料理する事が多かった。 しかしそれも、 奥へ

行くと不可能になってくる。 ナル ・ コー ラへ入ってゆくと鶏そのものがいないのだ。

鶏が自由に買えたのは、 コトまでであった。

5. ヤク

雄は大きな角があり「恐くて近寄れない」という動物であった。 標高4000m以上の

カルカで放牧されていた。 帰りには荷を背負わせて帰ることにした。 プ一村のヤク使

いが荷物をくくりつける問、 隊員たちは遠巻きにして見ていた。 あまり飼い慣らされ

ておらず暴走して荷物を落としたり能率は良くなかった。

ヤク、 ヤギを飼っているプー ・ ガオンでは、 その肉も食べている。

6. ヤギ

プー ガオンでは鶏がなく、 ヤギをl頭買い、 ベー スキャンプまで、持って上がり約3

週間程かけて少しずつ食べた。 キッチンテントの奥にぶら下げられ、 ときどき見ては

「まだ肉があるな」と安心するのであった。 ヤギは、 キッチンボー イのプラカス君に

より解体され料理されていった。

7. 乾肉

ネパー ル奥地へ入ってゆくと乾肉が手に入る場所が所々ある。

たとえばコトの周辺など。
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ダルパ ー ト ベジタブルモモ

8. ダルパート

ダルは豆の意味でブラックダルとホワイトダルがある。 これを煮てス ー プにする。

ダルは日本でいえば味噌汁みたいなもので各家庭での味付けがあるのだろう。

パートは飯である。 日本同様、 炊いた飯であるが、 手で食べられるようにさましで

ある。

ダルパー トはもっとも基本的なネパ ー ル食で、食堂で、も安いメニュ ーである。 少量の

タルカリをおかずに大量の飯を食べるというのがネパ ー ル奥地の基本食で、あるようだ。

今回は、 高所キャンプ以外はすべてネパ ー ル食でありダルパートに親しんだ。

9, タjレカリ

タマネギ等の野菜を香辛料と共に煮付けたもの。 ご飯のおかずである。 味はカレ ー

味からカルダモンの香り高いものや様々であった。

1 o. ツァン／'I.

麦粉。 ネパール北部へ入りチベット文化色が濃い地域で多くみられた。 茶と練って

食べることが多いが、 そのままでも食べる。

11. 蕎麦ガキ

ソパ粉を湯、 またはチベッタンティ ーで練り、 そのまま食べる。 ポ ーター 達を見て

いると非常に大量に食べるので驚く。
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マルツア（中央の丸いもの）とクル（麦）

12. チュ ー ラ（干し飯）

バケツの中で発酵するチャンとj慮、過を行う

ためのカゴ

プー ・ ガオンからコトまでの食料難の道中、 シェルパやポー タ ー 達はポケットから

何やらつかんでは食べている。 それは飯を乾燥させたチュ ー ラであった。 噛んで、いる

と口の中でゆっくりと甘味が広がり、 結構おいしい。

13. チョウメン

焼きそば、 蒸しそば。 ネパー ル中部、 北部の町の食堂で食べている人をよく見た。

黄色から赤色の辛いもの、 野菜入りのものなどいろいろあり。

14. ビ ー ル

マルシャンディ街道ではどこでも飲める。 国産のサンミゲル、 ライセンス生産のツ

ボルグ等をよく飲んだ。 どこに醸造所があるのか。 カトマンズは水質が良くないので

醸造所がないそうである。

15. チャン、 口キシ 一 、 リンゴj固

チャンは雑穀を使用した酒である。 アルコ ー ル度数を測定出来なかったが（腐らな

いように日本まで持ち帰れない）、 感覚的にはビ ー ル程度である。

行路は体調を崩さないように禁酒していたが、 登頂後の帰路は、 チャンやロキシー

を常に飲みながら歩いていた。 雨季明けの乾燥した良い天気の中、 遠ざかるヒマラヤ

を振り返りつつ、 ほろ酔い加減で歩いているとなんと幸せなことかと思う。

チャンは店、 家により真っ白な乳酸飲料から、 褐色のまさにドブロクといった感じ

のものまで様；々であった。
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ネパールの食物

ベ ー スキャンプから 1 週間ほど歩いたマルシャンデイ街道・ コトの宿屋のチャンは

香り高くかなりおいしい方であった。

ロキシーはチャンを蒸留したもので、 アルコール度数30%～40%位である。 他にリ

ンゴ酒（アップルワイン） もあり、 おいしかった。

コトの宿屋の親父さんであるチュ ー ラッパ・ ラマ氏にチャンの作り方を教えても

らった。 話の内容から推察すると以下のようになるらしい。

1 ） 原料仕込み

米、 麦と雑穀（「クル」と言っていた） を混ぜ 5 ～ 8kg とする。 これを煮る（澱粉

をアルファ化する）。

2） 糖化

さめたら水を切り、 袋に入れる。 これに「マルツア」と呼ぶ種菌を入れる。 雑貨屋

で1個5ルビ ー で、売っている。

夏はマルツアを少なめに、 冬は多めにする（夏は温度が高く糖化が行き過ぎ、 冬

は温度が低く糖化が遅いためであろう）。

マルツアを入れたら布をかぶせ保温して 1 ～ 2 日置く。

3 ） 醗酵

袋から糖化が進んだ原料を取り出し、 バケツかカメに入れる（どこでもプラスチッ

クのバケツは重宝されている）。 適当に水を入れ 4 ～ 5 日醗酵させる。

4）櫨過

客が来たら上澄みを汲んで、飲ませる。 この宿屋では竹で編んだカゴをバケツに入れ

て漉過していた。 場所によっては布で漉過するところもあるようだ。

だいたい上記のようにしてチャンができる。「マルツアjには糖化用のかぴと醗酵

用の酵母や乳酸菌が混さ
守

っているのであろう。

サ 一 ダ－ のヌル隊員に聞くと「マルツア」は小麦を人が手で

そうだ。 自分の母親も作っている。 自家製も有れば店でも売っているという。

どこで、売っているのかというと、チュ ーラッパ氏が笑って雑貨が詰まれている棚か

ら出してきた。研究用にとl個買った。

ところで、チュ ーラッパ氏には娘 2 人がおり、小学生の小さな方は朝から夜まで実

によく働く明るいかわいい子供であった。

どんな田舎であってもチャンはあり、酒と人間のつながりの深さを感じずにはいら

れない。
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医 療

金子鉄男 j墨田克彦

1 . 概略

登山隊のスタッフとしてネパ ー ル側から優秀なドクターが参加してくれたので、 非

常に助かった。 しかし、 キャラパン開始3日前に医師の選考が決まったこともあり、

日本から持ち込んだ医薬品について十分な説明をドクター にできなかった。

ドクタ ー は新たに邦貨にして5万円近くの医薬品を購入しており、 かなりの薬が重

複していた。

別表の日本から持ち込んだ薬価だけでも18万円かかっている。 今後、 この類の無駄

をさけるためには、 事前にリスト交換して無駄を省く必要があると感じた。

日本から持ち込んだ薬（別表）の使用状況では、 トロー チは高山病の初期症状の咳

止めに愛用された。 日焼け止めクリー ムとして今回もアイピー化粧品から「プロテク

ター U V365」の寄贈を受けたが、 これも非常に好評であった。

津田隊員が、 ピフィズス菌製剤を持参してきていたが、 下痢の防止、 整腸効果と淡

い甘味があり好評であった。

ビタミン類は、 2度に分け配布し、 使用については個人にまかせた。

下山途中に、 ドクター 自ら骨折する事故があったが、 ネパ ー ル医療品の中に固定用

のギプスを作る石膏包帯があったのはさすがであった。

使い方は簡単なので、 骨折後の腫れに対応できるように開放して使う方法を知って

いれば、 初期治療として非常に有効だと感じた。

同じく今回はテー ピングのテー プを用意しなかったが、 日本での技術講習を含め、

今後は検討に値すると思う。

下山後、 かなりの日本側医薬品が余ったが、 医薬リストと照合できるラベルを各薬

に貼り、 ネパ ー ル警察学校（病院）に寄贈した。

（金子記）

2. 医療係の実務

医療係の主な仕事は、 国内では医薬品集め、 低圧室、 予防接種の奨励、 ネパ ー ルで
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は医薬品の追加購入、 管理等であった。

医師の確保については主に実行委員会で、行ってもらった。

高山病に対しては、 遠征前に田辺の経験をもとに講習を行い、 登山中は各自の自己

管理により高所順応は比較的うまく行われた。

登山隊員の高山病、 重度の凍傷等、 生命に関わる重大事はなかった反面、 ネパ ー ル

側スタッフの病気、 骨折があり救急ヘリを 2回、 依頼する事態となった。

1）医師の手配

登山許可が下りた段階で、 学士山岳会員（0 B）のなかから医師への隊員要請が開始

された。 しかし、 医師として多忙に活躍している人の中で、 3カ月の休みを取る事が

できる人はなく、 O B以外でも探したが適当な人が見つからなかった。

結局、 ギヤジカンの時同様、 決まらないまま、 ネパ ー ル側に一任した。 その結果、

ネパ ール警察病院から、 シュレスタ医師が派遣された。

このように医師で登山も出来る若手会員がいない学士山岳会では、 日頃から救急処

置と薬の知識を持ち、 国内外いずれでも自己、 あるいは他の隊員の健康状態を配慮し、

応急の処置、 搬出操作などを現実に充分起こりうる事実として訓練しておく必要があ

るだろう。

2）医薬品の確保

①日本での準備

信州大学学長の小川先生、 学士山岳会員の兵庫医科大 ・ 藤元、 愛知医科大 ・ 師団、

丸子中央病院・山田の諸氏、 又、 旭川医科大・金子氏に、 それぞれ医薬品を準備を

していただき大変お世話になった。

②日本の薬局で買えるものは津田が購入した。

③ネパ ー ルでの医薬品購入

シュレスタ医師が必要と思われる物を購入し、 不足の物を津田が購入した。

薬局は、 ネパ ー ルポリスアカデミ ）前の道路を北へ10分ほど歩いたところにあり、

バンドエイド2000枚、 ガー ゼ10本、 包帯10本を2000ルビ ーで購入した。 わりに大き

な薬局であったが、 バンドエイドは枚数が揃わず、 店員さんが他の薬局へ行ってく

れた。

湿布薬は数軒の薬局をまわったが入手できなかった。

これらの細々した買物は、 実に時間を取られるので、 日本で購入しておいた方が

良い。

3）低圧室

当初、 医学部の低圧室にて7000mの高度の体験とデータ取りを兼ねて、 低圧体験を
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する事が隊員から提案された。

タルにて付近の住民を

診察、 治療するシュレ

スタ医師

その後、 医学部と交渉したが、 医学部の都合と、 平日しか実施できないので社会人

の隊員の参加が難ししまた、 数回以上入らないとトレー ニングにならない事から中

止した。 これに関してはかなり興味があったので残念で、あった。

4）栄養面

キャラパン中、 ベースキャンプではネパール食を多用した。 栄養面では蛋白質が不

足がちであったが、 穀類、 野菜は普通に摂取できたので、 繊維、 ビタミン不足の心配

はなかった。 むしろ日本での様々な化学品が混入した食事から天然に近い食事になっ

て、 一時期、 体内の洗浄が出来たのではないか。

帰りのキャラパンでは「肉を食べたい」との声もよく聞かれた。

5 ）予防注射

コレラ、 A型肝炎ワクチンの予防接種を奨励したので、 ほほ全員が接種して出国し

た。

接種してくれる病院は地域の保健所で紹介してくれ、 2回の接種が必要なので遅く

とも1カ月前から始めなければならない。 有効期間は、 2回接種で6カ月、 3回で3

年である。

保険がきかないので、 1回5000～7000円くらいの費用である。
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7）酸素

今回は無酸素登山で医療用としてのみ酸素を持参した。

レギュレー 夕、 ボンベをカトマンズで購入した。

医 療

ベー スキャンプで左半身が麻揮したベンパに吸わせたのみ で、 他は使用しなかった。

8）保険

保険会社、 数社を当たり調査したが、 適当な条件のものがなく、 野村、 金子以外は

郵便局の簡易保険に加入した（掛金 7 万7175円／ 6 人、 死亡時保証500万円／人）。

金子、 野村は東京海上火災保険に加入した（掛金24万6380円／人、 死亡時保証500

万円）。

9） 高山病対策

高山病対策については、 無理な行動をしない事、 必ず毎日高度順応運動を行う事、

そして毎日、 水を4／飲む事を隊員全員で確認し、 そのように義務づけた。

これらの事はよく守られた。

「登山の医学」でふれられているアダラー ト（利尿剤） の使用については個人の選

択にまかせた。 服用する人としない人でそれ程、 有意差があると思えなかった。 服用

すると、 かえって夜間のたびたびの小用がわずらわしくなるのではないか。

今回は中年以上のメンバー も多かったためか、 皆、 高山病予防にはかなり気を使い、

新しい高度に達したら、 必ず周囲のより高い地点（高度差100～200mくらい）への登

降を繰り返し、 高所順応運動を行った。

また、 ベ ー スキャンプは、 5200mの高度で、あり、 4500mの地点でかなりの時間、 高

度順化を繰り返したことが高度障害患者を出さずに済んだ要因と考えられた。 これは

今回の登山の成功の一因で、 高度順化は登山の成否と直結する事がよく分かつた。 高

度と登山活動の関係（Bパー ティを例に） を次頁の図に示した。

10） 虫、 害虫

高度が上がるにつれ、 害虫は少なくなる。

キャラバン中はダニ、 南京虫に悩まされる人もいた。 シュラフカバーに防虫剤を入

れることでかなり防げるようである。 日本より殺虫剤を持参した。

ダニの被害は、 どういうわけか花谷や小林といった若年の学生に多かった。 彼らは

フェロモン様物質を発しているのではないかと話題になっていた。

虫刺されも余りひどくなると行動や気分に障害を来すが、 今回はそれほどでもな

かったようだ。

雨季のキャラパンで気になるのがヒルである。

スパッツや長靴をはくと、 ある程度防止できるのかもしれないが、 ヒルはかなりし

つこく靴下の上から侵入してくる。

77 



登山報告2 

高度順化と登山活動
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見た目が気持ち悪いが、 血を吸うだけなのであまり気にしなくてよい。 塩を靴下に

塗りこんでおけばよいという説もある。

傷口からの出血が止めにくいので、 パンソウコウやバンドエイドが必携である。

11）捻挫、 骨折

今回はネパ ール側に故障者があった。

特に、 帰りのキャラ パンでシュレスタ医師の骨折、 前者はフル隊員の捻挫があり、

コトからヘリコプタ ーで、 後者はロ パ で、帰還した。

①骨折

足首近くの骨折であったので固定が難しく、 包帯のように患部に巻き付け、 水を

かけると固まる固定用包帯が非常に有効であった。

帰りのキャラ パンで何でもない少し下りの山道であったのだが、 降雪の後であり、

運動靴で歩いていて足を滑らせ転倒した結果であった。

②捻挫

捻挫には湿布薬を塗布したが、 固定用のテ ー プがなかった。

足首の捻挫であったので長時間、 歩けず、 ロ パに乗って移動してもらった。

（津田記）

3. 健康管理

各自の自己管理に任せ、 高山病対策以外は特別な事を行わなかった。
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B C ～ A B C 間で高所順応を行う野

村総隊長

医 療

係として津田の健康管理について述べるので、今後の登山の参考となれば幸いである。

1）風邪の予防と睡眠

ネパー ルでひいた風邪は治りにくい。

1993年のアンナプルナE峰偵察隊に参加した時は、デュムレで風邪をひき高熱を発

し鼻水を垂らしながら今回と同コー スを歩いた苦い経験があり、今回は風邪に気をつ

けた。

デュムレから、マルシャンデイコーラに入ると高度も1000m以下となり、 亜熱帯気

候となる。 日中最高気温も、 30℃ を超える雨季の高温多湿時期であるが、夜は冷える

事もある。

高度が2000mを超え、 涼しくなるまで昼夜の寒暖差に気をつけた。

前回、デユムレで風邪をひいたのは、シャツ1枚で寝転んでいたためである。

高度4000m位まではシュラフカバ ーとコンパクトシュラフ（羽毛200gのピパ ー ク

用）を組み合わせ、 それ以上で高所用羽毛シュラフ（羽毛1000g）に寝る事にし、 蒸

し暑い夜からマイナス20℃まで気温に対応してよく眠れるようにした。

学生の頃の冬山で、は凍ったシュラフに寝るのが常であったが、 登山が長期化すると

疲労も蓄積し睡眠にも気を配った方がよいと考え、快適によく眠った。

2）下痢の予防

下痢をすると消耗するし水分も失われる。

下痢は悪性の感染症の事もあるが、 環境の変化、 食事の変化による腸内細菌叢の変

化にもよるので、出来るだけ腸内細菌叢を一定にしてみようと考えた。

そのために出国1カ月前から、腸内細菌製剤（具体的にはBifidobacterium属菌）
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を飲み続けた。 ネパール国内へ入っても同様にした。 その結果、 入園、 数日は少し違

和感あったが、 すぐに慣れる事が出来、 下痢に悩まされる事がなかった。

また、 生水を飲まない事はもちろん、 道ばたで、売っている果物、 チャン（自家製の

酒） も遠慮した（但し、 帰りのキャラパンでは、 歩きながら毎日飲んでいた）。

腸内細菌製剤は、 飲むのをやめると腸内に定着しない。 これが不思議である。

3） 咳

モンス ー ンが明け高度 4000m以上になると、 乾燥のためか咳が非常に出やすくなる。

イソジンを約10～ 30%溶液とし、 毎日うがいを行った。

トロ ー チも割によく効いたが、 余りなめていると口中が痛くなる。 水分摂取と衣服

にも気を付け、 体を乾燥させない事が必要である。

4） 高所順応

自分が新しい高度に達したら、 脈拍などを測定し何日くらいで順応するのか観察し

た。 その結果、 自分の場合、 2日後に強く頭痛、 吐き気が出る事が分かり、 以後、 こ

れを指標にして、 この期間は無理な行動を避けるようにした。

しかし、 10月14日のアタックにおいては、 途中でタクティクスが大幅に変更された

関係で体調も狂い、 高所キャンプC2の高度6550mで、は、 頭痛に悩まされた。

4. 予算と実績

圏内では医薬品購入に19万3204円、 保険料に（ 8人分） 32万4000円の費用を使った。

また、 ネパ ールでの医薬品購入費は約 4 万円であった。

従って、約54万円を医療・保険で消費した。予算は10万円であったので赤字であった。

5. 参考文献
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医薬品リスト（日本調達分）

適 用 NO. 薬 ロ
ロ
ロ 名 単 位 ぷ口当、 言十

風邪薬 1 PL頼粒 lgr pack 440 
(for Common cold) 2 ダンリッチ cap 60 
(upper Resp Tract In) 3 SPトローチ tab 480 

去疾剤（疲をきる）
4 ピソルボン 4r暗 tab 252 
5 ムコソルパン 15mg tab 100 

解熱・鎮痛剤 6 ノくッファリン 200 
(analgesics) 7 セデスG 1000 
(antipyretics) 8 Voltaren 25mg tab 314 

9 セルベックス 50mg cap 600 
胃腸薬 10 エクセラー ゼ lgr ／包 包 84 
(for gastric ulcers) 11 三共胃腸薬 包 100 

12 大正漢方胃腸薬 包 100 
13 ラックピー 包 1000 

下痢止め ・ 整腸剤
14 ピオフェルミンR tab 1000 

(for diarrhea) 
15 ロベミン lr昭 cap 230 
16 正露丸 大瓶 1000 
17 アドソルピン 2 g／包 pack 。

利尿剤 18 ラシックス 20mg tab 50 
(diuretics ) 19 ダイアモックス 178 

鎮痘剤
20 ブスコパン tab 200 

(for abdominal pain) 
降圧剤

21 アダラート L 10mg tab 268 
(for hypertension) 

22 ケフラール 250mg cap 184 
23 セフソ

’
ン 100mg tab 224 

抗生弗j
24 メイアクト 100mg tab 168 

(antibiotics) 
25 ルリッド 150mg tab 100 
26 ミノマイシン 100mg tab 。

27 クロロマイセチン 250mg tab 200 
28 パクシダ－ ，レ 10口昭 tab 。

29 ピタメジン (s) cap 1000 

ピタミン弗j
30 アリナミンF 1000 

(vitamins) 
31 ハイシー 頼粒 500 
32 ユベラ N 100mg tab 420 
33 カリクレイン 10 IU tab 420 

うがい薬
34 イソジンガー グル 30ml 本 22 

(for sore throat) 
口内炎用期j 35 アズノールST tab 100 

(for aphtha) 36 アフタッチ tab 100 
37 ゲンタシン軟膏 lOgr 本 8 

皮膚に使う薬 38 アズノー Jレ＋ゲンタシン混合軟膏 gr 50 
(for skin) 39 アズノール軟膏 gr 200 

40 リンデロンVG軟膏 5gr 本 10 
41 ユベラ軟膏 gr 1500 
42 モピラート 50gr 本 6 
43 インテパン軟膏 25gr 本 24 

痔 44 プロクトセデイル座薬 個 140 
(for hemorrhoids) 45 プロクトセデイル軟膏 2gr 個 140 

水虫用
46 ラミシールクリー ム lOgr 本 6 

(antifungal agents) 
47 イソジン ml 1000 

皮膚消毒用剤
48 イソジンゲル 90gr 本 2 

(skin disinfectant) 
49 70%エタノール 立11 1000 
50 マキロン 。

51 オキシド ール 。

目薬
52 普通の目薬 本 5 

(eye solutions) 
53 タリピッド点眼 5ml Vial 20 
54 リンデロン点眼 5ml Vial 20 

日焼け止めクリー ム
55 プロテクター UV365 本 12 

(UV cream) 

Sr 
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環境保全

内田健 一

未踏峰に大きな登山隊が登るということは、 多かれ少なかれ、 その土地を初めて人

が汚染するという行為を伴うであろう。

今回の登山の計画段階で、 日本隊員により確認されたことは、 当地の汚染をできる

だけ少なく、 環境を保全したいということであった。

1 . キャラ J ＇＼ン

コトまでのアンナプルナ街道沿いでは、 すべてパッティ（宿屋）泊まりであった。

したがってゴミ類の処分については、 基本的にパッティにお願いした。 また、 ほとん

どすべてのパッティにトイレがあり、 利用した。 コト以降においては、 朝のキャラパ

ン出発時に焼却処分した。

2. ベー スキャンプ

1 ）燃えるゴミ

キッチンテントの横にドッコを置き、 燃えるゴミ用ゴミ箱とした。 ベー ス撤収時に

はすべて焼却処分した。

2）生ゴミ ・ 水物等

キッチンテント横に深い穴を堀り、 そこへ廃水を流すことにより処分した。 ベース

キャンプ撤収時に、 この穴を埋めて帰った。

3）カン、 ピン類、 およびプラパール

カン、 ビン類、 およびプラパールを分別してためておき、 下山時にアンナプルナ街

道まで下ろした。 また、 プラパールは、 現地プー ・ ガオンの村人に寄贈した。 ちなみ

にプー ・ ガオンのラマ教の山寺タシ ・ ゴンパの窓は、 ガラスの代わりに1994年のギヤ

ジカン隊のプラパールが用いられていた。

4）使用済み電池

ポリタンクに回収して、 すべてカトマンズまで、持ち帰って処分した。
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5) トイレ

トイレを2 カ所に設置した。 縦lm、 横lm、 深さlm程度の穴を堀り、 足場用の

石を置きトイレ用テントを 作った。 ベースキャンプ撤収時に埋めた。

3. 高所キャンプ

1 ）高所食のゴミ

前進ベ ースキャンプ、 高所キャンプC 1のゴミについては、 すべてベースキャンプ

まで、持ち帰った。 高所キャンプC2 のゴミについては、 最後に残 った食料を 雪に掘っ

た穴に投棄した。

2) トイレ

水用の雪を 取らない場所（たいていテントの下側）で各自用を足した。 特にトイレ

は設けなかった（仮に作っても、 雪が降った後では発見できなかっただろうが）。

3） フィックスロ ー プ

高所キャンプC Iまでのロ ー プはすべて回収した。 C 1 ～ 頂上までのロ ー プは隊員

の生命の安全、 登山期 間 等を総合的に検討、 隊員間で議論した結果、 残置やむなしと

の結論に至り残置した。

4. 考察と反省

日本やカトマンズで食料品の外箱等、 不要な包装をできる限り取り除き、 必要最低

限の包装にして山 に持ち込んだ。 しかし、 やはりある程度のゴミは、 必ず発生する。

現地 の環境を保全するためには、 極力ゴミになるものを 持ち込ま ないことと、 それ

でも発生するゴミの処分方法であろう 。 燃えるゴミの現地での焼却という 方法は、 決

して最良の方法とは言えないだろうが、 現状では次善の策という ところか（1996年当

時、 伊那市西箕輪の我が家でも燃えるゴミは各家庭で燃やしていた。 その後、 日本国

内ではダイオキシン類の発生等が社会問題化し、 1998年現在では回収されている）。

前回、 信州大学とネパ ール警察が合同で行ったギヤジカン遠征の報告書では、 ネ

パール隊員との習慣の違いにより、 ゴミの焼却や、 トイレの使用に際して若干の問題

があったと報告されているが、 今回そのよう な問題はほとんど発生しなかった。 トイ

レや排水溝の設営に関しても、 ほとんどネパール隊員が作業してくれた。 このあたり

はラナ隊長の考え方がしっかりと行き渡っているようである。 但し、 高所キャンプで

のゴミの取り扱いに関しては、 ネパール隊員は多少、 雑なところがあった。

C2でのゴミの投棄と、 C 1 ～ C2聞 のフィックスロ ー プの残置が今回の登山での

反省点である。

今回のよう に天候が悪く、 期聞がおしせま った状態での登頂では、 すべてのゴミと
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ロ ー プを回収するタクティクスを立てると、 登山の安全性を犠牲にすることになる。

結局、 私たちは、 それよりも全員の安全な登山を目指したのであった。

すべてのゴミをベ ースキャンプに持ち帰るという原則からすれば、 やはり、 若干山

を汚染した結果となった。 これに関しては、 これからも各山岳会、 登山隊で議論を深

め、 よりよき方法を研究、 実践、 報告していただければ幸いで、

ある。
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気 象

気 象

津田克彦

気象係は、できるだけ気象を予想し、気象デー タをとる事を目的として活動した。

登山時期がポストモンスーンなので、 キャラパン中はモンスーン後期で雨に悩まさ

れるが、 ベ ースキャンフ
。

に入ってからは好天の中、 登山ができると考えた。

また、 最近の信州大学の遠征報告書にはいつも具体的な気象デー タが載っていない

ので、 今回は温度や気圧くらいは測定し、 後の参考にしようと準備した。

キャラパン開始後、 プー ・ コ ーラへ入ってから雨季明けのようであったが、 登山活動

中、 たびたび降雪に見舞われ、楽に登頂できるはずで、あったのが、10日延期となってし

まった。

帰りも降雪の中の下山であり、 かなり気象条件に左右された登山であった。

1 . 気象の記録

プラパ ー ルを利用して百葉箱を作り温度、 湿度、 気圧の記録を行った。

ベ ースキャンプ気象台観測要員は花谷、 小林、 津田である。

温度計については、 温度センサー がサー ミスタでデジタル表示の物を宮崎助教授か

ら貸与していただいた。

温度計をベ ースキャンプ、 高所キャンプ 2 ( C 2）に設置したが、 C2の温度計は

マイナス20℃を指したまま壊れてしまったので、 ほとんど計測デー タがない。

毎日の天気、 温度、 気圧を文末に示した。

2. 気象予報について

1 ）気象ファクス

気象の大局的状況を簡便に把握しようと船舶用の気象ファクスを持参した（短波放

送を受信して世界の天気図が印字されて出てくる物である）。

装置についてはせっかく宮崎先生に援助いただいたのに全く使えなかった。

原因としては以下の事が考えられた。

①日本で十分リハ ーサルしなかったので、 放送時間帯を把握するのに苦労した。
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②周囲を山に固まれた地形で電波状況が悪くアンテナも不十分であった。

③消費電力が大きく（プリント時約10 0W）、 常にビデオのバッテリー 充電とパッテ

イングするため常時受信できなかった。

気象ファクス使用時の消費電力換算した燃料を持ってゆくべきであった。

2） 気象ファクスの周波数

出発前の多忙に紛れて周波数を調べるのを忘れ、 キャラバンが始まってすぐボテオ

ラから国際電話を掛け、 宮崎先生に調査依頼した。 一方、 ラナ隊長に相談しネパール

警察でも調査してもらった。

その結果、 ベースキャンプに着いて登山活動が本格化するまでには周波数が判明し

たが、 日本からのチャートが不鮮明に受信出来たのみでインドからの放送は遂に受信

出来なかった。

いずれにせよ日本での入念なテストランが必要で、 これを怠った結果と反省してい

る。 尚、 参考のために周波数を表 1 、 2に記載した。

3. 気象と行動への影響

1) 9月のカトマンズ

雨季のカトマンズの空は、 常時曇り時々雨の天気であった。 傘は必携である。

2） キャラノtン（ 9月6日～ 9月1 9日）

コトまでは曇り、 雨が多く、 ヒルも発生し一部の人は食われたようだ。

コトのナル ・ コーラ出合は増水のため橋が流され、 岸も削られているので、 へつり

が難しい上に落石も多く、 非常に危険な状態であった。

ポー ター 達のためにフィックスロ ーフ
。
を張った。

ナル ・ コーラ奥のキヨンから徐々に晴天が多くなり、 プー ・ ガオンからベースキャ

ンプ建設時は天候も安定し、 雨季明けを宣言した。

3） 登山中（ 9月20 日～10月21日）

①9月27日～29日 雪

ベンパが右半身不随となり、 搬出のためヘリコプター を要請したが、 マナン地方

全域雨、 雪で飛ばず気をもんだ。 10月 1 日に、 ょうやく、 ヘリコプターが飛来しペ

ンパを運んでいった。 一 同安堵する。 但し行動は全面停滞した。

②10月 2日～ 5日 雪

再び雪にて沈殿、 行動日数が制約される。 モンスーンが戻ったようである。

近くのマナスルの緊迫した交信が時折入る。 迷惑にならないように交信周波数を

変えた。タクティクスを真剣に議論した後は雪だるまを作ったり、夜は歌合戦を行っ

た。
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表－1 ニュ ーテ
h

リ ーの放送周波数とスケジ
、

ユ ール

周波数（kHz) 4993.5 7403 14840 18225 
電波形式 F3C B9W B9W F3C 
放送時間（開始） 14: 30 14: 30 2: 30 2: 30 

（終了 ） 20: 30 2: 30 14: 30 14: 30 
出力（kW) 8 10 10 15 

放送スケジ
、

ユ ール
種類 ASAS AUAS85 AUAS70 AUAS50 AUAS30 FSAS 
UTCOO時デ ータ 06: 20 7 : 10 7: 28 7: 46 8: 04 8: 22 
UTC 12時デ ータ 18: 20 19 : 10 19: 28 19 : 46 20: 04 20: 22 
送電時間（分） 18 18 18 18 18 12 

（信州大学宮崎助教授、ネ パ ール警察本部、B.R.Paudel警部補に よ る ）

表－ 2 力ル力ッタの放送周波数
周波数（kHz) I 6676 1 1837 

（ネパール警察本部 B. R. Paudel警部補による）

③10月 6 日 ～ 20日 曇 ～ 晴れ

1、2、3次アタック成功。1次アタックは悪天の中の登頂であったが、2、3次

は好天の中に恵ま れた。

気象条件から 、 これが最後の登頂 の機会であり我々は幸運であった。

4）パックキャラパン（10月22日 ～ 11月 3 日）

①10月22日 曇り

アンナプルナ方面から雪雲がなびき、明らかに 悪天の兆しが現われた。撤収を急

ぐも 、プー ・ ガオンのポ ーター 達のサボター ジュに手こずり出発が午後 4時になっ

た。この半日の遅れが、その後の行動に大きく影響した。
②10月23日～27日 雪 ～実～ 雨

高度が下がる につれ 雨となり、悪天の中、食糧もなくなり空腹のまま下山した。

雪のため当初予定していたカン ・ ラ峠を越えホンデから空路をあきらめ、往路を忠

実にたどる事にした。シュレスタ医師が雪道で足を滑らせ転倒、足首骨折。担いで

降ろす。
③10日 28日 雨

雨の中、コトに着き次第、ヘ リコプターを要請す るが、雨のため 1 日待機、10月

28日夕方、3時に飛来し シュレスタ医師 の救出が 終了した。

④10月29日 ～ 11月 2 日 晴れ

ょうやく秋晴れ といえる天候になり、パックキャラパンを楽しむ雰囲気になった。
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4. まとめ

10月22日 ベースキャンプ撤収、 悪天を告げる雪雲、荷

物を運ぶヤクとヤクを恐れて遠まきに眺めている隊員達

1 ）気象状況にかなり左右された登山であった。2回の雪で登山行動が約1週間遅れ、

帰りのキャラパンでも、 雪とポ ー タ ー トラブルのため3日ほど遅れた。 このため、 計

10日ほど予定より遅れ、 カトマンズ
、

へ帰ってからの行動を非常に多忙にさせた。

2）気象ファクスは使えず、 観天望気をこまめに行いカトマンズの天気予報をラジオ

で聞いた。

3）気圧の変動と温度から天気を判断したが、 気圧の大きな変動なく予測は難しかっ

た。

4）今回は雪に閉ざされるす前にベ ースキャンプを脱出出来たが、 山奥であると大雪

による長期間の停滞を余儀なくされることもあるだろう。

5）衛星放送による天気図の電送はネパ ー ル半分くらいで切れ、 当地をカバ ー してい

ないとのことで最初から検討外であった。

6）気象ファクスは軽量小型だが、 短波放送なので受信環境が良ければ使える。

7）電子機器を使おうと思えば、 それに見合う分の燃料、 発電、 蓄電設備、 およびそ

れを運ぶ人が必要なので国内で扱いを十分習熟した上で持参すべきである。
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キャラパン～ラトナチュリベー スキャンプの気象

(BC：ベー スキャンプ、 ABC：前進ベー スキャンプ、 Cl・高所キャンプ1)

(C2 ：高所キャンプ2、 TS ・テントサイト）

気圧はアボセット社パーテック腕時計型高度計を用いて測定、 高度は気圧換算値

月 日 場 所 天 気 時．分 温 度

（℃） 

9月 1 日 トリユパン空港 雨 18 : 10 20 

9月 4 日 カトマンズ 晴れ

9月 6 日 カトマンズ 晴れ 5: 30 24 

9月 7 日 ドゥムレ 晴れ 6: 30 27 

9月 7 日 トゥレトゥレ 晴れ 12 : 00 31 

9月 8 日 ボテオラ 雨 11 : 40 

9月 9日 ボテオラ 曇り後雨 6: 00 25 

9月 9日 ベシサラ 晴れ 12 : 00 30 

9月10日 ベシサラ 曇り 5: 40 22 

9月10日 ナガッティ 11: 45 26 

9月11日 ナガッティ 雨 6: 00 22 

9月11日 シャンゲ 曇り 13: 30 29 

9月12日 シャンゲ 雨 7 目 30 17 

9月12日 タJレ 曇り 14: 00 24 

9月13日 タJレ 6・00 17 

9月14日 ダラパニ 曇り 6 : 00 19 

9月14日 コト 曇り 16: 00 16 

9月15日 コト 雨 6: 00 13. 4 

9月15日 チャチャ TS 曇り 16 : 00 15.1 

9月16日 チャチャ TS 曇り 6: 00 9. 7 

9月16日 メタ TS 16・00 12. 9 

9月17日 メタ TS 晴れ 7: 00 5.8 

9月17日 キャン TS 晴れ 20・00 8. 2 

9月18日 キャン TS 晴れ 6
. 

55 2. 2 

9月18日 プー ガオン TS 晴れ 12 : 25 14.1 

9月19日 プー・ ガオン TS 晴れ 5: 45 6: 00 

9月19日 ノーfングリカルカ TS 晴れ 14: 00 

9月20日 ノ〈ングリカルカ TS 晴れ 6: 00 3. 3 

9月20日 BC 晴れ 10: 00 

9月21日 ノーfンク
’

＇）・ カyレカ TS 晴れ 6: 00 5.4 

9月22日 ノてングリ・ カルカ TS 晴れ 6: 00 2. 7 

9月23日 ノミングリ・ カルカ TS 晴れ 6: 00 1. 4 

9月24日 パングリ・ カルカ TS 晴れ 6: 00 8. 9 

9月25日 ノミングリ・ カルカ TS 晴れ 6: 00 0.4 

9月25日 BC 晴れ 6: 00 o. 2 

9月26日 BC 晴れ

9月27日 BC 雪

9月28日 BC 雪後晴れ 6・00 2. 7 

9月28日 ABC 雪 13: 00 

9月29日 BC 雪後晴れ 6・00 0.1 

9月30日 BC 6: 00 -5.9 

10月 1 日 BC 晴れ 6: 00 -4.2 

10月 1 日 ABC 10: 25 

10月 2 日 BC 雪後晴れ 6: 00 -3.1 

10月 2 日 BC 晴れ 12 : 00 10. 9 

10月 2 日 ABC/Cl中間地点 14: 31 

10月 2 日 BC 雪 18 : OD 0.8 

10月 3 日 BC 曇り 6 目。。 -2.9 

10月 3 日 BC 曇り後雪 12 : 00 4.6 

10月 3 日 Cl 12: 00 

10月 3 日 BC 霧 18: 00 -1.1 

10月 4 日 BC 雪 6: 00 -3.6 

気 象

最低温度 気 圧 高 度

（℃） (hp) (m) 

1380 

1015 540 

575 

720 

925 900 

913 1010 

912 1020 

892 1200 

895 1350 

836 1745 

836 1730 

810 1990 

746 2655 

747 2645 

723 2905 

724 2840 

3525 

663 3540 

640 3815 

641 3800 

628 3970 

-2.2 629 3950 

590 4435 

4435 

547 5015 

1. 7 692 4410 

2. 2 595 4385 

-0.4 594 4385 

594 4385 

584 4500 

555 4985 

548 5000 

5370 

547 5020 

549 4985 

538 

525 5320 

539 

534 

5495 

539 

538 

531 

5780 

538 

531 
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月 日 場 所 天 £メョ、ー 時．分 温 度 最低温度 気 圧 高 度

（℃） （℃） (hp) (m) 

10月 4 日 BC 雪 12 · 00 1. 6 538 

10月 4 日 BC 雪 19 : 25 -3. 7 537 

10月 5 日 BC 霧 6: 00 3. 7 535 

10月 5 日 BC 曇り後雪 13 : 00 1. 1 529 

10月 5 日 BC 曇り 18 · 00 2. 3 535 

10月 6 日 BC H青れ 6: 00 -7.6 536 

10月 6 日 BC H青れ 12 00 7. 3 530 

10月 6 日 BC 曇り 18 · 00 -3. 6 535 

10月 7 日 BC H青れ 6 . 00 8. 4 535 

10月 7 日 Cl 15 · 10 5780 

10月 7 日 BC 霧 18 : 00 4.1 536 

10月 8 日 BC 晴れ 6 : 00 -6. 2 537 

10月 8 日 Cl 21 

10月 9 日 ラトナチュリ西峰頂上 11 00 6730 

10月10日 BC 晴れ 12 · 00 6. 5 529 

10月10日 BC 晴れ 18: 00 3. 6 536 

10月11日 BC 快晴 6
. 

00 一7.1 10.1 535 

10月11日 BC 快晴 12 05 6.1 530 

10月11日 BC 曇り 18 : 00 -3. 7 537 

10月12日 BC 快晴 6: 00 8. 2 12. 7 536 

10月12日 BC H青れ 12 · 05 3. 5 531 

10月12日 Cl 14 00 600] 

10月12日 BC 霧 18 · 55 ー4 7 538 

10月13日 BC 快晴 7
・

00 0. 3 10 539 

10月13日 BC 快晴 12 · 00 5. 8 532 

10月13日 Cl 13 30 -17 6600 

10月13日 BC 霧 18: 00 -3.8 538 

10月14日 BC 曇り 6: 00 8. 5 9. 7 536 

10月14日 BC 日青れ 12 : 00 6 532 

10月14日 ラトナチュリ頂上 曇り 12 · 10 7035 

10月14日 BC 曇り 18: 00 -2.1 536 

10月15日 BC 曇り 6: 00 1. 4 534 

10月15日 BC E青れ 12 00 4. 1 528 

10月15日 BC 雪 18: 00 7. 7 534 

10月17日 BC 快晴 12 00 5.4 -14 531 

10月17日 BC 快晴 18 : 00 -5 7 537 

10月18日 BC 快晴 6. 00 -5. 7 537 

10月18日 BC 快晴 12 : 00 7. 3 531 

10月18日 BC 快晴 18 . 30 5. 5 537 

10月19日 BC 快晴 6
. 

00 -4 4 538 

10月19日 ABC 10: 30 5800 

10月19日 BC 曇り 18: 00 3. 7 537 

10月20日 BC 快晴 6 · co 8. 7 536 

10月21日 BC 快晴 6: 00 -7. 4 15. 6 537 

10月23日 パングリ ・ カルカ 曇り 6 . C8 597 4340 

10月24日 プー ・ ガオン 曇り後雪 7: 00 

10月25日 キャン 雪 8 : 25 649 3700 

10月26日 キャン 雪 7: 00 647 3730 

10月28日 コト 雨 7 00 752 2530 

10月29日 コト 日青れ

10月30日 ジャガト 日青れ 14 · 50 870 1345 

10月31日 ジャガト H青れ 8 .  30 874 1320 

11月1日 ナガッティ 晴れ 7: 00 917 915 

11月2日 ベシサラ H青れ 7 00 928 815 

11月3日 ドゥムレ 曇り 7 : 00 
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2 登山報告

記録、 通信

1 . 記録内容、 及び方法

1 ） 毎日の行動記録

津田克彦

登山隊の行動については一定の書式の行動記録用紙に手書きで毎日記入し、 高所で

は各パー ティ毎 に行動記録を記載、 提出してもらった。

記録はほとんど漏れなく詳細にとれ、 今後、 この地域に関心のある人に参考になる

と考えている。

2） 緯度、 高度

携帯型の測量機器（ガー ミン社、G PS 38型）を購入し、 各地点の緯度、 経度、 移動

距離を測定した。

高度は各隊員持参の腕時計型高度計、（株）サクセンから貸与していただいたトー メ

ン社製高度計を用いて測定した。

3）日本への連絡

ギヤジカン遠征時の連絡の悪さを反省して、 今回は「ネパール通信」と称してキャ

ラパン、 ベー スキャンプ建設、 登頂など折々に行動概略を記載したものを作成し、 メ

イルランナー に託しカトマンズの旅行代理店コスモトレックを経由して、日本への連

絡を行った。

ネパー ル通信の著者を渡部隊長にお願いした。 メイルランナー が出る前夜は遅くま

で隊長のテントに明かりが灯っていた。

2. パ ー ソナルコンビュ ー タ ー の活用

ノ ー ト型パー ソナルコンビュ ー タ ー をベー スキャンプまで2台持参し、 コンピュ ー

タ ー に記録を直接入力して報告書作成をスピー ドアップしようと考えたが、 使える人

と使えない人がいて効果を十分に発揮できなかった。 若年層になるほど使えないとい

う奇妙な現象が見られた。

持参したパソコンは東芝からソフトとともに提供されたノ ー ト型パー ソナルコン

ビュ ー タ ー 、 プリンタ 一 、 金子さん個人のP C -98ノ ー トであった。 使ったソフトは
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ロ ー タス、 エクセル、 一太郎、 ウインドウズ 3 .1 版など。

パソコンは円、 ルビ ー 、 ドルの3種の通貨が入り乱れる会計計算や、 タクテイク ス

の変更に伴う行動予定表の作成に威力を発揮した。

3. 通信方法

1 ）日本への報告

実行委員会宛、 信濃毎日新聞社宛の原稿はメイルランナ ーに託され、 カトマンズの

旅行代理店・ コスモトレックへ届けた。 そこからファクシミリで大学（農学部・宮崎

実行委員長）、 実行委員会（藤松事務局長）、 および新聞社（信濃毎日新聞）に送付さ

れた。

2 ） 一般の郵便

カトマンズでは中央郵便局（ GP 0 ）にて投函、 航空便（葉書24ルビ ー 、 封書48ル

ビ ー ） で送ると、 日本 まで約1 ～ 2 週間で着いていた。

ベシサハ ールの郵便局から書留を出したところ、 料金は書留料金30ルピ ー であった。

4. メイルランナ ー

ベ ー スキャンプからカトマンズまで徒歩、 ロ パ、 馬、 車、 パスなどあらゆる手段を

使い、 最短約7日で到着。 買い物、 コスモトレックへの連絡 も頼むので、 かなり責任

のある仕事で土地勘があり信用できる者が担当する。

今回はアルジ
、
ユン隊員、 オンデイ隊員が担当した。

出発時には、 郵便物、 撮影済みのフィルム（コスモトレックにD H L依頼） を各隊

員から集め、 日当と交通費を渡すので会計、 記録係 は結構忙しい。

以下にメイルランナ ー の内容を記した。

1 ) 1回目 9月14日アルジ
、
ユン出発（コト→タル→カトマンズ→B C着9月31日）

風邪のため体調を崩した内田、 花谷隊員の連絡に金、 手紙を託す。

帰りは家族からの手紙を多数持ってくる。 K B Y君は女性からの手紙が多い。 雪で

静かなベ ー スキャンプが明るくなる。

2) 2回目 9月16日ゴパー ル（メタ→タル）

花谷のサポ ー トのため、 金、 手紙を運ぶ。 ゴパ ー ル君は、 もともとポ ー ター の一人

であったが、 よく働き態度も立派で、あったため臨時 の連絡係になってもらった。

3) 3回目 10月 1日

左半身が麻痔したベンパをカトマンズ
、
へ降ろすためにヘリコプター が飛来。 若干

の郵便物を託した。 テンジンも付き添いで行くはず
、
だ

、
ったが、 飛来したヘリコプター

が小型で、あったため乗れず、 がっかりしていた。 軍用でない民間の小型ヘリコプター
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ベースキャンプにてメイルランナ ー からの手紙に喜ぶ金子（左）と小林

では、 5200mの高度は到達可能ぎりぎりの高さである。

4) 4 回目 オンディ ： 9月28日B C発、 10月10日B C着

手紙、 撮影済みフィルムをコスモトレックへ届け、 買い物（葉書、 切手、 フィルム）

を依頼した。

5) 5 回目 オンデイ：10月28日

パックキャラパン遅れを各方面に連絡、 シュレスタ医師の付き添い兼ねてヘリに同

乗し、 警察学校への連絡を依頼した。

本来の意味でのメイルランナー は2回であった。 渡部隊長はこまめに日本向け通信

を書いていたので、 もう一回出してもよかった。

しかし、 日本の実行委員会との通信は割と良好であったようだ。

5. 電話

キャラパン中に各村の電話設置状況を調べてみた。 マルシャンディ街道はトレッ

カー が多く、 3年前のアンナプルナE峰北面偵察時より格段に電話が普及していた。

1） 国際電話

カトマンズ：タメル地区には電話、 ファクシミリ屋がいたる所にありよく利用した。

早朝（午前7時） から夜遅くまで（午後9時頃） まで聞いている。

デュムレ：町外れに一軒、 電話屋がある。 但し国内のみ。

ベシサラ：Tele comunication center （交換手1人、 電話1台） があり国際電話でき

る（午前7時～午後7時）。
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パフンダンダ：丘を登りきった所のパン屋の向かいの雑貨屋兼電話局1軒あり。 国

際電話できる。

ダラパニチベッタンホテル：ロッジ兼電話局、 国際電話ができる。

チャーメ：電話局 1 件あり（午前 7 時 ～午後 7 時）。

コト～プー ・ ガオン：電気、 電話なし。

6. ファクシミリ

カトマンズのみ使用できたが、 チャーメでも警察か役所にあるらしいと聞いた。

7. 無線

1) トランシー パー

日本隊はケンウッド製、 ネ パー ル隊はモトロー ラ製の充電タイプを使用した。

周波数145. 0MHzで使用していたが、 近くのカングルー 、 マナスルに登山している

日本人、 ドイツ人、 フランス人パーテイの混信があった。

特に小西政継氏のマナスル隊と混信するので、 周波数を145.0MHzから145. 5MHz 

へ変えた。

2）警察無線

ネ パー ル隊は大型の無線機を持ち、 平坦なところであれば数十メー トルのアンテナ

を張りカトマンズと交信していた。

ベシサラ、 チャーメには警察の通信隊があり、 強力な無線通信機がある。 又、 各

チェックポストにも無線機があるため、 パウダル隊員（ネ パー ル警察本庁通信士）は

カトマンズおよびこれらの支所と交信していた。

これにより数々のトラブルを救ってもらい感謝している。

往きのキャラパンでは風邪をひいて本隊から別れて行動していた内田、 花谷隊員へ

の連絡を快く引き受けてくれた。

ベースキャンプではペンパを下界に降ろすためのヘ リ要請、 カトマンズ、 ネ パール

各地の天気、 気象ファクスの周波数調査などに協力してくれた。

帰りのキャラパンでは先にコトについた我々は、 まずチャーメの警察署長に面会を

求め、 シュレスタ医師の骨折の件を告げ、 ヘ リコプターの手配、 カトマンズでの病院

の手配等を依頼した。

8. 言語

1）ネ パー ルの公用語はネ パー ル語と英語である。 英語はカトマンズ～ デュムレ～コ

トではよく通じた。 しかし子ども、 若者はよく通じるが、 中年以上の人には通じない

95 



2 登山報告

こともあり、 やはりネパール語ができるとよい。

2 ） ナル ・ コーラからプ ー ・ ガオンの住民は、 チベット語を常用しているのか、 ネ

パ ール語も通じないことがあった。 英語もほとんど通じない。

3） プー ・ ガオン、 タシ ・ ゴンパのラマ僧は少し英語が出来る。

4) B Cの撤収時にプー・ ガオンから多くの住民が仕事を求めて交渉にやってきてチ

ベット語で大騒ぎしていたが、 サーダ ーのヌル ・ シェルパとピシュワ ・ シュレスタ医

師が交渉に当たるのみで、 他のネパ ール隊員も言葉が通じないのと面倒なので近寄ら

ない。

9. ビデオ撮影

今回はデジタルビデオ（日本ビクター製） をS AV Aより借りて使用した。 金子隊

員の完壁な作業によりキャラパンから登頂、 撤収のキャンプファイアまで詳細に記録

することが出来た。

1 o. 写真撮影

記録用として、 1眼レフ（ミノルタS R-ls 、 ロッコール50mm）、 コンパクトカ

メラ（京セラコンタクス － T2， カ ールツアイスゾナー 38mm）、 中盤カメラマミヤ ー

7を持っていった。

（株）マミヤより提供のあったマミヤ ー 7 (6×7版カメラ） は、 内田隊員専用とし

て撮影してもらい、 大きく伸ばす必要のある山岳写真に威力を発揮した。

フィルムについては、信濃毎日新聞社からリバ ーサル用フィルムを「フジクローム ・

ブロヴイア36枚撮J 80本提供していただいた。

また、 ナル ・ コーラ以外の街道筋ならフィルムはどこでも買える。 フジ、 コダック、

コニカが多く、 ほとんど36枚撮りで、 12、 20枚撮りはあまり見られない。 価格は日本

と同じくらいであった。

小林と津田でキャラパン出発から帰りまで、 できるだ
、

け順を追って撮影した。

信濃毎日新聞社宛のフィルムは撮影次第、 メイルランナーに託し、 カトマンズのコ

スモトレックから D H L で信濃毎日新聞社へ郵送した。

11. まとめ

未踏の地に行くのであるから記録方法に何か工夫をと考えたが、 ごくありきたりの

内容になった。

日本への連絡については、 渡部隊長の勤勉により数回の通信文書が出せ、 よかった

と考えている。
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メイルランナ ー、 無線、 電話やファクシミリなどいろいろ通信手段を用いたが、 未

踏の地に行くのであるから音信不通もあり得る。

最近の大かがりな遠征隊では衛星利用の電話、 ファクシミリなど通信手段は著しく

進歩を遂げているが、 未踏の奥地では燃料がなくなると、 これらの機械は使用不能と

なり、 最後の手段は歩くことしかない。

今回の登山隊では、 せいぜいパソコン、 ビデオを使っただけだが、 それで、もそれを

使うにはエ ネルギー が要り、 エ ネルギーの元（化石燃料） を担ぎあげ環境を汚すとい

う当たり前の事が改めて認識された。 今度、 このような機会があったら出来るだけ道

具を持たないというのも良いだろう。 様々な通信道具を用いた衆人監視のなかの登山

では未踏の雰囲気も薄れがちだなどと思うこともあった。

12. 謝辞

ノ ー ト型コンビュ ー タ ーを提供していただいた東芝（株）、カメラを提供していただ

いた（株）マミヤ、 スライド用フィルムを提供していただいた信濃毎日新聞社（株）、郵

便物、 ファクシミリ等、 日本との連絡中継をしていただいたコスモトレック ・ 大津二

三子氏に感謝しミたします。

第三次アタック隊の帰還。 前列左より、 シヴア

コティ、 金子、 ヌル、 内田、 小林、 ダンパル
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GPS測量

八ンテ
、

イ型のGPS測量器械として、 重量が小型カメラ（300 g）程度のガーミン社製のGPS38型

のGPSをキャラパン及び登撃の合聞に使用した。装備の項目に記載したが高度データーはバラツキ

が大きく（プラスマイナスlOOm程度）信頼でき芯かったが、 緯度・経度データ は距離換算で50m程

度の精度に収まっている感じであった。 地図が緯度 － 経度の精密なメッシュを切ってあれば充分実

用に耐える製品であるといえる。以下に実験データ ーと座標換算値およびベ スキャンブか5の登

撃平面図を参考に添付しておく。（金子）

地 占

カ ト マ ン ズ・・・ーーーー－－－－－－－－·噂司ーーーーー

、／ ガ テ イ

メ タ

キ ヨ ン
プ ー ・ ガオ ン
パングリ・カルカ
ベースキャンプ
A B C 
氷 河 上 （1)
氷 河 上 （21

氷 河 上 （：J)
C 1 
西 山手 肩

西 峰

C 2 
ラトナチュリ

2000 -1500 

GPS測量抜粋

実 測 値 座 標、 単 距 離
緯度（X成分） 経度（Y成分） 座標 1 (m) 単距離 座標 2 (m) 

度 分 度 分 Y 座標 X 座標 両座標 Y 座標 X 座標 備 考
27 41. 938 85 21. 387 29,387 150. 354 共通（m)ーー・ー．．．．ーーーーーーーー－－ー・・・骨骨ーーーーーーーーーーーー・－－－－－ーーーーーーー 幽値圃・．”ーーーーーーー－－－－－－－－－ーーーー ーーーーーーー－－－－・・『ーーーーーーーーーーーーーー．．．．．
28 C8. C80 
28 18. 540 
28 39. 287 
28 43. 047 
28 46. 229 
28 47目 585
28 49. 021 
28 50. 538 
28 50. 667 
28 50. 717 
28 50. 931 
28 51. 157 
28 51. 500 
28 51. 592 
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会 計

津田克彦

1 . 概略

津田、 小林で、今回の会計業務を行った。

会計係の具体的な仕事は、 まず登山隊の口座を作るところから始まり （今回は4月

12日）、 国内、 ネパ ー ルでの準備中、 登山中の物品購入、 給与支払い等の出納業務、

現金管理、 帰国後、 未払い金の処理を行い、 翌年（1997年） 4 月 19日に業務を終了した。

囲内の準備で、は通常の出納業務を行った。

出国してからは、 ルピ ー 、 円、 ドルの3種類を扱い、 カトマンズでの準備、 キャラ

パンでの出納業務と予算管理を行った。

キャラパン中は現金管理、 宿屋へ支払い、 ポ ー タ ーへの支払い業務を行った。

ベ ー スキャンプ滞在中も、 メイルランナ ーへの買い物依頼、 旅費支給や野菜を売り

にくるプー ・ ガオン商人への小口の支払い等、 結構やる事があった。

カトマンズ帰着後は日数が少なかったので、 ネパ ー ル側への給料支払い計算や、

パー ティ費用の見積もり、 支払いなど多忙であった。

会計監査については学士山岳会員の井関氏に行っていただいた。

会計業務については、 隊員から「あまり細かくやると小林の頭が変になるj、「もっ

とラフでよいj などの批判があったが、 支援していただいた方々の貴重な寄付から成

り立っている資金をできるだけ正しく有効に消費せんがためと厳正に行った。

尚、 頭脳明断な小林君は、 特に頭が変になったようには見えなかった。 あるとすれ

ば高度のためだろう。

2. 予算

前回のギヤジカンを参考に実行委員会で約1300万円と予算を組んだ。

予算編成に当たっては、 もう少し精密に考えればよかった。 前回は群馬岳連の装備

を借用しネパール側装備代も安かった事が先入観としてあった。
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2 登山報告

3. 寄付、 集金

1 ）隊員負担金と寄付

隊員負担金については学士山岳会員（卒業したO B）は100万円、 山岳会員（学生）

50万円として計700万円を集め、 残り600万円を学士山岳会と一般寄付で賄うことにし

た。

2）学士山岳会の寄付集め

実行委員会・藤松事務局長を中心に、 O B に1995年4月より 1口1 万円で寄付を

募った。 その結果、 8月までに約400万円が集まった。

3）一般企業からの寄付

多くの企業から寄付をいただいたが、 中でも金子隊員の勤務先である横河工事株式

会社からは破格の寄付をいただき予算達成に多大に貢献された。

4）一般物品の寄付

実行委員会の森田、 宮崎、 藤松らが中心となり装備品の寄付活動に当たった。 その

結果、 テント、 ザイル、 アルカリ乾電池、 リチウム乾電池、 ノ ー トパソコン、 フィル

ム等、 高額商品を多数寄付していただき装備費を節約することが出来た。

上記のように実行委員会、 学士山岳会、 企業の皆様の絶大なご協力により、 8月に

は全予算が達成でき、 ご協力いただいた皆様に深く感謝し、たします。

4. 業務詳細、 友び支出状況

1 ）国内費

国内での準備活動が本格的に始まった 7月より支払いが発生 し、 8月は特に業務が

煩雑で、あった。7月の松本での梱包作業から8月31日の最終買い物が終わるまでに、356

万8618円を支出した。

2）国外費

①ネパールでは873万3183円相当の金を支出した。

②日本円からネパ ー ルルビー換金の平均レ ー トは、 1 ルビー＝ 1. 897円であった。

日本円から米国ドル換金の平均レ ー トは、 1ドル＝ 111. 04円であった。

③通貨

ネパール国内で使う通貨はネパールルピ 一 、 米国ドル、 日本円の 3種類があり常

に複雑になった。

ルビーで、支払ったもの：生 活費一般

ドルで、支払ったもの：登山費用、 空港使用税、 医療用酸素、 救助ヘリコプタ 一代、

パ ーティ費用の一部

円で、支払ったもの：ホテル代の一部
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会 計

④外貨換金

持参した外貨を一括換金しようと、 カトマンズ市南部タパタリにある、 ネパー ル

ラストラ銀行（Nepal Rastra Bank） へ出かけ外貨窓口へ行った。

ところが、 サリー 姿がよく似合う職員に、 ここでは両替できないので都市銀行を

紹介してあげましょうと極めて丁寧に教えてもらった。

どうも場違いなところへ珍入してしまったようで恐縮する。 しかし、 ついでにと

銀行内を観察させてもらう。

換金については、 1 回20万円までで、 これは従来から変わらない制度である。

タメルではタクシ ー や三輪車がたむろする付近のビル2階のヒマラヤ銀行

(Himalayan Bank） が朝 7 時から夜 7 時まで営業していた。

その他、 ニ ュ ー ロ ードのエベレスト銀行（Everest Bank， 但し 1 回10万円まで）、

カンティパス通りの北にあるグリンドレイス銀行（Glindlays bank） などへ行っ

た。 変わったところではウッツェレストランのすぐ近くに、 ヒマラヤ銀行（Himal­

ayan Bank） の支所がある。 間口 2mくらいの小さな事務所であるが、 ちゃんと外

貨交換も行ってくれた。

タクシ ー に乗り銀行めぐりをすると効率的で、 一 人で 1 日、 200万円ぐらい換金

できた。

3 ）キャラパン出発前の仕事

①すべての支払いを済ませる

支払いの主な項目はネパー ル隊員装備代、 保険料、 救助用ヘリコプター 資金デポ、

装備代、 食糧買い出し費用、 プジャ（祈祷） 代などである。

交通費についてはタクシ ー 、 三輪車などをよく利用するので小額紙幣をあらかじ

め一定額を隊員に渡して交通費専用とすると混乱がなくてよい。

②キャラパンに必要な予算を見積もる

往復のトラック代を 7 万5000ルピ ー 、ポータ一代を50万4400ルピ ー（＝ 175）レピ ー

× 174人× 13日＋600ルピ ー × 174人＋帰りの旅費4150ルピ ー ）、 帰りのポー タ一代25

万ルビ ー 、キャラパン中の昼食代を8700）レピ ー （150ルピ ー ／人・日を支給、 ちな

みに 9 月 10日の津田の昼食は、 サイダ ー 45ルビ ー 、 ヌ ー ドル30ルビ ー 、 モモ50ル

ピ ー ）、キャラパン宿泊費10万ルビ ー （朝食、 夕食込み〔5000ルビ ー ／日× 29人〕×

20日） とそれぞれ見積もり、合計約100万ルビ ー（約200万円） あればよいと考えた。

③ネパー ルルピ ーへの換金

カトマンズから出れば、 ドル、 円は通用しないので、 カトマンズで手持ちの現金

をルビ ー に変えておく。

しかし余ったルビ ー はパンクレシ ートの10%までしかドルに換金できないので、
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予算を良く考慮して使いきり前提で円、 ドルをルピ ー に換金した。

カトマンズ以外では、 チャーメには銀行があり外貨交換窓口もあった。

ポ ー ター用賃金は特に少額紙幣で支払う必要があり、 タパタリ（Tapa tali)のネ

パ ー ルラストラ銀行（Nepal Rastra Bank）でポ ー ター用賃金の20万ルピ ー を小額

紙幣に換金した。 一般国民用窓口でヌル隊員、 フル隊員に守られながら小額紙幣に

換金した。

内訳は100）レピ ー紙幣が1000枚、 50ルビ ー 紙幣が1400枚、 20ルピ ー 紙幣が500枚で

計3900枚の小額紙幣をそろえた。

周囲の人々が仰天したように見ている中で枚数を確認した。

④キャラパン出発前の現金確認

ネパー ルルピ ー として111万9139）レピ ー 、日本円として174万5379円、米国ドル6044

ドル、 合計日本円にして約470万円を現金で、持ち、 キャラパンに出発した。

キャラパン出発の前夜、 皆、 ダルパー ルホテルへ最後の豪華な食事へ行ったが会

計係は業務が間に合わず閉め切った蒸し暑いコリアンホテルで、 小林君とおびただ

しいネパー ル紙幣を何回も数えているうちに深夜となった。

ょうやく終わり、 2 人で人気の少なくなったタメルの一角に明るい灯がともる中

華料理屋へ走った。

⑤現金の管理

アタッシュケ ー スに入れ常に手に持っていた。 ショルダー バッグ、 ザックは盗

難の危険性大と思う。

カトマンズの宿舎にて深夜、 金を数える小林
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4）キャラパン中の仕事

①食費の支給

Z』
ヨミ 言十

全員に昼食代を支給した(150）レピー ／人・日）。 ネパ ー ル側にはまとめて支給し

ていたが、 種々の理由から個人各々に支給した方がよい。

②パッティ代の支払い

マ ルシャンデイ ・ コ ーラ沿いは各所に宿屋（パッティ） があり、 毎朝、 全員出発

した後で宿代を計算してもらい支払った。 1日3000～4000ルビ ー ／全員（29人）。

③食糧代の支払い

キャラパン中の夕食に使う、 野菜、 肉を各々の村で購入した。

④燃料代

灯油、 ヤク の乾燥糞などを購入した。

⑤ポ ー タ ーへの支払い

ポ ー タ ーはベー スキャンプで荷物を下ろし給料をそこで受け取る。 この時、 担い

できた金を自分で、支払いたかったので田辺、 内田と同じ日にB Cまで上がった。

ところが、 高所順応不十分で、気分が悪くなり、 相当時聞がかかってB Cに着いた

が計算どころでなく、 サー ダ ーのヌル隊員に任せ全部金を渡して寝転んでいた。

ポ ー タ ー 達は賃金をもらい、 杖一本をもって嬉しそうに、 B Cからかけ下りて行

った。

5） ベー スキャンプにて

①メイルランナ ー

メイルランナ ーが出る前夜は忙しい。 記録の項で述べたように買い物内容の確認

と買い物費用、 郵便代、 メイルランナ ー の交通費など、 いろいろ手渡す物がある。

②食料の購入

未踏峰のベー スキャンプには誰も来ないだろうと思っていたが、 4000mのプー ・

ガオンから娘達がジャガイモ、 ロキシー などを担いで売りに来ていた（たくまし

い！）。 それらを購入し、 その都度、 小額紙幣で、支払った。

常時やってくる娘達はパックキャラパンでポ ー タ ー としてついてきた。

彼女たちにとっては大都会のベシサラで嬉しそうに、 あちこちの店で買い物をし

ていた。 カトマンズまで行くかと聞いたら「とんでもない、 帰ります」と答えてい

た。 遠くまで来すぎたと思ったのだろうか。

③切手、 はがき

通信用に絵はがき300枚、 エアメイル封筒100枚、 便せん、 切手10,000ルピ一分を購入

した。 はがきは良く使われたが、 封書は筆まめな小林隊員以外、 ほとんど使う人が

いなかった。
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④会計出納簿の作成

沈殿の日などを利用して、 ベースキャンプで表計算ソフトを使って会計出納簿を

作成した。 3種の通貨が入り交じっているので高度の影響で暗算もめんどうになり

有効で、あった。

6）下山後、 カトマンズでの業務

①救助ヘリコプタ ーの支払い（ 2回分）

1回目 ヒマラヤヘリコプタ ー（Himalayan Helicopters PVT. LTD)

10月 1日 カトマンズ～ベースキャンプ往復2.5時間で、 14万3250ルピー

2回目ダイナスティ航空（Dynasty Aviation PVT. LTD) 

10月28日 カトマンズ～チャ ー メ 往復 1. 9時間で 1900USドル

合 計 約 50万円

②ネパー ル側給料とボーナス

ミ ーティングで意見を 出し合い、 最終的に野村総隊長、 渡部隊長に査定額を決め

てもらった。 封筒に表計算で作成した明細書と現金を ルピ ーで入れ、 封筒に氏名を

印刷しネパールポリスで個別に渡した。

③祝賀パーテイ

11月6日、 カトマンズのホテ ルシャンカー ルにて千子った。

前渡し金 3 万ルビ ーを含め計32万円、 来客 150人ほどの立食パーテイを行った。

食事の量、 とり進めも適切で、非常によい雰囲気のパ ーティであった。

④打ち上げパーテイ

11月8 日、 ウッツェレストランで日本、 ネパー ル隊員のみでチベット料理「ジャ

コック」を囲みなごやかに過ごした。 1 万2000ルピーであった。

⑤帰路の航空券

帰りの航空券は予約しなくてもこの 時期は大丈夫との予想を裏切り、 天候不順で、

帰国する観光客が殺到し、 なかなか予約できず混乱した。

オンデイ、 田辺両方で別れて手配したが、 ビジネスクラスで86万円／8 人（関西

4人、 成田4人）であった。

ビジネスクラスとしたのは、 登山装備をできるだけ持ち帰ろうとしたためである。

7）帰国後の業務

①立替分精 算

ネパー ルへ寄付したモンベ ルテントのフライを新規購入、 ネパ ー ル警察への送付

料など。

②会計監査

学士山岳会・井関芳郎氏に依頼し、 資料、 領収書が精査され、 1997年4月19日に
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監査が終了した。

4. まとめ

1）決算

会 計

報告書代として約200万円を残したかったが、 救助ヘリコプタ ー 2 回分、 ネパ ー ル
ー

側装備費値上げが予期できず残金は79万7320円であった。

2） 金銭管理については、 キャラパン中のルピー不足、 紛失、 盗難などの事故なく、

無事登山を終える事が出来た。

3） 予算をできるだけ守ろうとしたが、 1） に述べた予想外の出費があった。

5. 会計余話

1 ） 高い頭

キャラパン1日目。 荷物チェックも終了、 ナイケとの細かい打ち合わせも終わり、

ほっとして茶屋でミルクティ ー を飲んでいた。

小林君がこぎれいな頭をしている。

「散髪をしてきましたJ

「なるほど、 それでいくら？」

「300ルピーです」

このとき既にネパ ール物価になれていたので、 昼食2 ～ 3回分とは高いなぁと思っ

たが、 近くに座っていたジョシさんに、

「コパヤシダイの散髪代が300 ）レピーだそうですが、 そんなもんですかJ

と聞いてみた。 その途端、ジョシさんは笑い出し、腹が痛いという表情で他のネパ ー

ル隊員にも話している（ダイ＝君、 さんの意味）。

あちこちで爆笑の渦が沸き起こり、 小林君だけが不思議な顔をしている。

普通は30ルビ ー程度だが、 小林君はネパ ール語が判らないので、 すっかり散髪屋の

親父にしてやられたのだ。

しばらくネパ ール隊員は笑っていたが、 ジョシさんは急に警察官の顔に戻り、 小林

君を連れて散髪屋に行った。

結果として親父は払い戻しをさせられたが、 次に散髪をしてもらった金子さんの出

来は余り格好ょいとは言えなかった。

2） 肉を食べたい

帰りのキャラパンで食糧も欠乏してきた。 時々、 日本人隊員から、 ヤクの肉を食べ

たいと希望が出る。

ヘリコプタ 一代やら装備代で予想外の出費があったため、 キャラパン中はできるだ
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け節約していた。「けちだ」「渋い」と言われてもヤクの肉は高価なので知らん顔をし

ていた。 しかし、 どうも今夜は買わざるをえない雰囲気だ。

たまたま、 その日、 プー ・ ガオンでヤクを殺したので手に入るようだ。 ラジュマン

やナワンに買いに行ってもらう。

プー村には電気も冷蔵庫もないから、 肉が常時売られているわけでもないのだ。

たき火を囲んで久しぶりに食べる肉はさすがにうまく、 あっと言う聞に隊員の腹に

消えていった。

一緒に買った燃料（ヤクの糞を乾燥させたもので非常によく燃える、 無煙無臭）が

高かったが、 ヤクの肉が高いのだ
、

から、 その糞も高いのかと妙に納得していた。

3）踊りと寄付

帰りのキャラパンでジャガトに着いた。 山間部の十数戸の小さな村である。

シュスマロッジという婦人の経営する宿でくつろいでいた。

夕方、 庭でチャンを飲み陶然としていると、 主人のシュスマさんが地元のマザー ク

ラブの役員を伴ってやってきた。

夕食後、 民謡とネパー ルダンスを行うので寄付が欲しいという。

帰りのキャラパンでは、 あちこちで水害で崩壊した道の補修工事が手作業で行われ

ていたし、 マザー クラブというのも知っていたのでまあいいでしょうと、 1000ルピー

を寄付した。

夜6時、 夕食を済ませた時、 婦人と子供達20人程がやってきて歌と踊りを披露して

くれた。

我々もベ ースキャンブで時々、 ネパール隊員と歌合戦を行って楽しんで、

いたのであ

るが、 このマザークラブの歌と踊りは、 かなりロー カルな、 その地の正統派盆踊りの

ような感じであった。

そのうち何処かで一杯やってきた連絡将校のジャヤ氏と通信士パウデル氏がやって

きた（彼らは各種踊りの名手である）。

絶好のチャンスとばかり、 彼らはマザー クラブの中に入り踊りだし、 そのうちジャ

ヤさんが司会をするいつもの歌番組になってしまった。

マザー クラブの計画はめちゃくちゃになってしまった。 婦人会会長は渋い顔をして

いるが、 近隣の人も見物に来て、 たいそうな人だかりとなり、 周囲の爆笑と共に夜は

ふけていった。 寄付がジャガト周辺の路をよくしてくれる事を祈るばかりである。

4）ラナ隊長

キャラパン出発前、 下山後はネパールポリスへ支払いにゆくことが多く、 内容が納

得できない場合、 いちいち、 ラナ隊長に内容の説明を求めていたので、 ラナ隊長は

「日本隊のマネ ー ジャー は、 なかなか細かいな」と苦笑いしていたかもしれない。
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会 計

ラナ隊長は事務所にあっては、 しつこい質問に白い歯を見せて穏やかに答えてくれ、

また、 ベ ースキャンプでは会計係が高所キャンフ
。
へ上がっている時には現金を預かつ

てくれた。

6. 謝辞

寄付をいただいた方々、 企業、 また、 資金集めに奔走していただいた方々に、 我々

8名にこのような貴重な楽しい登山をさせていただいた事を心から感謝いたします。

本当にありがとうございました。
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2. 登山報告

収入の部

項

国 内 収 入

国 外 収 入

収 入 総 合 計

支出の部

項

園 内 支 出

国 外 支 出

支 出 総 合 計

算
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信州大学ネパール警察合同ラトナチュリ登山隊隊費決算書

目 予 算（円） 実 績（円）

個人負担金（学士） 6,000, oco 6,000,000 

個人負担金（学生） J, 000, oc l l, 000, 00) 

学士山岳会、 一般寄附等 6, C lO, 000 6,000, 00) 

カンパ、 利子等雑収入 。 80, 183 

国内収入合計 13,000, oco 13,080, 183 

現地装備売却（現地収入） 。 18,938 

13,000,000 13,099, 121 

目 子 算 実 績

渡航費（往） 560, oc 8 508, 957 

隊荷輸送費 800,000 675, 919 

梱包費 150, oco 360, 726 

食料費 400, oco 386,409 

装備費（医薬品含む） l, 200, oc 0 l, 200, 550 

医療費 100, oco 13,204 

事務費 230, oco 78,046 

保険料 。 323, 967 

雑費 。 20,840 

園内費合計 3, 440, oc 8 3, 568, 618 

渡航費（復） 560,000 865,226 

登山科 357,0CO 380, 140 

ビザ費 100,000 66, 668 

通関費 300,000 112,088 

保険料（ネパール隊員用） 100, oco 82, 990 

人件費 3,000,000 3, 51], 905 

滞在費 700, oco 528,468 

通信費 100,000 79,300 

装備費 250, oco 819,242 

食料費 450, 000 621, 117 

キャラパン費 260,000 387, 965 

エージェント費 50, oco 31,409 

パーテイ費 250,000 314,235 

輸送費（救助ヘリ代含む） 150, oc 0 653, 767 

医薬品 。 38,472 

雑費 233, oco 240, 191 

予備費 2, 700, 000 。

圏外費合計 9,560, oco 8, 733, 183 

国内費＋国外費 13,000, 000 12, 30], 801 

収入総合計13,099,121 支出総合計12,30], 801 = 797, 320円（残金）

予算一実績

51,043 

124,081 

-210, 726 

13,591 

-550 

86, 796 

15], 954 

-323,967 

20,840 

-128, 618 

- 305,226 

-23, 140 

33,332 

187,912 

17,010 

511,905 

171,532 

20, 700 

-569,242 

17], 117 

-127, 965 

18, 591 

64,235 

-503, 767 

38,472 

7,191 

2,700,000 

826,817 

698, 199 



3 ラトナチュリへの道程
（実行委員会報告）

森の子供達（ダラパニにて）



3 ラトナチュリへの道程

実行委員会事務局報告

渡部光則 藤松太一

1994年、 およぴ1996年は、 信州大学の山仲間にとって、 ネパールヒマラヤに残され

た未踏の7000mメ ー トル峰2座の初登頂に成功した、記念すべき実りある年であった。

多くの遠征隊が、 その立案から成立するまで幾多の好余曲折があるように、 今回の

それもまた同様で
、

あった。1994年のギヤジカン遠征に引き続いて実施した1996年のラ

トナチュリ遠征は、 当初同じーっの計画であり、 1992年から始まった一つの計画が完

結した今、 あらためてギヤジカン遠征の際の実行委員会報告を再度掲載し、 計画の推

移と5年間の我々の軌跡を以下に報告する。

ラルキャ ・ ラから望むヒムルンヒマ ー ル東面、 ギヤジカン、 ネムジュン
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1 . 1994年ギヤジカン遠征

実行委員会事務局報告

実行委員会事務局

渡部光則

今回の計画のかなり初期の段階から本遠征計画に参画してきた一員として、 報告書

をまとめるにあたり、 実行委員会の詳細な内容は各会議報告に委ねる事とし、 経過を

覚書ふうにまとめてみた。

1 . 1992年

2月半ば、 一通のファクシミリが職場に届いた。 大阪在住の御子柴O Bからであっ

た。 職場へのファクシミリとしては、 標題が「ヒマラヤへ行こうJといささかショッ

キングではあったが、 これが私への遠征計画の呼び
、

掛け状となった。 昨秋新築となっ

た穂高町の小川、 扇能両O Bの山荘で山田哲雄先生を囲んだ新年会が聞かれ発案と

なったようである。

それは、 1982年のアンナプルナ E 峰南壁とガネッシュヒマールの両遠征以後、 信大

隊として組織だ
、

った遠征活動はしていない反面、 個人的な海外登山、 特に若手中堅O

B の活動は盛んで、あり、 現役のネパ ールにおけるライトエキスペデイションも毎年の

ように行われている。 このような中で今一度、 信大山岳会、 学士山岳会あげての遠征

を組織してみたいというところからの出発であった。

早速 3 月20 日、 第 1 回の会合が東京で聞かれ、 上記の趣旨説明と具体的な目標の検

討がなされた。 7000mクラスの未踏峰は非常に魅力であるが、 許可取得の面や研究の

余地が多い。 従って、 今後出来るだけ情報を集め可能性を検討することとし、 とりあ

えず目標をアンナプルナE峰北稜、 又は北東稜と定め、 今秋に偵察隊を派遣し、 可能

性のあるルートを探ることとなった。 あわせて本遠征の性格や実施時期と今後の準備

の進め方、 組織作り等が討議された。

この段階では一部有志の私的な集まりで会の名称は「ヒマラヤへ行こう会」であっ

たが、 学士山岳会の承認を得て「信州大学ネパールヒマラヤ遠征実行委員会」が設立

されるまでの問、「実行委員会設立準備会」として偵察隊の派遣を含めて活動するこ

ととなった。 3 月20 日を第 1 固として翌年春まで穂高山荘や名古屋で計 6 回聞かれた。

この年 7 月31 日、 遠征に対して理解協力をいただき山岳会関係者とも大変親しかった
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3 ラトナチュリへの道程

探検部 O B の関根倫雄氏が、 ネパ ールへ出張の際にタイ航空機事故で亡くなられると

いう悲しい出来事が起こった。 心よりご冥福をお祈りする。

9 月12日、 O Bの田辺と現役5 年目の河西の両名がアンナプルナE峰北面への偵察

に出発した。 出発直前に渡部は田辺と会い、 アンナプルナ以外の山への働きかけにつ

いて幾つかの資料とネパ ー ル政府宛未踏峰 5座の英文申請書を託すと共に、 マルシャ

ンデイ河支流ナル ・ コー ラ上流のプー チュー 源流域の山々、具体的にはヒムルンヒマー

ル北西面とベリヒマー ルの両山群の情報収集を依頼した。

学士山岳会の承認を得る時間的余裕はなく、 未だ渡部の私的申請書であり、 5座の

内、 ヒムルンヒマー ル北峰（7 126m、 1992 年秋、 北大隊初登頂）及び同西峰（7038m、

ギヤジカン） は、 1973年に渡部が、 ガネッシュヒマー ルのチリメコー ラ内院偵察後、

ブリガンダキを遡上、アンナプルナ北面への途上ラルキャ ・ ラから遠望した山々であり、

ベリヒマー ル主峰ラトナチュリ（7035m）は、ナル ・ コー ラに入ろうとして果たせなかっ

た、 未だ山姿も分からぬチベットとの分水嶺にある遥かな山であった。

両名には予想もしなかったことであるが、 ヒムルンヒマー ル北峰は北大隊が入山し

ており、 初登頂されたことを知らされた。 しかしながら、 貴重な資料と未踏峰登山許

可取得のための方法等有益な情報を我々の許に持ち帰った。

両名の帰国を待って10 月2 4日第4回準備会が聞かれ、 詳細な報告書とスライドで偵

察の説明があった。 アンナプルナE峰北稜は予想以上に厳しいようであったが、「困

難ではあるが登馨可能です」という田辺の説明に遠征隊メンバー で、再検討し、 11月3

日の学士山岳会総会前に準備会を聞き、 継続審議した上で総会に臨むこととした。 会

を終え皆で一杯飲んでいた夜半恐ろしい知らせが入った。

中国領カラコラム、 皇冠峰登山のH A J隊に参加していたO B の二俣勇司が雪崩に

道い行方不明という連絡に、 これからの登山を控えて意気軒昂としていた我々は、 酔

いもふっ飛び、 友を失った悲しみで暗潜たる一夜となった。

11月3日午前中に継続審議が行われ、 二俣を失ったのは大きな痛手であり、 この第

一級のバリエ ーションルートを落とせる総合力について検討された。 この時期全O B 

には計画概要書は送付済みであり、 3日午後の総会で準備会の経過報告と資料スライ

ド等で偵察報告を行い、 学士山岳会の事業として実行委員会を設立し、 1994 年秋期に

アンナプルナE峰北稜を目標として計画を進めることが承認された。 あわせてラトナ

チュリ、 ギヤジカンの未踏の7000m峰を次回の目標として、 許可取得の手段を講じる

よう交渉を継続していくことが確認された。 このため、 1 2 月 1日付でネパ ー ル警察

登山探検財団（NPMAF）宛合同登山の申込み書（Proposal Request） を送付した。
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実行委員会事務局報告

2. 1993年

アンナプルナE峰北稜については、 ルートの技術的困難性、 下部の落石等の危険性

もあることから、 一部O Bから危倶の念が出されており、 実力ある一部の隊員だけで

は隊全体の安全性の確保が難しく、 総合的に実力不足ではないかとの批判があった。

準備会としては、 今年、 夏期にパキスタン領カラコラムのパインタ ーブラック峰及

びブロ ー ドピークに今計画の隊員メンバ ー が数多く参加して2隊出かけることから、

この遠征で技術経験の蓄積を図り、 アンナプルナE峰を目指したいという戦略を説明

し、 実行委員会の結成が承認されていた。 しかしながら現状ではアンナプルナE峰北

稜の登山に対して確実性に乏しく、 対外的な協力依頼は時期尚早な感が否めず、 とり

あえず遠征参加希望メンバ ー 及び
、

旧準備会メンバ ー 並びにこの遠征作りに協力しよう

とする山岳会内部の者のみで実行委員会をスタートさせることになり、 4 月18日第 1

回会議が開催された。

そしてこの遠征を確実なものにするため、 第2次偵察隊を派遣して調査検討を重ね

ることになった。 このため本遠征の隊長予定者であり、 今夏の学士山岳会パインタ ー

ブラック峰遠征隊長の吉田と豊田隊員は登山終了後、 日本から出発した津田とネパー

ルで合流し、 3名でイt{察活動を行った。

C2 予定地までの試登とその先の詳細なルート偵察、 下部ルートの落石等の危険性

の把握を目的としたが、 結果は C 1 で落石を受けて豊田が負傷し、 C2 へのガリー も

落石と雪崩でルー トとしては余りに危険性が高すぎ、 上部への試登は無理であった。

昨年の偵察時と同じシ ーズンながら山の状況が大きく変わっていた。

10月 9 日、 第 4 回実行委員会において今夏カラコラム 2 隊とあわせ、 第 2 次偵察隊

の報告がなされた。 各隊員の意見を基に種々協議した結果、 1994年秋期アンナブルナ

H峰北稜は中止と決定し、 長野県山岳協会宛提出した申請書類は取り下げてもらうよ

う依頼するとともに、 学長、 各O Bに中止を報告した。

アンナプルナE峰計画が中止となり代替案がすぐに浮かぶはずがなく、 並行して進

めてきた次回への継続目標であったラトナチュリ、 ギャジカンの山々が浮上してきた。

今夏ブロ ー ドピーク登頂後、 1993～94年冬期サガルマ ー タ南西壁の群馬岳連隊員とし

て参加していた田辺は、 秋期チョ ー オュ ー 登頂後カトマンズに居り、 O D Aの仕事の

ため現地に滞在していた向後利彦 O B とともに11月 1 日ネパー ル警察登山探検財団の

セクレタリー であるグプタ ・ パハドウ ー ル ・ ラナ氏に面会して、 1992年12月に提出した

合同登山の申込みについての意向を確かめることが出来た。

上記の申込み状の具体的な条件について変更するよう幾つかの指摘があったが、 ラ

ナ氏との話は非常に良い感触であり、 1994年秋の許可取得は難しい面もあるが全く不

可能で、はないとの報告が、 11月 7 日帰国した向後 O B によって学士山岳会総会当日朝
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3 ラトナチユリへの道程

伝えられた。

そのため急逮総会の席で、 1 ）アンナプルナE峰北稜は 2回の偵察の結果落石等に

より下部ルー トの危険性が高く計画を中止する。 2 ) 1992年総会で継続目標としてラ

トナチュリ、 ギヤジカンの許可取得のために交渉を進めることが承認されているが、

これらの山々が合同登山を条件に近々許可になる可能性が出てきた。 3）情報が急な

ため提案する準備が出来ていないが、 ぜひ進めたい。 延期も考えられるが、 他隊との

競合も考え出来るだけ早い1994年秋期を第一 目標として計画を進めたいので、 本件に

ついては実行委員会に一任願いたい等提案し、 承認を得た。

実行委員会の決定を経て学士山岳会の承認を受けるのが本筋だが緊急を要したので

順序が逆になった。 これを受けて11月27日第5回実行委員会が開催された。

最初のアンナプルナE峰北稜という第一級のバリエ ーションルー ト登警から遠征隊

の内容が大きく変わってしまった。 登山のスタイルも変わるであろう。 未踏峰に登山

する場合、 合同隊を組織することになるが、 ネパ ール側隊員との交渉や登山とは直接

関係のない諸々の雑事が付随する。 アンナプルナE峰計画とはかなり性格の異なった

登山になるように思われる。 このため当初の隊員候補を白紙に戻し、 改めてもう一 度

全会員より公募することとなった。

許可取得については、 早期にカトマンズに行き、 合同相手先のNPMA Fと具体的

な交渉をして正確な情報の把握に努めると共に、 隊員数や経費その他各種条件等を

はっきりさせ促進を図る必要がある。 このため、 11月末に小川事務局長が九州に行き、

NPMA Fと合同登山を行った1992年伊万里山岳会チェオヒマール遠征隊長・岡崎正

仲氏より合同登山の実態を聞き情報収集にあたった後、 12月21日～28日、 小川と渡部

がカトマンズに飛び、直接交渉することとなった。 関係者各位と面談し、事務的な諸々

打合せを行い、 具体的な許可取得の道が我々の前に現われてきた。 その結果、 滞在中

に警察学校と警察本部の許可が下り、 合同登山について正式に警察内部で決裁された。

3. 1994年

明けて1月5日には早くも内務省より許可が下りた旨、 N PMA Fより電話連絡が

あった。 しかしながら、 1 月11日ラトナチュリに関しては国境上の位置確認を中国と

する必要があり不許可、 ギャジカンのみ許可するとのファクシミリが入った。 二峰同

時に登る予定であったが、 今回は残念ながらギヤジカンのみで準備を進めることにし、

至急バイオデータを国際速達郵便で、送った。 正式な許可は内務省、 外務省、 国防省等

の許可の後、 閣議で決定されることになるが、 囲内では長山協経由で日山協の推薦状

を取得し、 4月27日外務省に申請書を提出した。

3月27日、 第7回実行委員会が開催され、 最終的な隊員と各係が決定された。 今 後
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実行委員会事務局報告

の実行委員会としての活動は、 カンパ要請、 寄付集め等の協力依頼を主とし、 実際の

計画準備は隊員達で、行った。 5月の連休は隊員に実行委員会のメンバ ーも一部加わり、

不帰東面で、合宿を持った。

5月20日、 未だ国防省の許可が出ないとN PMA Fよりファクシミリが入った。 資

金集めと並行して各種装備の調達、 食料の購入、 梱包等計画を進める必要があり、 N

PMA Fからは早くパッキングリストを送れと言ってくるし、 実際にいっ許可が下り

るのか、 そのタイムリミットをいつにするか、 困惑することとなった。 それでも毎月

実行委員会を開催し、 議定書（Protocol)の作成検討、 カトマンズにデポしである群

馬岳連の装備借用依頼等、 事務的な準備だけは進めた。 5月22日、 第 9 回実行委員会

で、 許可のタイムリミットの連絡を一応6月30日として通知することにした。 6月26

日、 第10回実行委員会で、 許可の通知が来なければ遠征の延期を7月7 日に最終決定

することにした。

7月1日、 ネパ ー ル政府の閣議決定により正式な登山許可が下りた。 7月17日、 第

11回実行委員会を開催し、 カンパ及び物品の寄贈状況等の報告と今後の取組み方を打

合せた。 医師隊員の参加が不可能になったため、 あわててN PMA Fへ医師隊員の参

加要請（最終的にはリエゾンオフィサ ー が兼務）や、 山下泰弘総隊長代理、 中村幸典

隊員が新たに加わったため、 N PMA F及び霞ヶ関の外務省に提出する隊員変更届等

の事務処理が続いた。 隊荷の梱包は7月22～24日に行い、 各隊員の出発日も決定した。

8月14日、 第12回実行委員会を開催し、 最終打合せ後に家族会を聞き、 遠征計画概

要、 連絡系統図、 登山の際の危険性、 事故処理等について説明した。 その後O B、 現

役合同の壮行会が開催され、 前途を祝した。

8月20日先発隊、 8月27日本隊、 9月3日後発隊各々を名古屋空港で、見送った後の事

務局の仕事は、 隊からの便りをネパール通信として隊員留守家族、 各O Bに発送して、

初登頂の知らせを待つばかりであった。

12月 4 日、 第13回実行委員会を開催し、 登山報告、 総括反省、 報告書作成計画、 次

回のラトナチュリ計画、 実行委員会の改組等を議題とした。 この会議をもってギヤジ

カン遠征の実行委員会は解散し、 今回の遠征隊員が実行委員会の事務局を引き継ぐこ

とにより、 新たな次の目標ラトナチュリ遠征の実行委員会として再生した。 即ち、 送

り出された隊員が次の遠征の実行委員会事務局を引き継ぐ事、 この原則が堅持される

限り、 遥かな山々に向かつて我々は歩みを進めることが出来るであろう。

思えば発案から実行まで 3 年の年月が流れた。 その聞に我々の良き仲間であり、 隊

の主力メンバ ーで、あった二俣が山に逝った。 皇冠峰に眠る三俣の冥福を心より祈って

いる。 その皇冠峰は、 1993年、 後輩の現役部員長谷川哲也が、 J A C東海支部隊に参
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3 ラトナチュリへの道程

加し初登頂に成功した。 以て膜すべしであろう。

それにしても初期の頃、準備会当時の、海ではなかろうが山のものともわからなかっ

た、 未だものになるのか見当のつかなかった頃のあの情熱とエネルギー は何だ
、

ったん

だろう。 そうした穂高の山荘での我々の集まりに、 いつもおいしい御馳走を用意して

下さった小川、 扇能、 井関の30 Bの奥様に衷心より御礼申し上げる。 鳴呼、 あの山

荘は我々にとってたしかに梁山泊であった。 数多くの皆様のご援助、 ご協力により遠

征隊は成立したが、 その出発点は穂高の山荘からであった。

工r6
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2. 1996年ラトナチュリ遠征

1 . 1994年

実行委員会事務局報告

実行委員会事務局

藤松太 一

年明けの1月5日に内務省より、 ギヤジカン峰のみの登山許可が下りた。 しかし、

ラトナチュリ峰に関しては国境上の位置確認を中国とする必要があり、 不許可となっ

た。

ポストにギヤジカン峰遠征が、 ネパ ー ル警察、 信州大学登山隊員全員の登頂という

大成功で終了した。 遠征終了後のネパ ール警察主催のパ ー ティでは、 初登頂、 全員登

頂の喜びが率直に表れていた。 信州大学側の返礼のパ ー ティ終了後、 総隊長代理の山

下、 隊長の藤松、 登馨隊長の田辺と共にネパ ール警察を表敬訪問し、 次回ラトナチユ

リ峰遠征の合同と許可取得の協力を強力にお願いし、 前向きの返答をいただき帰国し

た。 また、 この遠征時に近く見えるラトナチュリ峰の登山ルー トを検討したり、 写真

に納めてきた。

2. 1995年

1 ）ラトナチュリ遠征第1回実行委員会

2月12日にギヤジカン峰遠征の最終のまとめが終了し当実行委員会を解散した。 そ

して新たにラトナチュリ峰遠征の実行委員長として宮崎敏孝、 事務局長に隊長であっ

た藤松が選出、 承認され第1回の実行委員会が終了した。

また、 今回の遠征は、 ギヤジカン峰遠征の継続であり、 この遠征が実現すると当初

の目的が達成できることも同時に確認された。

2) 4 月16日 第 2回実行委員会

事務局から隊員の公募について、 従来の信大の遠征のスタイルどおりに希望者で隊

を編成すること、 ラトナチュリ峰の許可取得の手順や情報、 遠征計画の概要、 予算の

概要について協議し、 ギヤジカン峰の遠征にしたがった内容で進めていくことになっ

た。 次回については、 具体的な案を事務局から出す事を指摘され閉会した。

3) 7月9日 第3回実行委員会

28名という大勢の参加者が集まった。 小川から登山許可に関する情報として、 現在
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3 ラトナチュリへの道程

ネパ ー ル警察から各大臣に書類が回っているとのことである。

0 Kが出ると次のステップに進み、 内務省にいく手はずで、ある。 遠征費用の概要、

隊の構成、 日程などギヤジカン峰とほぼ同様の計画概要で討議された。

現時点において、 隊員の公募に8名の参加希望者があった。

4) 10月1日 第4回実行委員会

遅れていたギヤジカン峰の会計報告があった。 小川よりラトナチュリ峰の登山許可

の状況の報告があり、 前回とあまり進展していないが、 おそらく内閣での審議中との

ことであった。 公募隊員は9名で、 学生から定年間近な隊員までと年齢の差があり、

隊の構成、 タクティクス面において前回のようにはいかないだろうとの意見が出た。

また、 装備においても国内調達量の増加が指摘され、 費用面でも前回を超えるのでは

ないかとの意見が出された。

この段階で、 1 us ドル＝ 10 0円で計算していた。

遠征隊員の係分担を決め、 次回に係分担の案を提出することになり、 いよいよ計画

が実行へと具体的に動きだした。

5) 12月17日第 5回実行委員会

ラトナチュリ峰の登山許可がネパ ー ル政府の閣議で 2度却下された後、 今回 1回限

りという条件で許可が下りた。 ネパ ー ル側隊長のラナ氏より、 至急関係書類を送るよ

うにとの連絡が入った。 ネパ ー ルの大津氏からは正式な許可はまだなので安心しない

ようにとのコメントも入ったが、 おそらく年明けには正式許可が下りるだろうとの意

見が多数を占めた。

この間、 信州大学ばかりに、 2つの未踏峰の登山許可が下りるのは難しいのではな

いか、 ネパ ー ル政府と中国政府間の国境確定問題もあり、 本当に許可が下りるだろう

かとの不安が常にあった。

また、 これからが事務局としての超多忙の日々となった。

バイオデー タをはじめ、 関係書類の準備、 山岳協会からの推薦状、 説明、 送付、 寄

付活動などすべての行動を開始することになった。 また計画書も完成し、 隊員の係分

担も遠征13回の登撃隊長の田辺がリ ー ドする形で、実務活動に入った。

そして、 12月21日に正式許可が下りた。

3. 1996年

1 ) 2 月 3 日 第6回実行委員会

正式な登山許可が下りて必要な準備などが一段落した後の実行委員会。

コスモトレックの大津氏から登山料がこの 3 月1 日に改定され、 ポストモンスー ン

の隊から適用されると情報があった。 我々の隊の登山料も当然値上げということにな
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実行委員会事務局報告

り、 前回のギヤジカン峰、 東京農大のトゥインズ峰同様、 ネパ ール隊員分について価

格交渉することとした。

また、 医療担当であった医学部の磯部が不参加となり、 今後O B、 その他の中で遠

征に行ける可能性がある医者を探し、 いなかった場合はギヤジカン峰同様にネパ ール

警察から派遣してもらうことにする。 隊員の保険、 行動スケジ
、

ユ ール表、 寄付といっ

た事が少しず
、

つ具体的になっていった。

隊員は最終的に学生2名を含め8名となった。

2）日本・ネパー ル最終打ち合わせ

ネパール側の隊長であるラナ氏との最終の打合わせを行うために、 3 月21日から27

日まで事務局長の藤松がネパール警察登山探検財団を訪れた。

テントを中心にした装備、 キャラパン、 登山ルー トなどをつめた。 昔と違って今は

ファクシミリで、 その日の打合わせ結果を直ちに日本に送り、 再度確認事項が返って

くるので大変便利であった。 また訪ネしたことは、 お互いの信頼関係も維持でき有意

義で、あった。

3) 4 月以降の実行委員会

4 月からは毎月実行委員会が聞かれ、 4 月13日第 7 回実行委員会、 5 月18日第8回

実行委員会、 6月15日第 9 回実行委員会。 各係案の詳細が審議された。

この間ですべての具体的な計画が固まった。 また、 4 月 6 ～ 7 日に御在所岳で遠征

合宿を持った。 寄付については、 物品貸与を含め信大なりに集まってきた。

しかし物は結構集まったが、 お金が少ない、 予想外の円安等が一抹の不安であった。

4）相包作業

遠征隊員が 7 月18日から23日に松本に集合し、 O B の百瀬氏別宅を借用し、 買い出

しと相包の作業に入った。 キャラパンから登山までの期間が約2カ月、 一部の食糧と

装備中心の物資とはいえ、 なかなかの量であり、 隊員は盛夏のなか汗まみれになって

梱包作業に奮闘していた。

その結果、 隊荷を2回に分けて発送し作業終了とした。 以後はシー ＆エア ーでカト

マンズまで輸送された。

8 月10日に第10回実行委員会があり、 遠征隊出発の最終確認を行った。 また、 遠征

隊家族に対して宮崎実行委員長が遠征の概要、 事故における対応等についての説明が

あった。 そして、 家族、 学士山岳会を含め50人以上の参加者のもと盛大に壮行会が行

われた。 そして、 21日に本隊の 4 人が関西空港から出発し、 25日に宮崎実行委員長、

9 月 1 日に後発隊の 4 人も出発しラトナチュリ峰の遠征が始まった。 遠征終了までの

問、 不定期ではあるが現地の状況報告のファクシミリが入札 それを家族など関係者

に送った。
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3 ラトナチュリへの道程

10月をすぎると、 そろそろ登頂の第一報が入るのではないかと、 やきもきしていた。

当然ヒマラヤ遠征であるから多少のトラブルはあったものの（詳しくは隊員の報告の

欄に譲るが）全員登頂というすばらしい結果で終了することができた。

5）第11回実行委員会

例年11月3 日の文化の日がO B会と決まっているが、 今年度は遠征があり、 隊員の

帰国を待って23日に延期した。

遠征の報告が田辺登馨隊長のスライドを中心に報告があった。 当初の目的であった

ギヤジカン峰、 ラトナチュリ峰の未踏峰 2座に全員初登頂できたことは、「そろそろ

信大で遠征隊をだすか 」、「 それもいいだ
、

ろう」といった見果てぬ夢物語がスタ ートで

はあったが、 5年経過した今完結した。

この計画の牽引者であった山田哲雄先生、 小川勝委員を始め、 多くの先輩達が山に

憧れて信州の地に来て、 四季を通じて山に興じた「熱き思い」 が今回の遠征を支えて

くれた。

4. 事務局雑感

今の仕事もそろそろ飽き、 多少の変化と興奮する何かが欲しいと思っていた頃に信

大で遠征隊を出そうという話が持ち上がった。

穂高山荘での深夜におよぶ討論は山岳部時代を訪梯とさせるものがあった。

1994年のギヤジカン遠征の時は年も年だから遠征隊の後ろからついてゆき、 写真で

も撮れればいいやという程度の気持ちであった。

しかし、 隊長予定の渡部（ラトナチュリ峰隊長）が、 3 月に仕事の関係から辞退し

てしまい、 何故かそのお鉢が私の所にまわってきた。 状況が180度変わってしまい、

戸惑ったが仕方がない縦系列の杜会。 メンバー的にも揃っているので皆さんがやって

くれるだろう。 隊長は飾りでよいと考え返事をした。 登山は成功したが、 私は「円形

脱毛症」 となってしまった。 追い打ちをかけるように、「 ギヤジカン遠征隊の隊長は

現地からの報告をほとんどしない、一体何をやってるんだ」とのお叱りを受けてしまっ

た。 全くそのとおりであった。

これが引けめとなって「ラトナチュリの事務局長はギヤジカンの隊長がやるのが一

番いいjということで、 この任を引き受けざるを得なかった。

ギヤジカン峰の事務局であった小川、 扇能氏から分厚い書類を引き継いだ。 はじめ

は戸惑い、 扇能氏にその度ごとに電話をしながら仕事を進めた。 仕事をしているうち

に結構面白くなり、 自分なりに考え、 実行委員長の宮崎氏と相談しながら進めること

ができた。 遠征隊の方が楽だなと思う時もあったが、 ヒマラヤ遠征の企画全体にふれ

ることができたのは大きな収穫であった。
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実行委員会事務局報告

私自身1978年に初めてヒマラヤ遠征の経験をし、 1990年代に二つの遠征に直接関わ

る機会を得た者として、 時代が変わったと一言でいってしまえばそれまでであるが、

今の時代にヒマラヤ遠征の響きは昔と違ってしまった。

キャラパンコ ー スや高所ポ ー タ ー の優秀さ、 それにひきかえ未知なるものへの挑戦

といった山岳会が持つべき当然の目標が震んでしまっている。 そんな気持ちも多少持

ちながら、 今回のラトナチュリ峰遠征が無事終了したことは、 大学関係者、 関係企業

の絶大なるご理解と、 ご援助が得られ、 山岳会O Bによる支援があったからだと考え

ます。 数多くの皆様のご援助、 ご協力に感謝し事務局としての報告と致します。

ネパ ー ル警察登山学校長 グプタ ・ パハドウ ー ル ・ ラナ氏

D.S.P. G.B.Rana at Nepal Police Academy
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3 ラトナチュリへの道程

アンナプルナH峰北稜偵察登山

吉田秀樹

1992年、 信州大学山岳会ネパ ールヒマラヤ遠征実行委員会が発足し、 アンナプルナ

E峰北面への計画が進んでいた。 しかし隊の実力とルー トの困難度を今一度、 冷静に

判断すべきと実行委員会では考え、 再度、 2 回目の偵察隊が1993年秋期に派遣された。

その結果、 アンナプルナE峰北稜は危険が大きいとの判断が下され、 方針が大きく

変わった。

以下に参考資料として、 その当時の報告書を掲載した（ほぼ原文のままだが、 アン

ナプルナE峰北面中央稜をアンナプルナE峰北稜と改めた）。

1993年 第二次アンナプルナ｜｜峰偵察隊報告書

1 . はじめに

今年のモンス ー ンは、 この影響下にある各地に被害をもたらしました。

ネパ ールもその例外ではなく、 出発前、 ポカラまでの橋が崩れて通れないという情

報も入り心配致しました。 幸い道は復旧しましたが、 今回通過した車道、 トレッキン

グ道を問わず、 今年の大雨で崩れた、 或いは崩れかかったと思われる箇所が随所にあ

りました。

今回この偵察を、 あえてこのモンス ー ン中に行った事は、 実際の登山もこの時期か

ら始める事を想定したからです。 そういう意味では、 今年の悪条件は、 かえって我々

に様々な事を考える機会を与えてくれたと言えます。 ここに、 偵察の報告をし、 皆様

の御判断を仰ぎたいと思います。

1993年10月 偵察隊リ ー ダ ー 吉田秀樹

2. 行動記録

1 ）キャラパン

8月末日 豊田カトマンズ入り。
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9月6 日 吉田、津田カトマンズ入り。（株）日さく訪問（八文字氏）。

7 ・ 8 日 トレッキング許可等準備、 J I C A訪問（村上氏）、学士山岳会員大野

氏と面会、シェルパ 1名 （パサン・シェルパ）を雇う。

9 日 カトマンズ＜ 7 : 00 曇＞＝（パス5h) ＝デュムレ＜14: 40 晴れ＞

10日 デュムレ＜ 8 : 00 晴れ＞＝トゥレトゥレ （トラック故障で途中より徒

歩） 一一ボテオラ＜15: 00 晴れ後、雨＞

トラックの運賃は交渉により随分異なるようだ。国民価格は、ベシサ

ハー ルまで、150ルピー ほど。16時頃、激しいスコ ー ル。

11日 ボテオラ＜ 6 : 30 晴れ＞一一ベシサラ＜ 9 : 50 晴れ＞一一一ブレブレ

<15: 00晴れ＞

ベシサラは、大きな町であり、たいていの物は手に入る。ブレブレか

らマナスルやピー ク29が見える。

12日 ブレブレ＜ 6 : 30 晴れ＞一一シャンゲ＜12: 00 曇＞一一ジャガット

<15: 00 雨＞

標高も次第に高くなり、日が照らないと少々寒い。

13日 ジャガット＜ 7: （〕0 晴れ＞一一一タル＜ 9 : 50 曇＞一一一パガルチヤツ

プ＜16: 00 雨＞

タlレは滝のある広々とした気持ちのよいところ。

14日 パガルチャップ＜ 7 : 00 晴れ＞一一チャー メ＜11: 00 曇後雨＞一一

パラタン＜14: 30 雨＞

15日 パラタン＜ 6 : 30 雨＞一一ピサン＜ 8 : 40着11: 30発 雨＞←→ベー

スキャンプ偵察＜16: 30、ベー スキャンプ位置確認、18: 30帰着 雨＞

サラタンコ ー ラに入り、 登り口と思われる沢を登ったが、どこまでも

ブッシュが続き、3850m地点で、違うと判断下降する。奥の沢を登ると昨

年の報告書の記載と合致し間違いないと確認し下降した。雨で全員ズブ

濡れであった。 B Cまで約3時間半であった （127ペー ジの地図を参照）。

16日 ピサン＜ 8 : 00 曇＞ ー アンナプルナE峰北稜ベー スキャンプ＜11: 30 

曇＞

キャラノfン

昨日に続き天気はあまり良くなく、下部岸壁がよく見えない。14時頃

から雨が降り出す。ちょっと憂うつになってしまう。

デュムレにて、ポーター 3名を雇いトラックに乗るが、 1 時間少々で故障のため徒

歩となる。

ベシサラまでは、トラックの使用は可能だ
、

が、故障、道路崩壊等により通行不能と
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3 ラトナチュリへの道程

なることが多いため、 トラックの使用は考慮しない方がよい。 徒歩2 日。

実際のキャラパンでは、 デュムレからベ ースキャンプまで、 8 泊 9 日かかると思わ

れる。

2 ）ベ ースキャンブより偵察

9月17日 C 1位置の確認

6 : 30 晴れ B C出発

8 : 00 曇り 4450mのE

9 : 00 曇り 横断バンド右端岩場下部（480m）、 吉田トップでフィックスする。

もろい岩と湿った草っき（ID級程度）。

11: 00 曇り 横断バンド右端、 終了点よりアイゼン装着。 傾斜した雪のバンド

を250mほどノ ー ザイルでトラパースしてバンド中央部に出た。ここ

よりスタカットで吉田、 津田が更にバンドを進む。 豊田は落石を腕

に受け負傷したため中央部で待機。

12 : 40 曇り スタカットで、 4ピッチ進んだ後、 C 1位置（5000m） を確認、

下降開始。 バンド右端に更に30mフィックスする。

14: 40 曇り B C帰天

9月18 日 C 1へ荷揚げ

6 : 50 晴れ B C出発

10 : 00 曇り 横断バンド下部

11: 30 晴れ後曇り 横断バンド中央部、 時々落石あり。

11: 50 晴れ後曇り スタカットにてC 1予定地。

2のガリーの偵察、 C 1予定地を整地後、 隊荷のデポ。

12: 40 曇り 下降開始

14: 00 曇り B C帰天

2のガリーの様子

2のガリー は難ししかっ危険に見える。 又、 落石（たまに電話機ほどの大きさの

石も落ちてくる）、 チリ雪崩が頻繁に起きており「ど こを登ればよいのか」という感

じ。 ここは、 難しい雪稜を登れる人が短時間で登るべき所で、 フィックスを頼りに悠

長に荷揚げすべき所ではない。（津田）

9月19日 C 1へ（吉田、 豊田）、 津田は下降、 パック キャラパン開始。

6 : 40 晴れ B C出発

9: 50 晴れ C 1到達（バンド下部フィックス回収）
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12 : 30 晴れ 落石によりテント崩壊

13: 10 晴れ 下降開始

バンド下部へフィックスロ ー プを張り直し、 登馨具を中央ルンゼ

へ落とす。

15: 30 曇り BC

2 のガリ一 、 C l の様子

テント崩壊前にも上部岸壁より落石が近くであったが、 もうないだろうと思ってい

たら、 真上より前腕位ほどの石が落ちてきた。 落石直後私はてっきりテントの近くに

落ちたと思い、 外を見渡すと我々のテントはB lき裂かれ、 左足腿に痛みを感じ、 見る

とかすり傷を負っていた。

2 のガリーは昨日より落石、 雪崩は少ないが、 全くないわけではなかった。（豊田）

9 月 20日 C 1 より落とした荷の回収と休養

9 : 30 曇り B C 出発

11 : 00 曇り 雪国左端にて荷の回収

12: 00 曇り B C帰天

天気は下り坂で時々、 雨が降る。 写真にてルー トを再検討するが

他には考えられそうにない。 再度C 1 へ上がり早朝の様子を見てガ

リー を登ってみることにする。

9 月 21日 再度C 1 へ荷揚げ

6 : 50 曇り B C 出発

10: 30 曇り 横断バンド中央部

ここをC 1 として検討していたが、 小石大の落石跡が多く不適当

であった。 前回の中央ルンゼのC Iは落石の形跡がないため再度、

ここをC 1として荷物をデポした。

14: 30 曇り C 1 より下降開始

15 : 30 曇り B C帰天

2 のガリーの様子

相変わらず午後になると落石、 雪崩は頻繁に起きるようになる。 下降時、横断バン

ドにて前触れなく落石に当たりそうになり、 ヒヤリとさせられる。

9 月 22日 C 1 へ

7 : 10 曇 B C 出発

10: 40 曇 C 1 到着、 12時頃、 ツェルトを張る。 ヘルメットは常時着用。

2のガリー の様子

いつものように午前中はほとんど発生しないが、 午後から降り出した小雪と同時に、
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3 ラトナチュリへの道程

スノ ー シャワ ー カf落ちるようになる。

9月23日 停i帯

4 : 00 雪 起床

ガリ ーの様子を見て登る予定であったが、 昨日一時やんだ雪が夜中

に降りだし、 この日は停滞とする。

7 : 00 雪 様子を見るが、 雪崩の気配はほとんどない。

午後も雪で、13時半頃、 中央ルンゼ上部より大きな雪崩が発生した。 以後、 頻繁に

2のガリ ー 、 中央ルンゼで雪崩、 落石が起きるようになった。

9月24日 降雪多く悪天の ため下山

10: 00 雪 Cl出発、 ロー プ、 登翠具をC 1にデポし、 BCへ下る。

11: 45 雪 B C 着

13 : 30 B C出発

15 : 45 曇 ピサン着

2のガリ ーの様子

昨 夜未明から降雪、 2のガリ 一 、 中央ルンゼ上部より頻繁に大きな雪崩が起こ って

いた。 ツェルトが、 一 度つぶれる。 積雪は20～30cm程度。

下山時の横断バンドをトラパ ース中、爆音の後、上部岸壁より雪崩（大きめのスノ ー

シャワ ー）にあう が両名とも無事であった。

B Cのテントは小動物に3カ所穴をあげられ、 ごみが散乱していた。

ピサンからBCまでのポー ターによる荷揚げは状況によりフィックスロー プが必要

になるかもしれない。

3） バックキャラバン

i畢田、 パサン

9月19日 BC< 8 : 00 晴れ＞一一津田、 単独にて一一 ビサン＜10: 30 着、 パサ

ンと合流、 12: 00 発＞一一一ラタムロン＜16: 40 雨＞

工乙6

20日 ラタムロン＜ 6 : 10 晴れ＞一一一チャムジ
、

ェ＜12 : 10 雨＞一一一シャン

ジェ＜15 : 30 雨＞

21日 シャンジェ＜ 6 : 00 晴れ＞一一ブレブ レ ＜ 11: 00 曇＞一一ベシサラ

< 16 : 00 曇＞

22日 ベシサラ＜ 7 : 00 雨＞一一トラック一一トゥレトゥレ手前2 km<15:

00 晴れ＞トラック故障にて徒歩一一トゥレトゥレ＜16: 00 晴れ＞

23日 トゥレトゥレ＜ 6 : 00 雨＞一一一トラック一一一デュムレ＜ 9 : 50 晴れ＞



ピサン（Pisang 3185m) け

＼ ’
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アンナプルナH峰頂上（7937m）へ

(Annapurna II)

至 チヤ ー メ（Chame）ニニニエニユユーー一一一～一一一一 至 マナン（Manang)

マルシャンディ川（Marsyangdi river) K. Sawada

アンナプルナE峰北稜下部 偵察ルー ト図



3 ラトナチュリへの道程

パス一一ー カトマンズ＜14: 50＞コスモトレックへ報告、 J IC A村

上氏と面会、 懇談。

24 日 帰国

吉田、 豊田

9 月25日 ピサン＜ 7 : 00 雨＞一一一チャ ー メ＜11: 10 雨＞一一パ ガルチヤツ

プ＜16: oo>

26日 パガルチャップ＜ 8 : 00 雨＞一一一チャムジェ＜12: 30 曇＞ シャ

ンジェ＜15: 30 曇＞

重荷のためポ ー タ ー を 1人雇う

27日 シャンジェ＜ 6 : 50 曇＞ ブルブレ＜12: 30 曇＞ ベシサラ

<17: 00 曇）

28日 ベシサラ＜10: 00 晴れ＞一一ートゥレトゥレ＜20: 00 晴れ＞

トラックが必ず出るというのでポ ー タ ーを解雇したが、 トラックは出ず、

歩くことにする。 途中で再びポ ー タ ーを雇う。

29日 トゥレトゥレ＜ 6 : 30 晴れ＞一一一トラック デュムレ＜ 9 : 40 晴

れ＞一一パス一一 カトマンズ＜13: 30> 日さく（株）に宿泊

30日 食料品、 装備の調査

10月 1 日 帰国

3. まとめ

今回の偵察は、 2 のガリ ー の落石の状況を見ることに加え、 C2まで行き、 ルー ト

の確実性を確認する事であったが、 結果としてC1までのルー ト工作に終わった。

以下に問題点をあげてみた。

1）ピサン～ベースキャンプ

草原台地から4750mのルンゼ入り口（P127の図中の大） までは問題ないが、 草付屋

根へ移るとそこからベースキャンプまでは踏み跡程度であり、 傾斜が強い部分がある

のでモンスーン中は滑りやすく、 荷の重いポ ー タ ー にとっては部分的に、 フィックス

ロ ー プを張る必要があるかもしれない。

キャンプサイトは起伏がある小濯木が生えた草地で、 小テントは問題ないかもしれ

ないがキッチンテントは傾斜地に張ることになる。

2） ベースキャンプ～C1 

傾斜地帯の横を通る草っき部分は、 上部岸壁からの落石から安全とは言えないので

注意が必要。

横断バンドへ出る部分はフィックスロ ープを張る場合、 浮き石の掃除が必要であり、

128 



アンナプルナ峰 E 北稜偵察登山

かっ人為的、 自然落石に対し注意が必要。

大勢で荷揚げする時は、 所々にある岩陰に待機する必要がある。

横断バンドは落石、 降雪時のスノ ー シャワ ー の危険から免れない、 ただ勢いのつい

た落石は、 ほとんど下部傾斜地帯へ直接落下する。 バンド上には上部岸壁の途中から

剥離した石が落ちてくるので、 比較的勢いがない。

それらに当たってバランスを崩すことを考えると、 バンド上すべてにフィックス

ロ ープを張った方がよいと思われる。

3) C 1 キャンプサイト

設営のスペ ースとしては、 最低 4 ～ 5 人用テント 3 張り 分 （隊員、 シェルパ、 集荷

用）が必要で、あり、 従来のC 1予定地は唯一の所である。

テントステ ー ジを使えば他にも張るところはあるが、 いずれにせよ落石に対しての

保護策がとれる場合に隈られる。

（横断バンドは、4920～5 000mにあり、 トレース、 フィックスロ ー プが有れば、 20分

程度で横断できる）

4) 2のガリ ー について

下半分は井戸の底のような感じで、 上部の雪崩が集中する。

晴天時においては、 1 0時半頃から日が当たり始め、 落石、 雪崩が出始める。 夕方ま

で上部の日当たりはよく、 日没後までしばらく続く。 曇天で降雪のなかった日は昼頃

まで静かであった。

2のガリ ー は上部に大きなルンゼを 2つ持っており、 降雪が始まるとすぐスノ ー

シャワ ー や雪崩が始まり、 雪崩の聞に落石も混じる。

以上のことにより、 天候の合間を見てフィックスロ ー プ20本を張るには、 かなりの

スピ ー ドが要求され、 日数もかかると思われる。

また、 フィックスロ ー プを張った後も、 モンス ーン中のC2への荷揚げは非常に効

率の悪いものになるだろう。

5) C 2以上について

あまり観察できなかったが、 C2～C4間の第2核心部は十分可能と思われます。 去

年、又はそれ以前の写真と比べてセラック、クレパ スなどの確認が必要と思われる。

頂上岩壁を見ることは出来なかった。

6）その他

装備、 食料、 ポ ータ ー に関しては、 昨年 （1992年度偵察）と大きな変化はなく要点

のみ記載する。

装備：ロシア製、 韓国製、 ネパール製は安いが品質に注意。 良い物はそれなりの価格

である（タ ー メル地区で調査）。竹ポールはキャラパン中のジャガット以降で入手できる。
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食料：日本製のしょうゆ、 海苔、 椎茸、 豆腐などのほとんどがラジンパットの「ブ

ル ー バ ー ド」で手に入る。

医薬品：薬はインド製の物が入手できる。 ダイアモックスも手に入る。

アンナプルナE峰と北稜
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ギヤジカン信州大学・ネパ ー ル警察合同隊

ギャジカン信州大学・ネパール警察合同隊

田辺
::.i,. 
J日

マナスル山群とアンナプルナ山群の聞を穿つ、 マルシャンデイ川は、 コトにて北方

へ、 ナル ・ コーラという支流を分けている。 ナル ・ コーラは大ゴルジ
、

ェ帯となってい

るが、 上流で、 プー ・ コーラと名を変え、 ネパール、 中国国境のペリヒマール山群へ

と続いている。 この流域に初めて入ったのは、 1950年のテイルマンであったが、 その

後、 長く外国人立入禁止地域とされてきた。

この周辺には、ラトナチュリ（7035m）、ヒムルンヒマール（7126m）、無名峰（7098

m） ネムジ
、

ユン（7139m）、ギヤジカン（7038m） の 5つの7000m峰と多数の6000m峰

カtある。

最高峰ネムジュンは、かつてヒムルンヒマー ルと呼ばれていた。 そして、このプー ・

コ ーラ側からではなく、 南面ドゥ ード ・ コー ラ側より、 1983年、 弘前大学・ネパ ール

合同隊によって初登頂された。 その後、 ネパー ル政府の名称変更により、 この山の名

前はネムジ
、

ユンとなり、 その北方に新たなヒムルンヒマールが出現し、 1992年、 北海

道大学隊が西面プー ・ コーラ側より初登頂した。 この時、 初めてブー ・ コーラ源流の

山々が明らかにされたのであった。

私達、 信州大学山岳会と学士山岳会は、 1971年アンナプルナE峰（7937m） の遠征

以来1978年ジ
、

ユテイボフラニ（6850m） とニルギリ南峰（6839m） の 2つの初登頂を

はじめ多くの海外登山を行ってきた。 しかし、 1982年のアンナプルナE峰南壁と、 ガ

ネッシュヒマールE峰（7111m） 以降、 組織だ
、

った活動はしていなかった。 その後10

年たち、 実動メンバ ー も増え、 信大として、 大きな遠征隊を出したいという機運が高

まってきた。 目標は1994年秋、 アンナプルナE峰北面に新ルートを開くことであった。

そして実行委員会の強力なパックアップをうけて、 1992年と1993年に偵察を行った。

しかし、 1992年、 信大の生んだヒマラヤニスト、 二俣勇司をクラウン峰に失い、 予定

ル ートの危険性を勘案して、 計画は中止と決定された。 そして第2案として考えてい

た、 ラトナチュリとギヤジカンが、 急浮上することになった。

ネパ ールで未踏峰の許可を取得するには、 現地との合同が不可欠で、ある。 カトマン

ズでの交渉により、 ネパ ー ル警察登山探検財団（以下N PMAF） との合同が決定し、
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3 ラトナチュリへの道程

1994年秋の実施にむけて、準備を進めていった。

当初、 2 つの未踏峰を 1 度に登ってしまうという計画であったが、そううまくいく

はずがなく、1994年 1月、内務省よりギヤジカンのみ許可が下りた。 また、正式の登

山許可は、ネパー ルの閣議決定により下されるのであるが許可がなかな下おりず、じ

りじりとした毎日を送らされた。 準備の都合上、 6月末がタイムリミットである。 そ

うしているうちに、肝心のネパー ル内閣が総辞職してしまい、絶望的となった。 しか

し、辞職直前の 7月 1日に閣議で決定され、登山が実現した。 こうして、慌ただしく

準備を行い、 8月20日と27日に分かれて、1994年ギヤジカン登山隊はカトマンズ
、
へ向

かった。

通常、ヒマラヤ遠征には、成否をわける山場が必ずどこかにあるものだが、ギヤジ

カンの場合は、出発前に山場があったと言える。 一方ラトナチュリは、 国境稜娘上に

あるため、許可取得は更に困難であった。 ギヤジカンでの実績と、多くの人達の努力

により、許可が下りたのであった。

ギヤジカン初登頂（1994年秋）

9月19日、 私達はプー ・コーラ源流パングリ氷河左岸のアプレー ションバレー標高

48 00mに、 ベー スキャンプを建設した。 ベー スキャンプから望むギヤジカン北面は、

圧倒的な大岩壁と、絶悪のアイスフォ ー ルを持ち、私達の力量では手を出しがたい。

西面はなだらかで長大な尾根となっているが、末端から延々と尾根をたどるのも大変

そうであった。

そこで、北面より、西稜上部に出られる唯一のルー ト、北面支稜にルー トを取って、

9月22 日、登山活動を開始した。 ちなみにギヤジカンは、通常のヒマラヤの山とは異

なり南面と西面がなだらかで、北面と東面が切れ落ちている。

北西支稜の下部は、アイスフォ ール帯となっている。 その右岸、左岸とも、落石と

雪崩の危険があったため、ルー トは最初左岸のガラ場をつめ、途中でアイスフォ ー ル

を左へトラパー スした。 7ピッチのルー ト工作で左岸へ到達し、氷河とのコンタクト

ライン沿いに4ピッチ岩のスラブを登る。 更にアイスキャップを登るとC 1 (5350m)

である。 ここまでが技術的に核心部であった。

Clより小プラトー と雪稜をたどり、今にも雪崩そうなスノ ー ドー ムを 2つ越える。

ここから迷路のようなクレパス帯を右へたどって、中間プラトー へぬけた。 ここより

上部プラトー へは、アイスフォ ー ルが立ちはだ
、

かっているが、右端に滑り台のような

登路があり、 6ピッチのルート工作で、C 2 (6 1 00m）に出た。 C 2より大クレパス

をぬって進むと上部プラトーである。 登るほどに上部プラトー はそのまま広大な山頂

平原へとつづく。
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ギヤジカン信州大学・ネパ ー ル警察合同隊

6600m地点にアタックキャンプとなる C3 を作った後、 10月 7 日、 1 次アタック隊

6 名が初登頂に成功した。 つづけて、 10月10日と14日に 2 次・3 次のアタックをかけ、

登馨隊員17名全員の登頂に成功した。 山頂は広大で·， 300mほど東に東峰があったた

め、 一応登頂しておいた。 標高は、 本峰とほとんど変わらなかった。 なお、 この登山

では固定ロ ープを33本使用した。 また、 9月20日にモンス ー ンが開けてから、 連日晴

天がつづき、 登山期間1カ月の間に、 降雪を見たのは1回だけであった。

1994年信州大学・ネパ ー ル警察合同ギヤジカン登山隊 隊員構成

総隊長・山田哲雄（カトマンズのみ）、 総隊長代理・山下泰弘（B Cのみ）

隊長・藤松太一、 副隊長兼登馨隊長・田辺治、

隊員・三野和哉、 中村貴史、 中村幸典、 小久保陽介、 長谷川聡貞、橋口徹、 伊藤勇太郎

（ネパ ー ル側）

隊長・ G.B.ラナ、 副隊長・ S.B.カルキ

隊員 ・ G.B.ジョシ、 R.K.シヴァコティ、 P.B.カトリ
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3 ラトナチュリへの道程

ラトナチュリC2 (6550m）から見たギヤジカン

7038m 
C 3 6600m 

6100m 

5350m 

ギヤジ力ン登頂ルー ト図



4 雑人 － 雑感

カトマンズにて



4 雑人・雑感

ヒマラヤ遠征と私

ラトナチュリ登山隊総隊長

野村昌男

実行委員会から総隊長をやってくれというので、 これは大変なことになったと一度

はお断りをした。

しかし、 どうも一番歳をとっていることと、 日本側隊長とネパール側隊長と意見が

異なるとき調整役をやってくれればいいということで押し切られ、 この大役を引き受

けてしまった。

実際、 すべてのことは両国隊長がやってくれて、 意見が衝突することはほとんどな

く、 総隊長の出番はなかった。

取り立てて言えば、 キッチンボー イのベンパ君が、 B Cで半身が動かないことを訴

え、 ヘ リコプタ ー を呼ぶか否かで意見が異なった時、 日本側の要求をネパール側にの

んでいただいたことがあった事だけである。

ベンパ君は無事ヘ リでカトマンズ
、

へ下山した。

この遠征は、 信大山岳会の一昨年ギヤジカン峰初登頂に積み残されていた宿題の山

であり、 元々この山に行きたいと言い出した隊長の渡部君の山と言っても過言ではな

し、。

許可取得にはいろいろ苦労はあったが、 渡部君とネパール側隊長ラナ氏のもとで16

名が全員登頂を果たすことができ、 喜ばしい限りである。

私も一隊員として、 山頂に立てて、 感慨無量の思いを味わせていただいた。

私はこの遠征中に55歳の誕生日を迎え、 また、 10月3 日には孫娘が生まれた。 白髪

の域に達して、「何を今更ヒマラヤを！」と酔狂な年寄と思われるが、 今から35年前、

亡くなった友達といつかヒマラヤへ行きたいと話し合っていた夢が、 やっとこの歳に

なって実現できた。

実際に来てみるとすごい。7000～8000m級の山なみの大自然には圧倒される。 空気

の濃度が平地の半分以下になったときの身体の反応は、 体験してみなければ判らない。

6550mで、の CZ テントで、の生活で、は眠ったら酸欠で死ぬのではないかとの不安で一睡

も出来なかった。 頭痛に悩まされ、 寒さで痛めつけられる。

寒風吹きすさぶ早朝に第2キャンプを出発し、 感覚薄れる手足を一生懸命動かし、
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ヒマラヤ遠征と私

息もたえだえに、 10月 16日、 12時40分にラトナチュリ山頂に立ったときは、 今までの

苦労はすべて忘れてしまった。 会社を退職し、 この日に備えて単独行を繰り返し、 体

力を養成してきた今までの苦労はすべて吹き飛んで、しまった。

無謀と言われるかもしれないが、 総隊長としてよりもー隊員としてラトナチュリに

初登頂できたことが一番嬉しい。

1996年10月 20日 ベースキャンプにて

降雪の朝ベースキャンプにて（前列左よりシヴァコティ、 野村、 ガレ、

後列左よりラジ
、

ユマン、渡部、アルジュン）。ラトナチュリ西峰（6600m)

が見える
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4 雑人・雑感

テイルマンに寄せて

ラトナチュリ登山隊日本側隊長

渡部光則

先日、インドのH ・ カパデイヤ氏から、ヒマラヤンクラブのニュ ースレター 1998が

送られてきた。その言卜報欄にジミ ー・ ロパ ー ツ氏（Lt.Col James Owen Merion Roberts, 

1916-1997）が、11月1日、ポカラの彼の自宅で亡くなったことが、彼の略歴と共に

記されていた。

帰国前夜、カトマンズの大津氏の御自宅で御馳走になった折、たまたま彼の話題が

出ただけに、一つの時代が確実に終ったという感概深いものがある。

ロパ ーツ氏が生涯、独身を通したように、彼のことを思うと、H.W.テイルマン

(Harold William Tilman,1898 -1977）を想い起こさずにはいられない。私自身の 3度

のネパールヒマラヤ行は、1949年と翌日年の彼のネパールヒマラヤ探検の範曙から一

歩も出ていない。高校生の頃はネパー ルヒマラヤは閉ざされていた時代だった。故郷

の岩場で知りあった社会人の人達は、 ヨ ー ロッパアルプスの北壁を目ざしていた時代

であったが、私自身は、 ひたすらテイルマンやシプトンに憧れ、ヒマラヤを夢み続け

ていた。73年、大学4 年生の時、 同期の高橋と二人して出かけたヒマラヤ行のテキス

トは、もちろんテイルマンの『ネパールヒマラヤ」であった。彼がランタン谷の宝石

と呼んだ
、

ガンチェンポの初登頂をねらったが、ツェルトにザイル 1本、食糧はツァン

パにキャンジュンで求めたチーズだけで、初見参の二人に登れる程、ヒマラヤは甘く

はなかったが、 それでも我々はアンピシャスであった。ランタン氷河を遡って後、ガ

ネッシュ ・ ヒマ ールのチリメ ・ コ ーラに入った我々は、氷結したヤン・ツォを渡り、

テイルマンが初登頂したパルドールの肩に達して、アンク ー ・ コ ーラを眺めた。 その

後、ガネッシュ ・ ヒマールの南麓を横断して、ブリ ・ ガンダキに出た後、ラルキャ ・

ラを越えて、彼が1950年に偵察したヒムルン ・ ヒマ ール山群を真近に眺め、 その奥の

遥かな山々に憧れた。

四半世紀近く過ぎたが、幸いにもナル ・ コ ーラ源流に入域出来て、ラトナチュリの

初登頂に成功した。登山が早く済んだら、彼がプー ・ガオンの村から達した国境のコ

ング ール ・ ラの峠に、彼を偲んで出かけてみたいと思っていたが、日程が遅れ、かな

わぬ夢となった。年をとって高峰に登れなくなったら、再びプーの村を訪れ、今度こ
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テイルマンに寄せて

そ、 彼が立った峠に出かけたいと思う。

’93年暮、 合同登山の交渉に、 小川勝O Bとカトマンズに出かけた際、 タ ー メルの本

屋でテイルマンとシプトンの著書を各々求めた。 テイルマンのそれは『赤道の雪』か

ら『ネパールヒマラヤ』までの7冊の合本である。

現在単身赴任の一人暮し、気ぜわしい日々の暮しに疲れた時、辞書を引き引き、テイ

ルマンの本を読んでいる。 本のカバーの裏表紙に彼のポ ー トレ ートがある。 ピッケル

の上に厚いパンを載せ、 パ イプをくわえた、 かつて諏訪多栄蔵氏が一番好きだと『ネ

パールヒマラヤJ訳文の解説に書かれた、 それである。 その写真を眺めているだけで、

何だか元気が出てくるようである。

下山後のパーテイにてラナ隊長より記念品を受ける渡部隊長
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ラトナチュリ登山隊に参加して

ラトナチュリ登山隊に参加して

ネパ ｝ ル警察登山探検財団山岳部

ギタ・バハドウ ー ル ・ ジョシ

1996 （ネパー ル暦2053）年の秋に行われた、 マナン州の西方に位置する未踏峰ラトナ

チュリヒマー ル（7035m）へ「ネパール警察・信州大学合同登山隊」の隊員として参加

できたことを大変嬉しく思います。

今回のような成功は1994年のネパール警察と信州大学山岳会のギヤジカンヒマー ル

(7038m）合同登山にもありました。

ネパー ル側隊長のグプタ ・ パハド ー ル ・ ラナ氏、 登山総隊長の野村昌男氏、 日本側

隊長の渡部光則氏に心から感謝を申し上げたいと存じます。

また、 同じくネパールと日本両国の隊員全員の方々へも、 この登頂の成功に関して

感謝と祝福の気持ちを送りたいと思います。

過去、 ネパー ル警察は数々の登山に参加し成功を収めてきました。

今回の登山の成功は両国の隊員がお互いに気持ちをよく理解した結果だと思ってお

ります。 もちろん過去の合同登山でも両国の隊員間でお互いの気持ちを理解し、 協力

し合う強い心構えがありましたが、 今回は過去よりも更にお互いの気持ちがより一つ

になった事と、 信州大学山岳会の皆さん達が大変厳しい規律をお持ちである事から目

的を達成出来たと思います。

信州大学山岳会の皆さんの大変正しい規律に私は非常に驚き、 皆様に感謝したい気

持ちでいっぱいです。 両国メンバ ー の心が一体化したため今回の登山が成功しました。

ヒマラヤ登山は簡単なことではなく非常に危険な作業です。 しかし、 心を一つにし

て仕事をすればどんなことも成功させることが出来ると信じております。

今回の成功を祈ってネパー ル側と日本側の皆さんに心からおめでとうを言いたいと

思います。 また、 皆さんの将来の成功をお祈りいたします。

（訳：信州大学農学部 マドウ ・ スダン ・ シュレスタ）
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4 雑人 ・ 雑感

初登頂後のクライマックス ・ 帰りのキャラバン

田辺
ごム
J口

10月22日、 B Cを撤収する。 帰りのキャラパンは、 ヤクと馬を使うため、 プー ・ ガ

オンから村人が上がってきた。 彼らは、 グルン族を自称しているが、 生活習慣や考え

方は完全にチベット人である。 まず、 隊荷の山を前にして、「この荷は重い、 いやあ

の荷は軽くて不公平だ」と、 さんざん議論の花を咲かす。

すべての荷物を彼らの前で計量し直すと、 軽い荷物がいくつかあった。 これを合わ

せると、 隊荷が2個減ることになり、 また果てしない議論となる。 ヤクにつける荷物

なのだから、 多少重くても軽くても問題はないのであるが、 少しでも良い条件を私達

から引き出すために、 それぞれが勝手なことを大声でわめきちらすのであった。 その

うち、「この山は、我々の山である。 我々に許可なく登ったのは実にけしからん。 よっ

て我々に登山料を払え」という者が現われ、 マナスルに初登頂した日本山岳会隊を思

い出してしまった。 夕方、 話がやっとまとまると、 大勢いた村人は、 ほとんど姿を消

した。 どうやら団体交渉についてきた、 やじ馬らしかった。 16時になり、 やっと出発

する。 その瞬間、 荷物をつけたヤクの群れが大暴走を始め、 振り落とした荷物を残し

て、 下界へ消え去った。 私自身、 ヒマラヤ遠征14回目にして、 初めてお目にかかる大

スベクタクルであった。

キャラパン2 日目、 おそれていた大雪がやってきた。 このため、 私達は、 カン ・ ラ

越えの道を閉ざされ、 ナル ・ コ ーラに閉じ込められることになった。 これは、 プー ・

ガオンの村人にとっては願つでもない幸運であった。 彼らの意のままに、 できるよう

になったからである。 降り続ける雪の中、25日にはストライキをうたれ、 私達は食

料 ・ 燃料とも欠乏し、 進退きわまった。 やむなく2 6日、 一部のネパ ール隊員と田辺を

残し、 他のメンバ ーは口減らしのため、 行きに3日かけた行程を1日で、走って、 マル

シャンデイまで脱出することにした。 行くも地獄、 残るも地獄という状況の中、 今度

はドクター が雪道で、滑って、 左足を複雑骨折してしまった。 ヒマラヤ遠征には、 成否

をわける山場が、 どこかにあるものである。

しかし、 帰りのキャラパンに山場がやってくるとは思いもしなかった。 現場では、

ドクター 自身の指示のもと、さっそく足を固定し、キャンプサイトでは、搬出用にドッ
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初登頂後のクライマックス ・ 帰りのキャラパン

CZへ登禁中の田辺隊員

コ（竹カゴ）を切って加工した。 すると、「このドッコは私のものだ。 絶対渡さない」

というプー ・ ガオンのおばさんが現われ、40ルピ ー のドッコに対し、500ルビ ー も支

払わさせられた。 ここの住民は、 困っている人を見たら、けとばして身ぐるみ剥げ、

という教育を受けているのであろうか。

そんなことをしているうちに、プー ・ ガオンの村人達も、 ヤクと馬をうごかしてく

れることになったが、その日当は最初の約束である200ルビ ーから、 500ルビ ーまで跳

ね上がっていた。 ストライキの効果は絶大であったと言えるが、何はともあれ、26日、

苦痛に岬くドクタ ーとともに、キャンからダラムサラまで移動することができた。

翌日、ダラムサラからマルシャンデイ街道のコトまで 1日の行程であったが、また

してもサボタ ー ジ
、

ユにあい、 全隊荷がコトに集まったのは、28日であった。 こうして

ナル ・ コーラから脱出できたが、プー ・ ガオンの村人を即座に首にしたのは言うまで

もない。 支払いが大モメとなり、怒ったサ ー ダー のヌルが、ククリを振りまわして、

自分の指を切ってしまうというハプニングもあった。 ネパ ール側隊長のラナ氏もすっ

かり頬がこけた。 それにしても、警察という国家権力がこれほど住民にベロベロ祇め

られまくるとは、 ありそうなこととはいえ、 新鮮な体験であった。

マルシャンデイ街道まで出れば、 後は法律の通用する世界である。 28日に、 レス

キュ ー ヘリコプタ ーでドクタ ーを運び、 11月3日、警察庁長官以下の盛大な歓迎を受

けて、 私達はカトマンズへ帰着したのであった。
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雑 感

金子鉄男

卒業してからも 5 年程、 許される限り登山活動を続けていたが、 30歳の時、 アキレ

ス臆を立て続けに2回も切る怪我のため歩行障害が残り登山はあきらめていた。 仕事

も忙しく、 別に登れないことが寂しいということなしに過ごしていた。

不惑の年をかなり過ぎた45歳頃より、 運動不足の解消を目的にそれなりの登山活動

を再開した。 元来、 雪山が好きであったので、 西穂高、 木曽駒ヶ岳のようなアプロ ー

チが楽な山の正月、 ゴールデンウィ ー ク時期の登山を考えており、 ヒマラヤに行ける

とは考えていなかったし、 その時点では行こうとも考えていなかった。

3 年程そんな調子で、 分相応の登山を楽しんでいたが、 いつしか学士山岳会の総会

に顔をだすようになった。 この頃は、 2人の子供達も大学生となり、 親として精神的

ゆとりができる時期でもあり、 気のあった山仲間と仕事以外の話をしながら酒を飲み

交わすことが新鮮で楽しかった。

しかし、 やはりヒマラヤ遠征は自分とは無縁の世界と考えていた。

自分の学生時代とは異なり、 後輩の仲間には卒業してさらにヒマラヤの山を登る精

鋭の田辺君、 吉田君のような山屋がおり、 その人達の話を聞くうち「仕事も山も独学

でなく正しい最新の知識を得れば、 ある程度までのレベルに早く高く到達するので

は？」と考え方がかわってきた。 登山では歳をとりすぎているし他のメンバーの重荷

になり迷惑をかけるかも知れないとの思いと、 仕事人間であった故に別の視点から自

分を見直す機会かもしれないとの思いが高まり、 同期の御子柴三男君の勧めもあり50

歳を前に今回の遠征参加を決意した。もちろん、 会社周辺の理解を得ることが第ーで

あったが、 上司にもめぐまれ、 気持ちよく長期休暇を認めていただいた。

気の持ち方とはおもしろいもので、 遠征直前には、 足の怪我をおして東京を早朝車

で出発し富士宮口六合目から富士登山を行い、 10時間後には再び東京に戻るまでに

なっていた。 遠征を意識しなければ、 こんなことは考えなかったと思うし、 出発直前

の時間的余裕のなさが意識の高揚につながったといえる。

出発まで医療品・装備品の寄贈から購入までの調達、 そして松本での梱包などいろ

いろやらなければならない仕事はあったが、 田辺君の適切な指導があり、 また本業の
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橋梁の現場に乗り込む前の準備期間と、 集めるものこそ異なれ、 基本的に仕事の延長

線上の作業であった。

関西国際空港で扇能君、 家族の見送りをうけカトマンズについてからは、 やはり今

までの経験になかった世界であった。 言葉の壁と遠慮も手伝い意思疎通が円滑に進ま

ぬ中でのネパール側メンバ ーとの共同作業、 田舎のくせに排気ガスの充満するカトマ

ンズでの買い物など、 正直いって疲れはしたが、 楽しいひとときであった。

それでもネパールは、 アジアの国であり人種的にも日本人に近く、 我々のルー ツと

いえる原風景が背景にあり、 私にとっては登山活動以外の生活もなじみやすいもので

あった。 余談だが帰国直前のカトマンズでは、 現地にすっかり同化していたのか、 閣

の両替商に声をかけられることはなかった。

登山活動は、 国内登山にない高度順化の出来不出来で成果が大きく異なる。 私を含

め高齢者の多い我が隊が、 ギヤジカン隊同様に全員登頂という成果を上げられたのも、

田辺君を始め経験者の高度順化教育があったお陰であろう。 精神論を振りかざすこと

なく、 全員に高所医学を理解させた上での順化メニュ ー が体に優しかったと考える。

とはいえ生理機能を円滑にするために飲む一日41の水分補給のお陰で、夜間何度トイ

レに行き来したことだろう。 ふつうなら安眠の妨げになる過剰水分の摂取は控えるの

だ
、

が。

登山自体は呼吸困難な他は、 吹雪の中を活動したわけでなく日本の冬山より乾燥し

た快適なものであった。 ただ、 ルー ト工作後のトレースをたどっただけであり無駄な

体力消耗は避けられたが、 高地では体力的余力がないため、 ちょっとした滑落などの

ワンミスが命取りになることも実感できた。 登頂直前の瞬間は今までの準備期間の長

さ、 いろいろなしがらみが脳裡をよぎり、 感情が高ぶり感謝の気持ち一色の状態で

あった。 透明で素直な自分がうれしかった。 悟りとはこんな境地から始まるのかなと

考えたが、 下界に降りるにつれ俗世に苦もなく順化した。

帰国後、 熱気がさめた頭で悩んで、いる。 かなりの無理を押しての遠征活動であり、

会社には迷惑をかけたし支援もしていただいた。 いろいろの人たちの温かいご支援も

たくさんいただいた。 このお返しは出世払いでお返しする歳でもないし困っている。

ただ、 いつまでも若さを忘れず夢をもってことにあたれば目的は達成されるほど甘

いことでなく、 ヒマラヤ登山に長けた人たちとの出会いという環境がなければ成就し

なかったとあらためて考えている。 パソコンにたとえてみれば、「多少器械（肉体）

が古くなっても、 新たに良いソフトウエア（環境、 知識）に巡り会えば、 いままで出

来なかった仕事が出来るようになった」との学習成果と遠征に参加したという事実報

告で、 とりあえずご容赦していただくほかないと居直っている。

もうすぐ、 52歳。 社会生活において何事にも自分の経験で判断し独善的になりがち
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であるが、 他人の知識 ・ 考え方の中に気がつかないソフトウエアがいくらでもあるの

でないか？ と考え仕事における次の目標とやり方を模索するこの頃である。 最後に

感謝の気持ちをこめて ナマステ！

C I直下の急雪壁へ荷揚げに向かう金子、 津田、 ジョシ、 フル
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TO 

The Academic Alpine Club of SHINSHU 

First of all I would like to give my hearty for providing me an opportunity to write few 

words for your final report. I really e吋oyed this 巴xpedition on the way to base camp and 

while r巴maining at the base camp climbers and other staff as well. I am very glad on the 

success of expedition and congratulation to all summiters. I thank you all for your co­

operation, helpfulness and well disciplined manner. I hope Nepal Police and shinshu 

University of Japan will organize such expedition in the days to come. Thanks-alot. 

Date : 6 Nov. 1996 

Liaison Officer 

(Inspector ,J .B.Nepali) 

National Police Acad巴my

Kathmandu 

プー ・ ガオン手前にてラナ隊長（左）とリエゾンオフイサ ー ・ ジャヤ隊員

Mr.G.B.Rana (Leader of Nepal team) and Mr.JB.Nepali (Liaison O妊icer)
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信州大学学士山岳会へ

リエゾンオフイサ ー ・ 国立警察学校警部

ジャヤ・ビ
、

シュヌ ・ネ；，リ

私に、 この報告書に一言申し上げる機会を与えて下さって心から喜んでいます。

私はベースキャンプに向かつてキャラパンを行っている時や、 他の登山隊員やス

タッフ達と一緒にベースキャンプに滞在している時は、 大変楽しい時間を過ごしまし

た。

今回の登頂が成功した事を大変喜んで、います。 又、 登頂した隊員の皆さんに心から

「おめでとう」を言いたいと思います。

皆さんのご協力、 優しさと親切に深く感謝し、 今後も信州大学とネパール警察の合

同登山が続けられることを期待します。

（訳：信州大学農学部 マドウ ・ スダン ・ シュレスタ）
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登山日誌より

津田克彦

1985年3月 8日 8 : 45 曇り、 強風 ベテガリ岳（津田、 藤田）

コイカクシュサツナイ岳から来た。 低温で手が痛い。 嬉しい卒業記念になったが、

ベテガリ、 利尻、 そしてヒマラヤ未踏峰へという計画は、 6年間の在学中に実現出来

なかった。 ベテガリだけでも3回目だ。 3週間もすれば会社員だが、 仕事を続けなが

ら計画の継続は果たして可能だろうか。 一つの実験といえるだろうと考えながら小雪

の舞う西稜を下る。

1987 年1月 1日 曇り 空木岳頂上 単独

社会人ともなると学生のような長期登山が行い難い。

1988年5月 5日 雪、 雨 鹿島槍 単独

爺ガ岳から縦走してきたがキレットで風雪になり視界効かずツェルトビパーク。 長

い夜を過ごし朝を迎える。

1990 年1月 3日 12: 00 アンナプルナ内院B C4000m 雪 単独

降りしきる雪の中、 帰りに寄ったヒンク洞穴でヨ ー ロッパ人達が焚き火を囲んで、い

る。「もう帰るのか。 ゆっくり晴天を待とうぜ」と誘ってくれるが、 日本の短い休暇

を説明し、 1人下山する。

199 1年4月30日 14: 30 曇、 利尻岳東稜（丸山、 加藤、 津田）

ガスと強風の中、 登頂。 丸山君、 加藤君との愉快な登山。 次はヒマラヤだと思う。

1992 年12月2 9日 10 : 15 曇り強風 奥穂高岳（今滝、 津田）

冬山らしい烈風の奥穂高頂上。 ガスの切れ間に滝谷が凄い様相をのぞかせる。

1993年 1月 穂高山荘 ヒマラヤ実行委員会

岩村君が「アンナプルナE峰の計画があるらしいjと連絡してくれた。 O B会とは

疎遠になっていたし大登山隊は趣味ではないが、 話だけでも聞きたいと思い参加。

1993年9月 17日 11: 00 晴れ後、 曇り アンナプルナH峰北稜下部岸壁横断バン

ド5000m

北稜へ上がる「2のガリーJを見つつ、 憧れてきたものの自分には難しすぎると思

つ。
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1994年10月2 0日 愛知県知多市にて

信大、 ギヤジカン初登頂の朗報を聞く。 連中の顔が足、い浮かび
、

嬉しい反面、 こちら

は出向先のコンビナ ー トで仕事に集中し全く山へ行かない1年を過ごす。 もう未踏峰

どころか国内登山さえ無理になっている。

1995 年12月 実行委員会

ラトナチュリの許可が下りた。 まさかと思ったが本当のようだ。 即座に決心し隊員

に立候補する。 上司にも無理難題を相談する。 好意的に聞いてくれるが、 とんでもな

い部下である。

1996年 1月3日 赤岳西壁 （田辺、 津田）

思うようにスピードの上がらない登撃であった。 これではいけないと思う。

2 月3日 赤岳主稜 曇り後、 雪（津田、 磯部）

現役の磯部君を連れて、 すべてリ ー ドして登馨する。

4月1日 異動、 引越し

思いがけず異動命令。 新しい職場で登山どころではないのではと心配する。

6月1日 会社からの許可下りる

寛大なる許可が得られ、 良かった。 仕事が忙しく準備が出来ないので因る。 トレー

ニングも余計な事を行わず毎日、 深夜のランニングと週末の富士山だけに集中する。

8月2 5日 準備

先発隊から忘れ物や買い物依頼が次々に電話やファクシミリで連絡される。

仕事が終わってから買い物に行くので、 すぐ閉店時間が来てしまう。 仕事を何とか

切り上げるべく、 連日残業、 休日出勤で、 体調を壊さないように極力気をつける。

9月1日 後発隊出発 荷物234kg、 R A412, 13 : 00、 関西空港一一一カトマンズ現

地時刻18: 10着

前日の午前中まで仕事をしていたが、 現実に出国できた。 今までの束縛と緊張から

急に解かれ脱力感におそわれる。 インド上空から金色のガンジス河を眼下にしている

と元気になってくる。 なんと実験は計画通りに進んで、いるではないか。

9月8日 くもり、 気温30℃、 キャラパン（トゥレトゥレ～ ボテオラ）

炎天下、 マルシャンデイ川に沿って点在する村々を通り、 のんびり歩く。 牛、 アヒ

ル、 犬、 子ども、 大人、 教科書を手に学校へと歩く女学生。 小学生の質素な青い制服

とネクタイカfかわいらしい。

カトマンズの喧喋から離れて農村部へ来ると本当に落ちついた感じである。

電気のない自然の生活がよいなどと軽々しくは思わないが、 質素な食事、 厳しい労

働、 川で洗濯している親の横で、泳ぎ回っている大勢の子どもを眺めるにつけ、 日本で

の生活というもののあり方について考えざるを得ない。
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9月22日 晴れ 高山病

今日は5200mのベ ー スキャンプへ地元のラマ僧がきて祈祷をする大事な日である。

ところが腹痛と頭痛で目覚め、 朝食もほとんど吐いてしまった。 もう、 4500mのカル

カ（放牧地）には順応しているはずなのにと思いながら出発する。

しかし、 途中で呼吸が激しく、 頭痛がひどくなり、 5000mから 1人でパングリ ・ カ

ルカへ帰った。 4500mにはまだ順応していなかった。 自分の高度変化に対するリズム

が判る。 こんな所でこの状態ではと思うが先は長いと自重する。 1人、 テントで横に

なっているとガレさんが親切にも紅茶を大量に持ってきてくれた。

10月9日 晴れ 前進ベ ー スキャンプ～Cl ～C2 Bパーティの高度JIJ貢化（L . 

津田、 金子、 小林、 ジョシ、 フル）

本日はAパーティのアタック日である。 我々Bパーテイは荷揚げ、 高所順応を兼ね

6600mの西峰を越え、 高所キャンプ（C 2）入りする。

天候もよく、C2から頂上直下に黒点4つが見える。 まさしくAパーテイの田辺、内

田君等である。 登頂は時間の問題だと嬉しく思う。 果たして自分はあそこまで行ける

のか。 Bパーテイも全力を尽くす以外にない。 Aパーテイの健闘を祈りC1へ下った。

30分ほど歩いたところで、「ただ今より下る、 ザイルが足りないjとAパーティと

B Cとの交信を傍受。 先程まで本日が初登頂と思っていただけに不可解に思う。

10月14日 Aパーティサポ ー ト C2～頂上アタック

悪天などで、 3回目の計画変更。 Aパー テイのサポ ー ト隊としてC2入り。 我々、

Bパーティはサポ ート隊として 分割された。 高所順応、 休養のリズムも狂い、 日数的

にも、 再度アタックできる可能性はないが、 今はまず第一次登頂隊をサポ ー トして、

とにかく登頂者を出さないといけない。

夜半、 少し降雪あり。 テントの上から積もった雪に頭と足先が圧迫されて夜中に目

覚める。 どんよりとした頭痛がする。 学生時代、 豪雪に苦しんだ剣北方稜線のことな

どが思い出され、 あまり眠れない。

午前3時30分、 起床。 外に出てみたが風が強くネパール側も行動の気配なし。

5時頃、ドゥルガ隊員が声をかけてくる。彼らも登る気だと明るい気持ちになる。し

かし朝焼けが不気味だ。 天候がよくない事を示しているが、 風が弱まるまで待機する。

5時半定時交信。「期待しているが無理するな」と渡部さんより返事。

風が幾分弱めになってきたので、 7時にテントを出る。

カメラを 2台もって行くべきか迷う。 少しでも軽くしたいが、 記録係の責任もあり

結局、 一眼レフとコンパクトカメラをザックに入れた。

地吹雪の中、 出発。 まず西峰（6600m）と主峰の間にあるコルへ降りる。 最後尾か

ら写真を撮りながら行ったので先頭から100mほど離れてしまった。 最低コルは烈風
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の通り道のようで、雪煙があがっている。

日本の冬山では、 どんなに寒くとも30分も歩けば体が暖まってくるが、 いくら歩い

ても体は温かくなってこない。 酸素が薄いので発熱量も小さいのだろう。

頭が痛くなってきた頃、 先頭のツル、 田辺に追い付いた。 頭が痛いのは寒さのため

とも思い、 高所帽の下に目出帽をかぶることにする。 日出帽を出そうとしてザックを

聞いている時、 オ ー バ一手袋の流れ止めが切れ片方が飛ばされた。 予備の手袋を出し

てはめる。

目出帽を飛ばされると致命的になりそうな気がして、 ツェルトをかぶり目出帽を慎

重に取り出し、 高所帽の下に被り衣服を整え一息つく。 頭が温かくなり、 あと4ピッ

チくらい登れると確信し再度出発する。

田辺が何か怒鳴っている。 トランシー パーの電源が切れていた。

青空が時折、 見えるが相変わらず吹雪いている。 そのうち、 ドゥルガ隊員が頂上だ

と叫んでいる。 おかしい、 あと2ピッチあるはずだ。 しかしツル隊員はピッケルをあ

げている。 そこは頂上だ
、

った。 南北に約10m程の雪稜のような。

もう登らなくてよい。 遂に来てしまった。 ネパール ・ チベット国境上である。

トランシー パ ー では「みさなんありがとう」としか言えない。 これまでの荷余曲折、

妻の事、i軍然となった感情で疋然としてしまう。

強かった風も若干弱まり、 時折、 聞ける視界の中にダウラギリ、 マナスルなど話や

写真でしか知らなかった8000m級の山々が青くみえる。

また、 チベット側は対照的に赤茶けた高原が広がり所々に青い池も見える。 ルンボ

カンリが見える。 あの奥にH. ハー ラーが滞在していたラサがあるのかと思う。

旗を立て写真を取ったりしているうちに60分がすぐに経ってしまった。 名残惜しい

が体も冷えきり早く帰りたい。 あまり視界の利かない中、 黙々と下降する。

プラトーに再び
、

戻った頃、 周囲は完全にガスで見通しも利かず風も強くなってきた。

C 2までの登りはいつもの冬山ならせいぜい30 ～40分といった距離であるが、 2時

間もかかって登り返した。

ヒマラヤでは登頂できても下りでの事故が多いという理由が実感できた。 やはり帰

りの体力も綿密に計算しないといけないと感じながらC2に着いた。

「お祝いの日本酒が飲みたいな」等と田辺と話をするが、 食欲もなく緑茶を飲み、 せ

んぺい2枚を食べただけでシュラフにもぐり、 幸福な気持ちで寝てしまった。

学生の時からヒマラヤの未踏峰へ行ってみたいものだと思っていましたが、 12年後

に実現できた事は本当に嬉しく、隊員の皆さん、実行委員会の諸先輩、オ ー バー シュー

ズを製作してくれた鷹取君、 お守りをくれた三野君、 参加を認めて下さった勤務先の

上司、 同僚、 後輩の方々、 そして家族に感謝し、たします。
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登山日誌より

ラトナチュリ頂上の津田。 十数年前の寮祭の手ぬぐいを持ってきた



4 雑人・雑感

滑-a-

り喰対専用可す材育ず保可打荷初ず
司有？羽河可き材育ず刷ぎ？網開ず
弱明司ー声r.枇
新可羽市'M irr 31可押す訓示

り初7宵捕すき押す村荷明守ぎず向訪す
明言子関？き掃討拘布市オ初訪す
弱明荷台．食才．

�） 閉す請す材育ず司捕す材
初弓弁明可？材育ず物可T視す
�荷台．

Y) E打可 靭7可ま可7可き材育ず持材対マ
事調T d坊さ胃ず胃ず羽角r材マ
弱明司才持r.食才．

切 3育相すき材育ず句押す事す命取
司写T切宵さ掃討材vf罰荷台ママ
弱明荷台．前．
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プー ・ ガオン村の裏山にて、 左より、 フル（HAP）、
アルジュン（メイルランナ ー ）、 シュレスタ医師

Mr.F.B.Rai (HAP). Mr.A.B.Gurung, Dr.V.Shrestha



歌

歌

アルジ
、

ュン ・バハドウ ール・グルン

第一の挨拶、 ほいほい、 ピレンドラ王様に

第二の挨拶、 ほいほい、 登山隊長に

進もう、 ベースキャンプ

登山が成功したら帰ろう

ー ネパ ー ル警察と日本、 ほいほい、 協力しながら

道が出来た、 ほいほい、 フィックスロ ー プで繋いだら

進もう、 ベ ースキャンプ

ー ラトナチュリ、 ほいほい、 登山しながら

帰る我々、 ほいほい、 車に乗りながら

進もう、 ベ ースキャンプ

四 ワンキャンプ、 ツ ー キャンプ、 ほいほい、 坂を登りながら

帰ってきた登山隊、 ほいほい、 登山が成功したら

進もう、 ベ ースキャンプ

五 立ち上がろう、 皆さん

さあ踊ろう皆さん、 隊長と一緒に

進もうベ ースキャンプ

登山が成功したら帰ろう

（訳：信州大学農学部 マドウ ・ スダン ・ シュレスタ）
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4 雑人 ・ 雑感

雑 感

内田健 一

もしかすると私は、 ラトナチュリ登山隊の隊員としてふさわしくない人間であった

かもしれない。

私はただ山が、 ヒマラヤが、 とても好きなので、 7000mの未踏峰か、 楽しそうだな、

と思って、 個人的には大いにヒマラヤ登山を楽しむつもりで今回の遠征に参加してし

まった。

しかし、 ネパー ル警察との合同登山隊であり、 ネパール警察・信州大ともに組織の

威信を懸けた今回の登山の中で、 私のような個人の道楽が許されるはずはない。

この点、 そういう面において鈍感な私は、 出発するまでに、 こんな簡単なことに気

がつかなかった。 現役時代の冬山合宿の長期間のようなものだろうと思っていた。 私

にとっては冬の北アルプスに、 20日分の食料や装備を背負って入山する冬山合宿は、

最高に楽しい山行だ
、

った。

そんな私であったので、 遠征中は隊員の皆様に迷惑をおかけしたと思う。 又、 私自

身もかなりやりきれない気分になってしまうことがあった。

これからはもう、 今回のような大部隊での遠征は参加できないかも、 と思うが国内

での雑用など私に出来ることがあれば何でも手伝わせて欲しい。

今回の遠征を陰で支えて、 成功へ導いてくれた方々に感謝したい。

こんな遠征だ
、

ったが、 もちろん楽しいこともたくさんあった。 田辺治登馨隊長モデ

ルの巨大雪ダルマは我ながら傑作で、あったし、 第三次アタック隊のリ ー ダーをさせて

いただいての山頂も実に爽やかで、あった。

そして何よりも国籍や年齢を超えた良き友人を得られたことを感謝したい。

日を閉じるとヤクの糞から立ちのぼる青い炎と、 山の娘さんたちの歌声が聞こえて

くるような気がする。
「六シシメ ーパニ ー マ ・ ・ ・・ ・ ・」なんて ・ ・ ・…。

また遠くない将来、 ヒマラヤに行きたいな。 今度は思いっきり楽しむだけのために。
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雑 感

雨季も終わり、 久しぶりの青空を喜ぶ内田隊員、 後方はピサンピー ク東面



4 雑人・雑感

これからの自分を考える

花谷泰広

ラトナチュリ遠征を終え、 帰国してはやくも 4 カ月という月日が流れた。 信大山岳

会のチー フリ ー ダー になったのはついこの前。 がむしゃらにヒマラヤにとりついてい

た頃は考えもしなかった事だ。 そしてチー フリーダー の初仕事として、 2月～ 3月に

かけて南アルフ
。
ス光岳～北岳聞の縦走を行った。 17日間という長い山行は、 僕自身経

験がなく、体力的に不安だ
、
ったが、全コ ー スをトレ ースできた時の喜びは、ラトナチュ

リを登った時以上のものだ
、
った。 自分の未熟さ故に完全燃焼できなかったヒマラヤに

対し、 南アルプス全山縦走は100%自分の力をぶつける事ができた。

その17日間で、 僕は、 自分に合っている登山というものを常に考えていた。 将来ど

のように山に向かい合ってゆくか。 ある時は田辺さんのようなパリパリのヒマラヤ登

りを考えたり、 またある時は小学校の恩師と登った山を思い出したり… …自分の中で

もはっきりしていないようだ。 たった 1回の遠征では何も分からない。 おそらくあと

2 ～ 3 回行けばだいぶん見えてくると思うのだが、 少なくともこの 2 ～ 3 年はヒマラ

ヤに登る機会はないだろう。

しかしなぜ日本ヒマラヤ協会の「20000mを越えた男たち」のリストを見るとゾク

ゾクするのだろうか？ 僕は志水哲也さんのような登山がしたいのに、 体育会系な性

格のせいだろうか？ 上に人がいると妙にライバル心を持ったりして …… 表面では

「俺は危険なヒマラヤ登山はもうやらない」と言っていても、 心のどこかであの雄大

な山々がおいでおいでしているような、 そんな感じがするのだ。 でもヒマラヤ以外で

私を引き付けているものもある。

それは山以外の事もかかわってくるが、 総合的な野外活動だ。 スキ ー、 スケ ート、

スノ ー ボー ド、 スキュー パダイビング、 パラグライダー 、 スノ ー モ ービル等。 やりた

いことが山ほどある。 どれも山と同じかそれ以上の魅力を感じる。 山しか知らなかっ

た僕の視野を広げてくれた。 この野外活動を子供たちに伝える、 いわゆる野外教育指

導者にもなりたいのだ。

しかし今はとりあえず、 自分が満足する山登りをしていこうと思う（実はそれが一

番難しいことなのだろうが）。 大学現役の残りの年月は国内の山々を後輩を教えなが
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これからの自分を考える

ら登ろうと思う。 また、 後悔しない大学生活を送りたい。 そのために、 学業にもしっ

かりと力を入れるつもりだ。

そして大学を卒業する時、 あるいはそれよりも先になるかもしれないが、 答えが出

るはずだ。 自分は何を目指すのか。 自分の学業として専攻している野外活動の指導者

か、 あるいは…・・。

最後にこの遠征を成功に導いてくれた多くの方々に、 そして僕を登頂させてくれた

隊員の皆様、 ネパール側スタッフ、 部員不足で大変な時に快くヒマラヤに送り出して

くれた現役の先輩、 同輩、 後輩、 遠征の参加を理解し、 許可してくれた両親に感謝し

ます。 ありがとうございました。

キャラパン出発時にネパ ール警察学校生徒から見送りを受ける花谷、 フル隊員
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4 雑人・雑感

ラトナチュリ ・ パ ー ソナルバランスシ ー ト

小林茂幹

嬉しかったこと 辛かった事

飛行機に乗れた 床屋ですごくぼられた

床屋でぼられた金が戻ってきた 早朝、 起きなければならない

「ほとんどチベット人」に会えた ヤギの首が僕の方へ飛んで、きた

全員登頂できた 泥棒宿に泊まった

馬に乗れた ヤクのミルクで腹をこわした

アンナプルナ、 ダウラギリ等を見られた 南京虫に悩まされた

出発前、 彼女ができた 登頂時、 内田さんに遅れをとった

「ほうとう」が好評だ
、

った ストレス発散方法がうまくなかった

様々な人に会えた 雪中のパックキャラパン

下山後の空気がおいしかった 帰国すると彼女が心変わりしていた

ヤクの糞で焚き火ができた 空気が薄かった

田辺さんの美女巡礼のお供ができた 会計の収支が合わなかった

美人郷の位置がわかった やせることができなかった

酒がうまかった ビー ルがいつもぬるかった

いきなり7000m級未踏峰に登れた 宴会芸がなかった

みんな無事だった
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ラトナチュリ ・ノTーソナルバランスシ ー ト

登頂後、 前進ベースキャンフ。（5500m）へ帰還した小林、 後方は内田





5 おわりに

マルシャンデイ街道、 ベシ ・サハ ー ルの小学生



5 おわりに

実行委員を代表しての謝辞ならびに今後の展望

信州大学学士山岳会会長

信州大学ヒマラヤ遠征実行委員長

信州大学農学部助教授

宮崎敏孝

ここに「1996年 信州大学・ネパール警察合同ヒマラヤ遠征隊ラトナチュリ登山報

告書」を刊行する運びが整いました。

この登頂計画の実行に様々な立場からご支援いただ
、

いた皆様に報告できるように

なったことを嬉しく思います。

諸般の事情・状況より実行委員会を代表する委員長を私が引き受けることになりま

したが、 登頂計画と実行委員会の経過は、 この報告書の第2章、 および3章に記述さ

れているとおり、 1996年秋の信州大学・ネパール警察のギヤジカン峰初登頂の過程で

既に「レ ー ルが敷設されていて」何ら委員長らしき行動を必要としない形で、「成功

の栄」に浴することになりました。

実行委員長の立場から、 次の方々に改めて心からの謝意を申し上げます。

1）ネパール王国と中華人民共和国（チベット）との国境稜線上に聾えるラトナチュ

リ峰への登山を「超特別の配慮」によって許可されたことについて

①ネパール王国政府、 及びネパール観光省

His Majesty's Gaverment of Nepal & Ministry of Tourism of HMG

②ネパー ル警察庁関係者一同

Nepal Police Head Quarters

③ネパール警察登山探検財団関係者一同

2）信州大学創立45周年記念ヒマラヤ登山を呼びかけ、 計画 ・ 実行を担当し、 主体的

に当計画の「レ ールを敷設した」小川勝氏、 扇能清氏、 御子柴三男氏、 渡部光則氏、

藤松太一氏、 田辺治氏

3）当計画の推進、 各種支援について

①第5章に明記された法人、 団体、 個人

②信州大学学士山岳会

③物品寄贈、 寄付を鋭意推進した森田稲吉郎氏、 今関貞夫氏

4） 当計画の実行について

①当実行委員会委員各位
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実行委員を代表しての謝辞ならびに今後の展望

②登山隊隊員、並びにご家族各位

このラトナチュリ峰（7035m）の初登頂・全員登頂は、ネパール警察登山探検財団

にとっては、6000mを越えるヒマラヤ登頂の12番目に当たり、1994年秋、ギヤジカン

(7038m) （信州大学と合同）及び1995年秋、ギピゲラ（7350m) （東京農業大学と合

同）に続く3カ年連続の初登頂になりました。

2回の初登頂をともに実現できたことを大変嬉しく思います。

私ども信州大学学士山岳会、信州大学山岳会にとりましては、4番目の初登頂を記

録したことになりました。

現役部員として参加した花谷、小林は「ヒマラヤに登山したいから信州大学を受験

した」と個々に語りましたし、他大学入学後に改めて信州大学を受験し入学を果たし

てきている山岳部員がいることも知りました。

「日本の屋根」北アルプスの麓にキャンパスをおく信州大学の活動の一翼として「登

山活動」ゃ「野外活動」を思考する受験生が相当数有ることは、「地の利を生かす」

特色ある妥当な行為の1つとして大方の理解を得ることと考えます。

近時、諸般の情勢から「財政再建・行政改革」の一端として、国立大学のあり方・

改革が話題とされ、評価の検討が叫ばれつつあり、地方大学はその「特色・独自性」

を国民の共通認識として膳失・浸透させる義務が生じつつあると感じます。

大学の社会における使命の1つは、様々な分野における「未知への挑戦」であり、

次世代を担う若者に「未知への挑戦」の楽しさ、嬉しさ、喜び、厳しさなどをその実

践を通して伝達してゆくことでしょう。

一方、21世紀の地球規模の環境問題を主題とする諸課題に対して、開発途上国の諸

条件の中で生活・活動しうる能力を拾得し、先端技術の移植・展開を担いうる若者を

育成・教育・派遣することは先進諸国の使命になっています。

国際協力事業団・海外青年協力隊に参加・活躍してきた信州大学の卒業生は、2 50

名余に達し国立他大学の 2倍以上の数になっています。 意識されたガイダンスや特別

な講義が開講されていないことを考慮すると、各自の在学期間中の「学生同士の雰囲

気jと「信州の風土」により培われた要素が強く作用してきた結果なのでしょう。 視

点を変えれば信州大学の「特色・独自性」の一端であると捉えることができます。

わが信州大学の活動の一翼として「高峰への、未知・未踏への、そして困難さへの

挑戦」を課題とする「登山活動」を持続・展開することへの更なる支援とご援助をお

願いして、実行委員長の挨拶といたします。
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5 おわりに

寄付、 寄贈、 ご協力いただいた方々（敬称略五卜音JI！員）

1、一般、企業関係

（株）アイピ ー 化粧品、 旭松食品（株）、（株）飯島商店、 池上 正之、 伊那食品工業（株）、

（株）上野屋、 大塚製薬（株）、（株）クラレ、 国際航空サ ー ビス（株）、 コスモトレック、

（株）サクセン、佐山スポ ー ツ、信濃毎日新聞社、JICAネパール事務所、信越放送（株）、

信州ハム（株）、 セイコーエプソン（株）、（株）テザック、東京農業大学山岳会、東芝（株）、

東芝電池（株）、 東レ（株）、（株）日さく、 日通航空（株）名古屋支店、 同松本営業所、

日本大使館（在ネパール）、 日本ヒマラヤ協会、 原田智弘、 ヒマラヤ観光開発（株） 大阪

支店、 フジエンジニアリング（株）、 藤沢薬品工業（株）、 ヘ キスト薬品工業（株）、

（株）マミヤ、丸子中央総合病院、三井物産（株）カトマンズ事務所、宮崎小里、明星食品（株）、

明治製菓食品（株）名古屋支店、（株）モンベル、 横河工事（株）、 ロイヤルネパール航空

2、 個人、隊員関係

青嶋伸二、 浅岡敏明、 浅田哲郎、 芦原 英司郎、 阿部康史、 石井尋成、 一井信之、

市川敏夫、伊藤清文、伊藤太郎、伊藤寛親、 今回和男、 上原修、 上 原丈夫、 薄井玉尚、

宇田川隆一 、 江原文男、 大 久保浩司、 大津昭宣、 大津三三子、 奥富稔雄、 貝原登、

梶川康男、加藤雅史、金谷 正男、金子綾子、金子紘一、金子茂男、金子誠二、加茂一郎、

川北司郎、 河 原勇、 河原斉、 北川俊司、 清杉睦雄、 草間孝志、Udaya Bir Gurung、

黒川行康、小池清彦、後藤規夫、小西和彦、小林民雄、小林紀之、米谷慎二、小山征夫、
桜井弘幸、 讃岐康博、 津田昭志、 MadhuSudan Shrestha、 Deepak Man Sherchan、

篠田和男、篠宮市子、城野玄房、 杉村勲明、枚本正信、滝沢伸二、武田誠一、竹中 昌一、

武長憲二、 田代恵美子、 田中信治、 田中喜一郎、 田中豊、 谷川和夫、 谷村スエノ、

月原光明、津山繁明、寺尾幸子、寺田博昌、寺中裕子、東上恒彦、ArjunSing Tulachan、

Hiroko Tulachan、MohanSing Tulachan、中 西三郎、中野慶太、中原淳一郎、那須野幸明、

夏目光尋、 西原春人、 西星匡博、 丹羽五郎、S.K.Battachan、 橋本修、 橋本憲明、

羽子岡爾郎、馬場禎造、漬博和、菱田智 、樋村昭子、檎山義 光、平野久仁一、福田征夫、

古田富保、 古旗喜代子、 古路聖、 細井 義弘、 細谷基行、 堀江邦幸、 堀哲、 堀松 正芳、

前田紘道、 槙島正和、 松本剛一、 松本弘、 御子柴光春、 溝上猛、 宮下信、 村山康男、

森岡英敏、 諸問哲、 山下康成、 山田健太郎、 山田靖則、 山本英輔、 山本強、 横山篤、

吉田典子、 渡辺庄 一郎、 渡辺敏明、 和田智
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寄付、 寄贈、 ご協力いただいた方々

3、 信州大学関係

小川秋賓、 小林詞、 信州大学医学部付属病院薬剤部、（財）信州農林科学振興会、

山下拓郎、 山田哲雄

4、 信州大学学士山岳会員

秋本一浩、東良明、池内寛征、池内寛幸、石川悦子、井関芳郎、板谷真人、市川 豊、

市野文明、今関貞夫、岩 村孝之、上原金四郎、丑山寿子、牛山寿宏、内田貞夫、浦正直、

浦山大介、大西道夫、大林健、大安徹雄、岡崎猛、岡田要、緒方邦夫、小川勝、扇能清、

奥秋仁、奥島啓志、小栗恒人、小根田一郎、小林広紀、小林盛男、小原武、笠原敬一、

河西貴史、葛西正美、主計勤也、加藤正幸、加藤喜章、金松直也、川崎誠、川原修、

川原洋、木内宗甫、菊池宮人、北村正弘、木下哲雄、向後利彦、小久保陽介、後藤紀彦、

小林元紀、小林盛男、駒井浩、小松英夫、小松幸雄、小柳津次清、坂西澄子、佐藤邦彦、

猿橋孝雄、 塩谷貞夫、 清水一治、 下回章、 新谷剛、 杉本恭二、 関圭三、 平邦彦、

鷹取秀雄、竹ノ内秀実、田島守、忠地文昭、 立岩剛、田中誠司、茅野文利、塚田幸子、

出島五郎、東京地区O B会、飛田泰彦、豊田浩太郎、内藤精二、中込弥男、永島春治、

長島妙子、 中嶋岳志、 中田茂、 中村和夫、 中村貴士、 中村幸典、 西郡光昭、新田輝夫、

橋口徹、長谷川聡貞、樋口清明、久田千成、藤井卓也、藤松太一、藤本正二、藤元治郎、

星野安雄、堀勝彦、堀内芳次、牧瀬敏裕、松尾武久、松本穂高、丸山岳人、御子柴三男、

三野和哉、宮内宣雄、宮崎敏孝、百瀬斐敏、森光、森田稲吉郎、師団信人、柳沢勝輔、

矢野想之輔、 山田和彦、 山田正弘、 吉沢範子、 吉田秀樹、 吉野英夫、 米倉幸夫
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5 おわりに

信州大学・ネパー ル警察合同ヒマラヤ遠征隊

’96実行委員会組織

実行委員長：宮崎敏孝

副実行委員長：山田哲雄、 氏原輝男、 堀勝彦、 百瀬斐敏、 西郡光昭

事務局長：藤松太一、 中村貴士

事務局員：御子柴三男、 扇能清、 渡部光則、 吉田秀樹、 田辺治、 三野和哉、 小久保陽介、

柳沢勝輔、 野村昌男、 金子鉄男、 津田克彦、 内田健一、 花谷泰広、 小林茂幹、

磯部達哉

実行委員：木下哲雄、 小林喜芳、 葛西正美、 山田和彦、 松尾武久、 平邦彦、 岡村知彦、

新井陽一郎、 望月映洲、 藤本正二、 武藤一郎、 山下泰弘 、 井関芳郎、

小根回一郎、 高橋雄治、 中田茂、 三井和夫、 中嶋岳志、 師田信人、 牧瀬敏裕、

岩村孝之、 牛山寿宏、 森 光、 藤元治朗、 角谷道弘、 豊田浩太郎、 中村幸典、

長谷川聡貞、 植垣健太郎、 河西貴史、 橋口徹、 伴野達也、 松本穂高、

伊藤勇太郎、 山内哲文

4』
主主 言十：小久保陽介

企画渉外：小川勝、 森田稲吉郎、 野村昌男、 向後利彦

募金担当：山田哲雄、 百瀬斐敏、 野村昌男、 今関貞夫、 金子鉄男、 小久保陽介
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遠征隊員紹介

遠征隊員紹介

野村昌男（55)

総隊長（General leader) 

1965年工学部電気工学科卒／自営業
1995年春ネパ ー ル／ジョモソン トレッキング

1996年秋ラトナチュリ（7035m）初登頂

初めての海外遠征高峰登山で高年齢にもかかわらず見事、 二次アタック

隊として登頂に成功。 遠征期間中に初孫誕生と喜びが二重になる。

遠く土佐の中村から参加。 思考が自由で柔らかく、 渉外とタクティクス

を経験豊かな隊長と登挙隊長に一任し後に控えて大所高 所より登山全体を

見守った。

グプタ ・ パハドウ ー ル ・ ラナGupta Bahadur Rana (56)

ネパ ー ル側隊長（Nepal team leader)

Deputy Superintendant of police 

1978年 ガネッシュヒマ ー ルN峰（7102m）初登頂（日本 ・ ネパ ー ル警察

合同隊）

1994年 ギヤジカン（7038m）・ネパ ー ル側隊長（信州大学・ネパー ル警察

合同隊）

1995年 トゥインズ（7350m）・ネパ ー ル側隊長（東京農大・ネパ ー ル警察

合同隊）
1996年 ラトナチュリ（7035m）・ネパ ー ル側隊長（信州大学・ネパ ー ル警

察合同隊）

ネパ ー ル警察登山探検財団の責任者で今回のネパ ー ル側隊長を務めた。

人望に優れ、 ネパ ー ル隊員だけではなく日本人隊員からも圧倒的な信頼を

受けた誠実な人。

1976年のネパ ー ル警察登山隊の創立からのメンバ ーで豊富な登山経験に

基づき今回の合同登山も成功に導いた。
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渡部光則（46)

日本側隊長（Japan team leader) 

1976年農学部林学科卒／森林開発公団

1973年秋 74年春 ネパ ー ル／ガネッシュヒマー ル偵察、 ナヤ ・ カンガ

(5846m）登頂（信大隊）

1980年春 ネパ ール／ガネッシュヒマー ルE峰（7111m）副隊長（信大隊）

1990年夏 旧ソ連／ハン ・ テングリ（7010m）隊長（信大隊）

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

ヒゲの隊長で親しまれた。 1973年、 ヒムルンヒマール山群の山を偵察し

た時から夢に見てきたラトナチュリ峰 は「渡部の山」と言われていた。 そ

の山に二次隊で見事登頂し 夢を果たした。 堅実で、 隊員の信頼も厚く、 ネ

パ ール語を流暢に話しネパー ル人からも慕われていた。 ベ ースキャンプで

は、 お茶を点てるなど風流な面もあり余裕があった。

ギタ ・ パハドウ ー ル ・ ジョシGita Bahadur Joshi (44) 

ネパ ー ル側登馨隊長（Nepal climbing leader)

Sub Inspector of Nepal police 

1980 （ネパール暦2037）年 チョオユ ー ヒマール（ネパー ル ・ 日本合同登

山隊）

1982 （ネパ ール暦2039）年 キャリオルンヒマール登頂（ネパー ル ・ 日本

合同登山隊）

1984 （ネパー ル暦2041）年 サガルマータ ・ クリーニングイヴェント登山

（ネパ ール警察隊）

1985 （ネパール暦2042）年 アンナプルナW峰（ネパ ー ル警察隊）

1990 （ネパール暦2047）年 ガンチェンポヒマー ル（ネパール警察隊）初

登頂

1991 （ネパ ール暦2048）年 チェオヒマー ル（ネパール ・ 日本合同隊）初

登頂

1994 （ネパ ール暦2051）年 ギヤジカン（ネパー ル ・ 日本合同隊）初登頂

1995 （ネパ ール暦2052）年 ギビゲラ（ネパー ル ・ 日本合同隊）登頂

1996 （ネパ ール暦2035）年 ラトナチュリ（ネパ ール ・ 日本合同隊）初登頂

日本人メンバ ー に人一倍、 気をつかってくれる人格者。 誠実な人柄が皆

から慕われる。 使い込んだ装備が物語る豊富な登山経験を持ち第二次ア

タックで登頂。 子煩悩で、 フランス留学中の息子が一時帰国したため一足

先にカトマンズへ戻った。 好物はウニのピン詰めでアタックの時 もベー ス

キャンプから1瓶持参していた。



遠征隊員紹介

田辺 治（35)

日本側登翠隊長（Japan Climbing leader) 

1984年農学部農芸化学科卒／登山ガイド

1982年秋 ネパー ル／ガネッシュヒマ ー ルE峰（7111m) （信大隊）

1987年秋 チベット／ラプチェカン（7367m）初登頂（HAJ隊）

1989年秋 チベット／チョモランマ北壁（8848m) (HAJ隊）

1990年夏 パキスタン／ガッシャブルムE峰（8035m）登頂（ イエティ同

人隊）

1991年春 インド／カンチェンジュンガ北東稜（8556m) (HAJ隊）

1991年夏 旧ソ連／コルジェネフスカヤ（7105m）、 レ ーニン（7134m）、

コミュニズ
、

ム（7495m）隊長、 三座登頂（東海山岳会隊）

1991-92年冬 ネパー ル／サガルマ ー タ南西壁（8848m) （群馬岳連隊）

1992年秋 ネパ ー ル／アンナプルナE峰第一次偵察隊、 隊長（信大隊）

1993年夏 パキスタン／ブロードピ ー ク（8047m）隊長 、 登頂（東海山岳

会隊）

1993年秋 チベット／チョー オユ ー （8201m）登頂（群馬岳連隊）

1993 一 例年冬 ネパール／サガルマ ータ南西壁（8848m）冬季初登馨（群

馬岳連隊）、 8000m峰3座同年連続登頂

1994年秋 ネパール／ギヤジカン 峰（7038m）初登頂、 登挙隊長 （信大隊）

1995年春 チベット／マカルー東稜から北西稜（8463m）、 初登挙 （日本山岳

会隊）

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂、 登禁隊長

1997年夏 パキスタンK2 (8611m）西稜から西壁初登禁 、 隊長

著名なヒマラヤ登山家で累積登行距離では日本第3位の記録を持つ。穏

やかで気さくな人当たりだが、 全員登頂を成功させた綴密な計画と実行力

は全員が尊敬するところであった。 普段はプロガイドとして日本と世界の

山々を飛び
、

回っている。 新婚家庭を営んでいるが、 趣味はネパ ー ル奥地の

美人郷の探索らしい。

I7I 



工72

ラムカジ・シヴ＇7コティRamkaji Sivakoti (36)

Asistant Sub Inspector 

1994年秋 ギヤジカン（7038m）初登頂

1995年秋 トゥインズ（7350m）登頂

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

登響力、 体力ともに優れ優秀、 精惇な感じと愉快な雰囲気が葎然となっ

ている不思議な人。 アルコ ー ルも強く飲めば楽しい酒となる。

往路のキャラバンでは風邪で体調を崩していた花谷隊員に付き添って別

動隊長として活躍していた。 第三次登頂隊員として登頂。

金子鉄男（51)

装備・梱包輸送担当

1970年工学部土木工学科卒／横河工事側技術部

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

その名のとおり鉄の意志、 鋼の身体、 そして抜群の金策力を持つ不思議

な技術者。 装備、 梱包、 輸送、 電気、 電子機器、 計測関係を一手に引受け

「さすが技術部長」と皆を感心させる。 年輩ながら、 いつも一番重いザツ

クを背負い第一次アタックの強力なサボー ター としても大活躍した。 製作

を担当したデジタルビデオは素晴らしい出来栄えであった。 第三次隊で登

頂。

津田克彦（38)

会計・医療・気象・記録担当

1985年農学部農学研究科（応用微生物化学専攻）修士了／日研化学側開発部

1990年冬 アンナプルナ内院トレッキング

1992年秋 アンナプルナE峰第二次偵察隊（信大隊）

1996年秋 ラトナチユリ（7035m）初登頂

一度、 自分で決めたことは、 最後まで完全にやり遂げることをモットー

とする。 強い意志力は、 マネ ー ジャー の役にうってつけで、 隊員からのい

ろいろなおねだりや誘惑をあっさり断り健全財政に貢献した。 ベー スキャ

ンプでは哲学書を読みながら、 高所）II買応を楽しむという妙な特技をもっ。

第一次登頂隊のサポ ー トメンバーで、 そのまま登頂を果たした。



遠征隊員紹介

サンタ ・バハドウ ー ル ・ アレ Santa Bahadur Ale (30)

Head consteader 

1994年秋 ギヤジカン（7038m）初登頂

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

ネパー ル登山探検財団の若手ホ ー プで、 ラナ隊長の信頼も厚い。将来、

財団を背負って立つ人物の一人。抜群の体力を持ち、 一次アタック隊員と

して初登頂を果たす。いつも目をくりくりさせて微笑んでいるが、 根性は

たいしたものだ。

内田 健一 （28)

食料・環境保全担当

1995年農学部農学研究科（森林科学専攻）修士了／林業

1989年春 ネパール／コンデ ・ リ（6187m)（信大隊）

1993年夏 パキスタン／ブロ ー ドピ ー ク（8047m）登頂（東海山岳会隊）

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

いつも冗談を連発し周囲の雰囲気を明るく盛り上げてくれる人。食料、

環境保全を担当した。カ トマンズでは準備の過労から体調を崩したが、キャ

ラパン中に見事に復活し、 ルー ト工作なと
守

先頭を切って活躍。 第三次隊で

登頂を果たした。

ベ ースキャンプでは巨大雪だるまを作り、 数々の不滅のギャグを隊員に

浸透させようと心から努力し、 ネパール倶IJからも「日本隊には一人だけ変

わった人がいるJと不思議な評価を受けていた。陽気で騒がしいようだが、

繊細な一面もある期待の若手。

花奇泰広（20)

食料担当

教育学部生涯スポ ー ツ課程・野外活動専攻2年

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

食料担当、 いつも笑顔の明るい性格。体力は自他共に認めるところ。先

発隊で体調を崩しキャラパン中に復活したが、 この時、 ネパール料理に過

剰適応し、 ダルパ ー トを緑唐辛子で食べるまでになってしまった。

しかし、 キッチンスタッフと共に巻き寿司、 そば、 天ぷらなど、 おいし

いものを作ってくれた。1997年度の山岳会リ ー ダー を務める。第二次隊で

主主頂を果たした。
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小林茂幹（19)

会計・記録担当

人文学部人間情報学科・文化生態学専攻2年

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

ベー スキャンプでは毎日、 手紙を書き、 細かな会計計算を根気強く行っ

ていた。 どんなことでもいやがらずやる性格。 文化人類学を研究分野とし、

プー ・ ガオンに残って越冬し調査したいと研究意欲もあり久々の学術的隊

員である。

何時でも食欲旺盛で「小林＝食事」というイメ ージを定着させた。 又、

メイルランナー から手渡される手紙の数は圧倒的に多く皆の羨望を集めて

いた。

ヴィシュワナス ・ シュレスタVishwanath Shrestha (32) 

医師Medical Doctor 

Birendra Police Hospital 

優しく温厚で、誰にでも愛される人柄で日本人隊員からも慕われていた。

キャラパン開始直前にネパール警察病院から上司の命令で参加。 キャラ

パン中は地域住民の病気や怪我を熱心に看ていた。

登山経験は全くないが高所順応しながら、 ベー スキャンプに到達し全日

程を登山隊員と共にした。

帰りのキャラパンでは、 雪の山道で、 スリップ、 転倒し不幸にも足首を

複雑骨折し半年の入院をするはめになった。 留学、 結婚を控えていただけ

に、 その後の幸多かれと祈る。

ジャヤ・ピシュヌ ・ ネ／'IリJaya Bishnu Nepali (40) 

連絡将校Liaison Officer 

Inspector of Nepal police 

ネパール警察警部で、 ポリスアカデミ ーの教官を務めている。 事務能力

に極めて優れ、 ネパール警察との合同という事もあろうが、 日本側に対し

て友好、 協力的で、あった。

イギリス留学の経験もあり明るく、 スマ ー トでしかもインテリジェンス

を感じさせる点では両国隊員の中では一番であろう。 職務上でもラナ隊長

が直属の上司であり気をぬく隙がなかったようだが、 酒席では渡部隊長と

大いに意気投合して飲んでいた。



パブ ・ ラム ・ パウダルBabu Ram Paudel (32)

無線通信技師Wireless Operator 

Asistant Sub Inspector of Nepal Police Headquarter 

遠征隊員紹介

キャラパン中は、 カトマンズの警察本部との定時交信のみならず、 登山

隊内の非常時の通信に尽くしてくれた。 又、 ベー スキャンプでは発電機に

よるバッテリー の充電、 電灯による照明と活躍してくれた。

通信士の仕事に専念するだけではなく、 隊に積極的に溶けこみ良き仲間

となってくれた。

又、 踊りが好きで、 正統的なものから珍妙極まりない踊りまで出来、 歌

のあるところに必ず出現し皆の期待を裏切ることなく爆笑を誘っていた。

ヌル ・ シェルパNuru Sherpa (38)

サ ーダ － Sirdar 

Consteader 

1994年秋 ギヤジカン（7038m）初登頂

1996年秋 ラトナチュリ（7035m）初登頂

体力抜群、 ダウラギリ等、 登山実績も豊富で明朗快活いつも冗談で周囲

を笑わせている。しかし、サ ー ダーとしての実務遂行能力も抜群でポー タ ー

を確実に掌握し面倒な給料の交渉などを一手に引き受けていた。 登山後、

直ちにポ ー タ ーの給料支払い明細書が出来ていたのには驚いた。 信頼感、に

富む優れた人だが、 アルコ ールが入ると一転して感傷的になる優しい性格

である。

フル ・ パハドウ ール ・ ライFulBahadur Rai (43)

高所シェルパHigh Altitude Porter 

Sub Inspector 

いかつい顔に似合わず物静かで誠実な人。 ネパール警察の登山隊では登

頂隊員としての役割が多いようだが、 今回は高所シェルパの役割であった。

「高所シェルパの仕事とは、 どのようなものか身を持って示したい」との

言葉通り活躍した。

多くの山歴があり、 ジョシ隊員に劣らない使い込んだ装備で第二次隊で

登頂した。
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ドウルガ ・ パハドウ ール ・ タマンDuruga Bahadur Tamang (38)

高所シェルパHigh Altitude Porter 

Consteader 

シェルパもできるしコックもできる、 その要領のよさで得をしているの

か、 損をしているのか。 下山途中に生活レベルの向上のため日本への出稼

ぎを希望していたが、 日本も不景気であり期待にそえなかった。

ダンパル ・ パハドウ ール ・ グルンDamber Bahadur Gurung (34) 

高所シェルパHigh Altitude Porter 

Consteader 

豊富なヒマラヤ登山経験をもとに、 高所では、 安定した実力を示した。
一見不敵な面構えだが、 キャラバンではポ ーターの中に同郷の少女らを見

つけるやプー のタシ ・ ゴンパへ案内し記念写真を撮ってやっていた。 ベー

スキャンプでは「ギャンブルキング」の名を奉られていた。

ツル ・ パハドウ ール ・ タマンTur Bahadur Tamang (30)

高所シェルパHigh Altitude Porter 

Consteader 

体力 ・ 経験 ・ 人柄とも、 三拍子そろった優秀な高所シェルパである。 従

兄のドゥルガを尊敬しており、 従兄の分まで人一倍働いてしまう性格をも

っ。 誠実で本当に頼りになる男である。 第一次隊で登頂した。

ラジュマン ・ カパスRajman Khabas (29)

コックCook

今回の遠征のチ ー フ ・ コックであった。 高所シェルパもできる多才で、愉

快な人間である。 しかし登山や料理の腕よりも、 女性に関心の重点がある

様であった。 服装と靴を常に気にする隊一番のスタイリストである。



遠征隊員紹介

ナワン ・ ギャルツェン ・シェルパ Nagwang Gyalzen Sherpa (26)

コック Cook

カトマンズの日本料理レストラン「田村」で働いた事がある、 日本料理

に長けたコックである。 ベ ースキャンプでは様々な工夫で我々の舌を楽し

ませてくれた。 うどんを頼むと天ぷらを揚げはじめたのには脱帽だった。

隊員の中では、 サ ー ダー のヌル ・ シェルパとともに数少ない仏教徒であ

る。 誠実な人柄で読経が出来る。

アルジ
、

ュン ・ パハドウ ー ル ・ グルン Aりyun Bahadur Gurung (30) 

メイルランナ－ Mail runner 

いつも影のようにラナ隊長に付き添い、「ボディガー ド」と呼ばれてい

た。

物静かだが、 笑顔を絶やさない人。 カトマンズのパー ティでは背広姿が

きまっていた。 下界では有能な警察官なのだろう。

オンディ ・ シェルパ Ongdi Sherpa (24)

メイルランナ ー Mail runner

日本語がよく出来るシェルパ。 日本で働いていた事も有り、 カトマンズ

では旅行代理店で働いている。 機転がきき、 ビジネスに関心があり上昇志

向の人だが、 時に子供っぽい面も有り、 笑いを誘うことも多々あった。

ペンパ ・ ツェリン ・ シェルパ Pemba Tsering Sherpa (25)

キッチンスタッフ Kitchen staff

ギャジカン遠征に続いての参加。 非常に気の利く男で、 お茶をすすめて

くれるタイミングも最高によかった。 ベ ースキャンプで体調を崩してヘリ

でカトマンズ
、

に戻ってしまったが、 その後元気を回復した。
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夕
、

ナ ・ プラサド岡 ツムルク Dahna Prasad Tumbruk (26) 

キッチンスタッフ Kitchen staff

いつも朝早く、 モ ー ニングティ ー を配る彼の声で一 日が始まる。

キャラパン中はネパ ール側隊長のラナ氏の付き添いとして歩いていた。

物静かで口数も少ない彼が、 キッチンテントの奥でふかしイモを黙々と

食べている姿などは少キ無気味だ
、

ったが、 温厚で、人当たりの優しい、 明る

い笑顔、をもっ楽しい男だった。

アイテ・ガレ Aite Ghale (34)

キッチンスタッフ Kitchen staff

ギャジカン遠征に続いての参加。 その人柄の良さ、 働きぶりは全員の好

感を買っていた。 彼の作る料理は恐ろしく辛いが、 味は最高だった。 ツム

ルクとともに、 どんな天気の時もモー ニングティ ー を配りに来た。 素直に

「また一緒に山に行きたい」と思える男だった。

テンジン ・ シェル／ ＇， Tengen Sherpa (21)

キッチンスタッフ Kitchen staff

おとなしいが表裏なくよく働き信頼できるシェルノt。 プラカスとともに

年少のため皆に冷やかされて照れ笑いする事も多く学生といった感じ。 帰

りのキャラバンでは骨折したシユレスタ医師を背負い下山した。 カトマン

ズでは親類の経営する旅行代理店で働いている。

ジャヤ・フ
。

ラカス・ ライ Jaya Prakash Rai (19) 

キッチンスタッフ Kitchen Staff

ネパ ー ル側スタッフの中で自称最年少。 本当の歳は結局教えてくれな

かった。 いつも明るし また小柄な体格からは想像もつかないような体力

で、 いつもキッチン道具を満載した巨大なドッコ（竹カゴ）を背負い山道

を走っていた。
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タシゴンパの少女



The First Successful Ascent of Mt.Ratna Chuli (7 ,035m) 

Report of The Nepal Police - Shinshu University Joint 

Himalayan Expedition 1996 

By Mitsunori Watanabe 

This expedition was organized by The Acad巴mic Alpine Club of Shinshu and Nepal 

Police Mountaineering and Adventur巴 Foundation. Members were as follows; 

General Leader: Masao Nomura (aged 55) 

Japanese Leader：恥1itsunori Watanabe ( 46) 

Japan巴se Climbing Leader: Osamu Tanabe (35) 

Japanese Members: Tetsuo Kaneko(50), Katsuhiko Sawada(38), Kenichi Uchida(28), 

Yasuhiro Hanatani(20), Shigemoto Kobayashi(l 9) 

Nepalese Leader: Gupta Bahadur Rana (56) 

Nepalese Climbing Leader: Gita Bahadur Joshi (44) 

Nepalese Members: Ramkaji Sivakoti(36),Santa Bahadur Ale(30) 

Sirdar: Nuru She中a(38)

High-altitud巴 porter: Ful Bahadur Rai(43), Damber Bahadur Gurung(34), Durga Bahadur 

Thamang(38), Tul Bahadur Thamang(30) 

Medical Doctor: Biswa Nath Shrestha (32) 

Liaison Officer: Jaya Bishnu Nepali (40) 

Wireless Operator: Babu Ram Paudel (32) 

Cook: Rajman Khabas (29), Nawang Gyalzen Sherpa (26) 

Kitchen Staff : Pemba Tsering Sherpa(25), Dahna Prasad Tumbruk(26), Aite Ghal巴（34),

Tengen She叩a(21), Jaya Prakash Rai(l9) 

Mail runners : Aりun Bahadur Gurung(30), Ongdi She叩a(24)

Preface 

The year of 1994 and 1996 were both commemorative for fellow members of The 

Academic Alpine Club of Shinshu University. 

We accomplish巴d two successful ascents of virgin peaks over 7 ,OOOm at Nepal Himalaya. 

One was Mt.Gy司i Kang(7,038m) in autumn 1994 and another was Mt.Ratna Chuli(7,035m) 

180 



Summary 

in 1996. 

We started to research our next Himalayan Expedition in 1992 and our first target was the 

north ridge of Mt.Annapurna II , the most difficult variation route. 

The reconnaissance and trial climbing in 1992 and 1993, however,showed the danger of 

frequent rock falls and avalanches at the approach in the low巴r slopes. 

At the same time, we also studied the other Himalayan mountains located around the 

entrance of the Phu Khola (the Phu Chu valley) which is the upper stream of the Nar Khola, 

one of the branch streams of the Marsyangdi River. They are to the northwest of Himlung 

Himal massif and the area of Peri Himal. These mountains lay on the watershed r組ge

between the Ganges in India and the Tsangpo in Tibet. No climbing parties have been here 

since a Himalayan pioneer, H.W.Tilman, made an exploration in the region in 1950. We 

found that the Hokkaido University pぽty (The Academic Alpin巴 Club of Hokkaido Exp. 

autumn1992) succeeded in the first ascent of Himlung Himal (North Peak, 7,126m) at the 

time of our reconnaissance in 1992. It was one of the peaks we submitted application for at 

that time. They published their report， “Another Himulung Himal
”

that made the condition 

of the area widely known . 

Thus we proposed the joint expedition with the N巴pal Police Mountaineering and Adventure 

Foundation (NPMAF) that had several climbing activities to initially climb both Mt.Gyaji 

Kang （
“

Himulung Himal West Peak” on the former application form) and Mt.Ratna Chuli 

(Peri Himal MainPeak). 

After several communications with NPMAF, the joint-climbing parties were formed through 

the detailed meeting between them and our dispatched delegates, Ogawa and Watanabe, in 

late 1993. First the Nepal Government granted us permission to climb Mt.Gyaji Kang only. 

We could not get p巴rmission to climb Mt.Ratna Chuli due to the delicate problem of the 

national boundaries. 

Again, we continued to ask for permission after our success with Mt.Gyaji Kang in 

collaboration with NPMAF in autumn 1994. Finally, we got permission for one attempt. The 

Nepal Police did their utmost to realize success in the first step of our goal to climb Mt.Gyaji 

Kang., and their efforts will not be forgotten. 

We also appreciate 如y help that s巴veral sections of His Majesty
’

s Goverment of Nepal gave 

us. 

1. Approach

Four members of the expedition team from Shinshu University left Kansai International
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Airport and enter巴d Nepal on August 21, and anotherfour on September 1. We landed at 

Kathmandu on the 巴vening of the same day, where we were warmly greeted by the Nepal 

Police. We passed through customs and immigration very easily, and we w巴r巴 able to use the 

Nepal Police Academy gymnasium to pack our loads for the expedition. Muggy monsoon 

conditions kept usin a sweat as we worked on our packing. We also busied ourselves visiting 

local authorities and making appropriate gre巴tings.

On Sept巴mb巴r 6, at the Police Academy, the Chief and officers of the Police gave us a send­

off party to cheer up the members of the Joint Expedition Party. We left Kathmandu the same 

day in three bus巴s (two of them for the porters) and two trucks. On the way we discovered 

that monsoon rains had flooded a riv巴r which washed out the highway, making it impossible 

to drive any further than Dhumr・e.

On Sept巴mber 7, we put together a caravan made up of 178 porters. We left BesiSahar on 

September 10 and caravaned along th巴 Marsyangdi River in th巴 monsoon rain. 

We arrived at Koto, the entrance to the Nar Khola, on September 14. We were able to 

spend the night in the lodges located along the Marsyangdi Road so far. 

On September 15, we r巴placed som巴 of the porters and marched into the NarKhola. The 

lower stream of the Nar Khola becomes a very steep valley, Landslides and the collapse of the 

rocky bas巴 of the path block巴d our entrance to the gorge.Because falling rocks could be 

dangerous, we were all under great stress when we passed through the gorge. 

On September 18, we arrived at Phu-gaon at the altitude of 4,000m. We were su中rised to 

see homes standing at the very end of a overhanging terrace on the right sid巴 of the river. It 

was a very unusual sight. On elevated ground on th巴 other side of the village stood a temple 

of the Nyingma sect called Tashi Gompa. We all worshipped at the temple, where the priest’s 

family recalled the Gyaji Kang Expedition and welcomed us warmly. They gave us good-luck 

amulets and prayed for our safety and success. 

On September 19, we passed the end of the Panguri glacier which flows from both Mt.Gy勾1

Kang and Mt.Nemjung (the larg巴st main peak in Himlung Himal, 7,139m) which was first 

successfully ascend巴d by the Hirosaki Univ巴rsity Exp. who scaled its southeastern end 

through Dudh Khola in autumn 1983. In th巴 same day we reached Panguri-kharka (4,600m) 

on the left shore of the Phu Khola. 

On September 20, we set up our Base Camp (BC, 5,200m) at a tableland locat巴d on the right 

shore of the Phu Khola left branch. 

On S巴pt巴mber 22, we asked a priest from Tashi Gompa to come up to our BC and conduct 

“Phuja" according to Lamaistic religious rituals. The altar was made up at the base of the 

182 



Summary 

Nepalese and the Japanese flag, our club's and NPMAF's on巴，hoisting so many Tarchho 

(religious banners). We prayed for safe climbing while burning incense sticks and Shuppa (a 

kind of incense made of Himalayan shrub). 

Most of the Japanese members s巴t up relay bases at Phu田－gaon and Pangurikharka where they 

did acclimatization exercises. 

On September 25, the Japanese members regathered in good health at the BC for the climb. 

2. Challenges to the summit

We had a close view of Himlung Himal (North Peak,7,126m) on one side of BC.

A party from Hokkaido University accomplished the first asc巴nt of this mountain.

From the top of the moraine (5,400m) just above the BC, we could see the entire figure of

the graceful Mt.Ratna Chuli. 

We followed the moraine and an abrasion valley on the right shore of the leftside glacier and 

established the Advance Base Camp (ABC, 5,500m) at a point where the glacier met another 

one from the col on the south ridge of Ratna Chuli's western peak. By September 26, we had 

almost completed c訂rying our loads up the ABC. On the next day, however, snow began to 

fall and it didn't stop until September29. We utilized this forced 3-day stay for doing more 

acclimatization exercise. Meanwhile, at the BC Pemba Tsering, our kitchen help巴r, became 

paralyzed on his right side. Although we called for a helicopter to take him down, adverse 

weather prevented him from being picked up until October 1. Fortunately,he made a good 

recovery and came to see us in good health on our return to Kathmandu. 

On S巴ptember 30, we attempted our first climb to the summit. The six climbers of the first 

summit p紅ty were: Tanabe (leader), Uchida, Ale, Nul, Dulga and Tulu. 

Before returning to the ABC, they had climbed up the south ridge ofthe w巴stem p巴ak,

creating a route through a vast snow field spr巴ading on the col of the ridge where we plann巴d

to construct Cl .  It took 5 pitches of fixed rope between ABC and C l .  Other members carried 

th巴 loads up to ABC and Cl .  

On October 1 ,  after setting up  Cl, the first summit party made the route to the western 

peak (6,600m) along the south ridge. This south ridge required 19 pitches of fixed rope. 

On October 2, they reached the western peak (6,600m). When this work was completed, the 

party descended fixing 3 more pitches of rope from the western peak pointing toward the 

main peak and reaching the spot where we had planned to set up C2, using snow-bars all 

through. The party then returned to Cl .  Because the weather began to deteriorate on 

October 3, they decided to postpone the first attempt. They left C l  and returned to BC. Bad 

工83



weather continued through October 5 with snowfall even at the BC. 

Although the storm end巴d and the weather recov巴red on October 6, we refrained from 

doing any activity, taking into consideration the fresh, heavy fallen snow. 

On October 7, th巴 sam巴 party once again challenged the summit. They climbed up to C 1 

through the ABC, and on the next day set up C2 (6,550m). October 9 look巴d fine despite 

strong winds. Still the party waited until 7:00 A.M. before leaving C2 to descend the ste巴p

slop巴 leading to the main summit col (6,400m) on the west ridg巴. At the steepest part, 3 

pitch巴s of rope had been fix巴d. Th巴 col itself was a wide plateau. Fixing ropes on a hard, 

crusted snow wall, the party asc巴nded from col toward the main peak. 

When the party was within 100m of the summit, the physical condition of a m巴mber

(Uchida) becam巴 bad and rope was shortage. The Nepalese members were reluctant to climb 

in staccato (one at a time climbing) and insisted on returning. Thus, th巴 second challenge was 

repulsed. 

We know the third attempt would be our last opportunity since time was running out for us. 

W巴 could afford to make no mistakes on our last attempt. We had divided into 3 parties so far 

(each party’s l巴ader:Watanabe,Tanabe,Sawada). But, when it came to this point, w巴

deacreased the members of the first summit party (leader : Tanabe, Ale and Tul), and chose 

six members to act as support. Among six supporters, Sawada and Durga were in charge of 

supporting th巴 summiters above C2. Because no problems developed, these two members 

wer巴 able to join the first summit party. 

The rest of the memb巴rs gathered at C2, so each could join eith巴r th巴 s巴cond or third party 

to make the summit. 

The fine weather continued umtil after October 6. On October 11, at C2, we watched the 

passage of migrating cranes. We w巴re deeply moved by the cranes flying in various formation 

against the shining azure sky above. 

On October 12, the first summit party and support party left the BC. They climbed up to Cl 

via ABC on Octob巴r 13. 

On October 14 at 7:00 A.M.,5 members (Tanabe, Ale, Tul, Sawada and Durga) left C2 and 

succ巴ssfully made the summit at 12: 10 P.M. under strong winds. It took 3 pitches of rope 

from the spot where they had giv巴n up the ascent to the summitlast time. (Total 18 pitches of 

fixed rope between C2 and the summit) Thus, they were standing on the top of Mt.Ratna 

Chuli, a jewel peak of which we had long dreamed. The summiters r巴turned to C2 at 15:30, 

and returned to the BC on October 15. 

On October 16, the second summit party (leader: Watanabe, Nomura, Hanatani, Joshi, Nuru 
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and Ful) successfully ascended to the summit. The weather was in our favor; it was fine and 

the wind was mild. In the far north the view of Mt.Loinbo Kangri (Lungpo Gangri) in Trans 

Himaiayas could be seen, and to the south four mountains of Himlung Himal massif on the 

other side of the valley of the Phu Khola could be seen. Behind them were the majestic 

figures of the Great Himalayan Mountains, including Mt.Manaslu, Mt.Annapurna and 

Mt.Dhaulagiri. 

On October 18, the third summit party (leader : Uchida, Kaneko, Kobayashi, Sivakoti and 

Damber) succeed巴d in ascending the summit. With this ascent, all members had climb巴d up 

to the summit of Mt.Ratna Chuli. 

On October 19, we demolished C2 and returned to the BC. The next day, Cl and ABC were 

demolished. We ca町ied unused ropes, foods and garbage down to the BC and completed all 

the mountain climbing activities. 

3.Way back to Kathmandu

On October 22, we shut down the BC. We saw clouds flying very fast in the upper sky. We

were afraid of the bad weath巴r. We mad巴 up a retumingcaravan of 15 porters with mainly 

yaks and horses (27 head) from Phu-gaon.Because we had to negotiate with them almost half 

day, we had to only set off at around 4:00 P.M .. We stayed at Pangurikharka. 

On October 23, the anticipated bad weather and snowfall b巴gan. We had a lot of hardships, 

but finally arrived at the snow-covered Phu-gaon. Because we were not able to cross over the 

Kang La pass due to snowfall, we went back the same way. As packhorses or any animals 

were not available to go on the path through the gorge in the lower part of the Nar Khola, 

we often had trouble with the porters. We were fed-up of our constant negotiation with them. 

Their strike caused us a shortage of food and fuel. 

Nepalese medical doctor ( The Police Hospital’s doctor), Shrestha, had a bad fall on a 

slippery snowy path and suffered compound fractures of the ankle. We carried him down in 

the snow. We went on the Marsyangdi Road as if we had been evacuating people. We reached 

Koto on October 27. On October 28, th巴 chartered helicopter came to tak巴 him down from 

Chame to Kathmandu. 

On October 29, we r巴placed the porters and made up the new caravan with donkeys. After 

that, things changed completely and we enjoyed a pleasant journey. 

On Nov巴mber 1, we chartered buses and trucks at Besi Sahar. 

On November 3, we finally arrived at Kathmandu. 

With a marchingband leading us, we had a parade in th巴 city and attended the welcoming 
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party held at the assembly hall of the Mahendra Police Club. We reported our success. We 

spent the following days packing and unpacking our loads, visiting local authorities, and 

doing many other things, include visiting our hospitalized medical doctor, and so on. 

On November 7, w巴 held the celebration dinner party at the Hotel Shankar. 

Having so many guests as well as his Excellency the Minister of Home Affairs, the party 

was also a great success. 

After those ceremoni巴s, we left Kathmandu to come back to Japan separately on November 

9, 10 and 13. 
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編集後記

この報告書は単に、 1996年のネパールヒマラヤ ・ ラトナチュリ峰初登頂の記録というだ

けでなく、 ここ数年にわたる信州大学山岳会 ・ 学士山岳会の海外登山活動の一連のまとめ

でもあります。

そのために、 1992年からの同会ネパー ルヒマラヤ実行委員会の活動、 アンナプルナE峰

偵察登山、 及びギヤジカン峰初登頂の記事も含めて編集してみました。

それらを概観すると、 単に海外の高峰へ登るだけではなく山に対する憧れをエネルギー

に様々な活動が行われ、 学士会員や学生会員には大変良い勉強になったと考えています。

又、 この活動の牽引役として快適な会合場所 ・ 穂高山荘とおいしい料理を常に提供して

頂いた小川勝氏、 扇能清氏、 種々の実務でお世話になった井関芳郎氏に大変感謝しており

ます。

本書の編集方針として、 海外登山の初歩的な参考書になればと思い、 できるだけ細部ま

で書く事としました。 しかし編集作業は遅々として進まず、 約2 年を費やしてしまい、 ネ

パ ール政府との登山議定書、 登山ルート詳細などの貴重な資料も予算と時間の関係から割

愛した内容も多く、 満足出来るものではありませんが、 これにて出版といたしました。

出版が遅くなってしまったために、 誠に残念ながら山田哲雄先生、 御子柴三男氏には本

報告書を見て頂くことができなくなってしまいました。

出国前、 松本での壮行会で山田先生、 御子柴さんは異口同音に「登頂は田辺や内田に任

せて、 おまえは学生の小林、 花谷を必ず連れて帰って来て欲しい」と小生に仰っていたこ

とが忘れられません。 又、 仕事をしながら如何にしてヒマラヤへ行くかという事をよく相

談した二俣勇司氏にも報告したかったと思います。 改めてご冥福をお祈りいたします。

本書の編集後記を書きながら、 多くの方々の熱意と御好意で登山活動が成り立ち、 無事

帰還できたのだと改めて感じております。

関係各位に隊員一同より改めてお礼を申し上げます。 本当にありがとうございました。

最後になりましたが、 本報告書の作成にあたり、 信州大学農学部留学生のマドウ ・ スダ

ン ・ シュレスタ氏にはネパール語の翻訳で、 朝日新聞出版サ ー ビスの小泉欽司氏、 伊藤祐

子氏には予算をはじめ全体のとりまとめで、 それぞれ大変お世話になりました。 この場を

借りてお礼申し上げます。

1999 （平成11）年2月6日

信州大学山岳会・ネパール警察合同遠征隊

ラトナチュリ登山報告書編集責任者

j墨田克彦
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1 9 9 9年3月末日

『1 9 9 6年 信州大学・ネパール警察合同ヒマラヤ遠征隊

ラトナチュリ初登頂報告書』の刊行・お届けにあたって

信州大学ヒマラヤ遠征実行委員会

委員長 宮 崎 敏 孝

年度末、 年度始めにあたり、 皆様方には何かとご多忙のなかご清祥のこ

とと拝察いたします。 彼岸から清明への季節の移ろいは “新たな出発 ”

への誘惑を強く感じさせる時節でもありましょう。

さてここに、 去る1 9 9 6年にご支援を賜った皆様方に、 『1 9 9 6年

信州大学・ネノfール警察合同ヒマラヤ遠征隊ラトナチュリ初登頂報告書』

をお届けし、 ラドナチュリ峰初登頂・全員登頂の全貌をご報告し、 責の一

端を果たすことができる段階になったことを、 隊員・実行委員ともども嬉

しく感じます。
登山活動終了後、 2ヶ年半を要することになりましたが、隊員諸兄の想

いを “かたち ” に完結できたことで、 “善 ” としたく思います。 部内的な

内容が濃いかとは感じますが、 対象山域が当分の問、 入域禁止地域の扱い

に置かれることを踏まえれば、 “記録 ” の意義も相応に付随するものと考

えます。

実行委員長の立場からは、 “もう2年早く！ ” との意いはありますが、

「未知への挑戦」の一 端を、 より大勢の方々に、 また今後、 同様の活躍を

展開してくれるであろう後輩に伝えるひとつの手段であることに代わりは

ない、 とも考えます。

われわれの活動に、 暖かいご理解のもとにご支援をお寄せいただいた皆

様方に、 初登頂の雰囲気， 心意気が伝わらんことを願いつつ、 感謝の辞と

いたします。

敬 具

関係者各位



こ了遭うし 、さ享 －コ

ラトナチュリ登山隊総隊長

野村 昌男

春たけなわの良き日に、私たちが登りました「ラトナチュリ登山の記

録」を出版することができ、 たいへん嬉しく思います。

早いもので、 すでに2年半が過ぎました。 その節は皆様にたいへんお世

話になりました。 物心両面から多大のご援助をいただき、 心より厚く御礼

申し上げます。 ここにささやかでございますが、 本書をささげお礼の一つ

にさせていただきます。

昔から、 登山の記録はたくさん書かれてまいりました。 中には文学作品

を凌ぐ名作が出版されました。 モ ー リス ・ エルゾ ー グの「処女峰アンナプ

ルナ」やジョン ・ ハントの「エベェレスト登頂」やハインリッヒ ・ ハラ ー

の「白い蜘昧」など、 少なからず僕の人生観に影響を与えた作品がありま

す。 これらは、 文学作品といっても過言でありません。

一方、 本書のように、 大学山岳部を母体とした純然たる記録を主体に書

かれたものがあります。 堅苦しく、 記録主体ですので、 読む人によっては、

関係なく面白くもなくつまらないと思うかもしれませんが、 後世に記録を

残しておくということは意義のあることかもしれません。 特に、 今回の登

山は処女峰であったことと、 今回限りで閉山される山であるのでなおさら

です。 記録を残しておくことは、私たちの義務でしょう。

出版にあたって2年半の長丁場を乗り切ったことに、 編集長の沢田君を

はじめ隊員諸兄とともに祝意を表したいと思います。



平成 1 1 年3 月 2 7 日

信州大学学士山岳会 会員各位

1 9 9 6 年信州大学・ ネパ ー ル警察合同ヒマラヤ遠征隊

隊長 渡部光則

拝啓、 松本平から眺める西山も光みなぎる春山のシ ー ズンとなりまし

たが、 皆様方におかれましては、 益々お元気で御活躍のこととお慶び申

し上げます。

さて、 皆様方の御協力、 御援助により、 1 9 9 6 年ネパ ー ルヒマラヤ

のラトナチュリ峰（ 7, 035m）の初登頂に成功致しました記録が完

成し、 大変遅くなりましたが、 皆様方のお手元にお届け出来るようにな

りました。 我々隊員 一同が彼の国にあって、 どのように行動し何に感動

したか、 また喜びを分かちあえたか、 御批判、 御感想を賜れば幸甚に存

じます。

本遠征の後も、 来春ネパ ー ルヒマラヤへの遠征計画が動きだしており

ます。 1 9 8 0年、 ’ 8 2 年に敗退しましたガネッシュ ・ ヒマ｝ ルに再

び出かけ、 今度こその登頂を期しております。 成功を祈りたいと存じま

す。

本報告書を出版するに際しましては、 ネパ ー ノレ人ドクタ ーの骨折、 ネ

パ ー ル人スタップの発病による、 二度の救助ヘリコプタ ー費用、 円安、

装備費用等恩わぬ出費で、 1 0 0 万円強の不足となりました。 つきまし

ては、 大変心苦しいのですが、 1 冊3,500円（送料込み）の実費を

頂戴致したく、 伏して、 お願い申し上げます。

送金につきましては、 同封致しました郵便振替の払込票にてお願い申

し上げます。




